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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「入学したときから、東雲しののめくんのことが好きでした！　付き合ってください！」

　俺は放課後の教室で告白されて──快くＯＫした。俺こと、東雲甲こうは同じクラスの七なな海みさんと恋愛関係に発展。つまり、恋人同士になったんだ。

　色恋沙汰は広まるのが早い。翌週には俺と七海さんが通う上かみ井い草ぐさ高校中に話が知れ渡り、

「マジかよ!?　七海ちゃんは俺が狙ってたのに……」

「ワタシたちの東雲くんがぁ……」

　東雲ロスと七海ロスが同時に発生。

　大量の恋愛難民による阿あ鼻び叫きよう喚かんのユニークな光景となったのだが、誰もが「太刀打ちできない」と話す。それだけ、二人は理想的すぎる恋仲ということなのだろう。

　俺から見ても、七海さんは群を抜く可か愛わいさを持っていると思う。ロングヘアーの毛先を遊ばせて、オシャレにも敏感な今どきの女子高生。

　常に振ふり撒まく天使な笑顔は、男子連中を「ああ～、生きててよかったぁ～」と恋に堕おとす堕落魔法らしい。

　昼休みに至っては、七海さんが女子友達から「これからイチャイチャしまくりじゃん！　爆発してしまえーっ！」などと、祝福を込めたイジリの洗礼を受ける。

　噂うわさによると、七海さんは男子が実施した『付き合いたい女の子ランキング』堂々の一位とか。まだ入学して数ヵ月しか経たっていないにも拘かかわらず、だ。

「わたしたち、注目浴びちゃってるね。恥ずかしいなぁ……」

「そんなに気にすることないって。それより、昼飯はまだでしょ？　一緒に食べようか」

「うん！」

　まだ遠慮がちな七海さんの手を取ると、彼女も頰ほおを赤く染めながら、俺の手を握り返してくる。学食に移動した俺たちは、お互いに向かい合って着席。

　七海さんが作ってきてくれた手作り弁当を広げた。

　卵焼きやハンバーグが添えられたオーソドックスな弁当は、彩り豊かで食欲をそそる。

「うん、美味おいしい。七海さんは良いお嫁さんになれるよ」

「ほ、ほんと？　よかったぁ。男の人にお弁当を作るなんて初めてだったから、ドキドキだったんだよ」

　俺が食べ始めたことに安心したのか、七海さんも自分の弁当へ箸を付けた。相変わらず緊張しているらしく、唇の縁にご飯粒が付いていることにも気付いていない。

「──って、お嫁さんはまだ早いよね!?」

　ツッコミがワンテンポ遅いのがイイね！

　僅かに隙を見せる無防備さも、男心を擽くすぐるんだろうなぁ、と微ほほ笑えましくなった。

「七海さん」

「え、なに──」

　俺は顔を近づけながら、七海さんのご飯粒を人差し指で優しく拭い、自分の口へと運んだ。彼女の愛らしい顔が、みるみるうちに完熟していくのが分かる。

　パスタと絡めたら、ナポリタンを作れてしまいそうなほどだ。

「──あ、ありがとう。でも、恥ずかしいとこを見られちゃったね……」

「そういうところを含めた七海さんが好きなんだけどな」

　あまーーーーーーーーーーーーーーーーーい！　という声が、学食のどこかで響いた。

　周囲の視線が集まりすぎて、もはや公開処刑に等しい。

「コウくんってさ、かっこいいし優しいし……他の女の子に取られないか心配だよ」

「うーん、普通だと思うけど」

「そんなことないよぉ。わたしの知り合いにもコウくんのことが好きな人が結構いてさ、申し訳ないなって」

　赤面しながら、苦笑いする七海さん。モテそうな外見とは裏腹に、あまり交際経験はないみたいだ。全てが初々しくて、まさに俺好みの逸材とも言える。

　付き合い始めてから一週間。そろそろ、行動を開始してもいいだろう。




　──今日、キミの家に行ってもいい？




　意味を悟った七海さんが、少しだけ頷うなずく。これで、準備は整った。

「東雲くーん、悪いんだけど七海を貸して。ウチらだって、惚のろ気け話とか聞きたいし～」

　食べ終えるタイミングを見計らっていたのか、七海さんの女友達数人が話しかけてきた。

　最近は俺と一緒にいる時間が増えたため、たまには七海さんとお喋しやべりしたいらしい。

「俺は先に戻ってるから、ゆっくりしていきなよ」

　俺は笑顔で促すと、彼女の頭をなでなで。恥じらう瞳を堪能しながら席を立つ。

「ごめん、コウくん！　それじゃあ、また放課後ね」

　お互いに手を振り合ったところで、俺は彼女に背を向けながら学食から立ち去る。

「見てたよ～。エスコートされながら学食に来て、仲良く昼食中にご飯粒取ってもらったり、去り際には頭を撫なでてもらったりさ～。さすが『ＳＡＤＳサツズ』の異名を持つ東雲甲だよね！　他の男子どもは見習えっつーの」

「紳士ＳａｎｄＡＤ刺激的Ｓの略だっけ？　あんなこと自然にされたら、女子はイチコロでしょ」

「なんていうか、そのぉ……自慢の彼氏ですっ」

　七海さんが女子に茶化されている声が遠ざかり、次第に学食の雑音に紛れて消える。

　学食から一歩出た俺は、普段とは意図が違う微笑みを……無意識に垣かい間ま見みせていたんだ。




「紳士ａｎｄ刺激的……だと？　違う。東雲甲の本性は──」




　同時刻──学食にて、七海さんたちを見つめていた謎の女子チーム。人数は少ないが賑にぎやかしの視線とは明らかに異なる訳ありな睨みに、そのときの俺は無警戒だった。




　　　　　　　　※




　その日の放課後。

　真夏の足音が聞こえる尻上がりな暑さは、立っているだけで汗ばむほど。昼に約束した通り、俺は七海さんの家にお邪魔していた。築浅の大きな一軒家。

　カウンターキッチンがあるリビングで、お手製の晩ご飯をご馳ち走そうしてもらえることに。

　七海さんが制服にエプロンという男殺しな衣装で調理をしている間、ご両親に挨拶でもしようと考えていたが、姿は見当たらなかった。

　まだ日が暮れ始めた時間帯なので、仕事から帰宅していないのだろうか。

「そういえば、ご両親は？」

　出来立てのカレーをテーブルで食しながら、対面に座る七海さんへ尋ねてみる。

「さっき電話があったんだけど、お父さんは残業、お母さんは友達とご飯に行くとかで、何時に帰れるか分からないってさ。せっかくご飯を用意したのにねぇ」

「じゃあ、結果的に二人きりだね」

　もぉ～仕方ないなぁ、とでも言いたげな膨れ顔からの──

「……ち、違うよ!?　コウくんが来るからって追い出したわけじゃないからねぇ!?　だ、だだ、だって、夕飯を一緒に食べるだ、だだ、だけだもんね!?」

　誤解を招かないよう、両手を上下に振りながら慌てて弁解する七海さん。歓談していた場が、不思議な沈黙で包まれる。チラチラと、こちらの様子を窺うかがうような。
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　神様の気まぐれで二人きりの状況に陥ってしまったとはいえ、七海さんも年頃の女の子であるわけで。

　これは誘っていますね。研ぎ澄まされた第六感が、そう囁ささやく。

　夕食後、シンクで食器を洗っている七海さんの背後からそっと抱き締めてみる。

「ふ、ふああ……こ、コウくん」

「ごめんね、なんかこうしたくなってさ」

　彼女の髪から感じるのは、コンディショナーの甘美な芳香。

　並みの男性なら、香りだけで惑わされてしまう。

　華きや奢しやな首回りへ添えるように両腕を回しながら、俺は彼女の耳元へ口を近づけて──

「このあと、七海さんの部屋に行ってもいいかな？」

　息を吹きかける程度の声量でお誘い。ローマ字だとＯＳＡ・ＳＯＩ。

　瞳を見開いて戸惑った七海さんだったが「うん……いいよ」と、上目遣いの許可。ご両親が不在ということで、七海さんも『そういうイベント』を想定済みだったのだろう。

　快諾？　していただけたので、さっそく七海さんの部屋へ入室。

　うん、さすがは今どきのオシャレ女子。薄いピンク基調の内装や木製の小物が醸し出す雰囲気は、女子力という果汁が凝縮されたフルーツみたいだ。

　お互いにベッドへ腰かける。肩と肩が触れ合ってもおかしくない距離で。

　俯うつむいて両手を擦り合わせている七海さんを、ふいにベッドへ押し倒す。覆おおい被かぶさった俺を受け入れるかのように、彼女は全身を脱力させて、瞳をゆっくりと閉じた。

　極上の素材を一週間かけて熟成させ、恋愛というスパイスで下ごしらえ、彼女のプライベート空間という隠れ家的な名店……東雲甲という三つ星のシェフ（自称）が、究極の一皿を調理する条件が整った！




「七海……お前ってさ、良い声で嫌がってくれそうだよね」




　急に呼び捨て＆お前呼びになったことに疑問を抱く隙も与えず、俺は七海さんの四肢をベッドの骨組みへ紐ひもで繫つないで拘束し、動きを完全に封じた。

　その時間──僅か〇・五秒以下。

「え、ええ、ちょっと、な、なに!?　あっ!?」

　七海さんの視界を一瞬で封じた手て捌さばきは、伝統工芸に等しい匠たくみの技。

　で、でたーっ！　東雲甲が全世界に誇る三種の妙技の一つ『狂きよう闇あんに染まる恥ち辱じよく連れん鎖さ──秒キース速リンクの・フエル暗堕メンシア』がーっ！

　精神を極限まで集中し、目隠しとフィーリングを合わせることで、東雲甲は目隠しを一秒以下で女性に巻きつけることができるのだ。

　四肢を拘束した技も同様、ポケットに忍ばせておいたロング目隠しで瞬時に拘束したに過ぎない。基本の応用というわけだ。

「く、くすぐったい……はぁ、はぁ……ふぅ、んんう、やっ……！」

　左手で腰回りを撫でるだけで、彼女から漏れ出す淫いん靡びな吐息。次第に……右手を豊かな胸の中腹へ添えると、絶妙の弾力が俺の指を包み込む。

「あ、ああっん、はっ……だ、だめぇ……」

　首元へソフトキスの雨を降らせると、身体からだの震えも大きくなった。

　同時攻撃で抵抗力が削そがれているのか、七海さんは声を必死に押し殺す。身を捩ねじりながら快感を受け流そうとするも、拘束の影響で上手うまくいかない。

「七海がエロく悶もだえる声を聞かせろよ。そういうつもりで、俺を誘ったんだろ？」

　さあ、早く許しを請え。それとも、必死に強がりの言葉を並べてみせろ。

「……いいよ」

　七海さんは目隠しをされながらも、覆い被さる俺を正面から見据えた。

「……好きにしていいよ。コウくんが望むことは、全て受け入れるから」

　うあぁぁーーーーーーーーーーーーっ!?　襲い掛かる強烈な眩暈めまいと視界不良。

　俺は千鳥足でよろめきながら、ベッドサイドへ再び腰かけた。

「コウくん……どうしたの？　わ、わたし、覚悟はできてるよ……？」

　不安げな声で問いかける磔はりつけ状態の七海さん。強制的に拘束しておいてアレだけど、冷静な状態で考えてみるとシュールな光景だ。究極のマゾ女に見えなくもない。

「それじゃあ、ダメなんだ……」

「な、なんで……？」

「最初は嫌がって抵抗するけど、与え続けられた快感によって最終的には俺を求める姿が好きなんだよ！　要するに、言葉や態度では嫌がっている彼女を、ねちっこく責めるのが生きがいなんだ！　やめられない！　止まらない！」

　──七海さんの頭上には、巨大な疑問符が。

「コウくん」

「はい、なんでしょう」

「ちょっと何を言っているのか分からないよ」

「ですよね」

　冷静にツッコまれた今の俺は、ただの燃え残り。冷や水をぶっかけられて放置された木炭。薄い煙くらいの覇気しか漂っていないだろう。

「とりあえず、手足の拘束と目隠しを解いてほしいんだけどぉ……」

　七海さんが懇願するも無反応を貫く。俺は自分の鞄かばんを持って帰り支度を始めた。

「──今日はこのまま帰ろうかな。七海さんは変態ってことで放置してさ」

「ちょ、待って！　お願い解いてぇ！　お父さんとお母さんが帰ってきたら、変態娘だと誤解されちゃうから！」

「でも、俺に放置されて嬉うれしいでしょ？」

「む、むう……」

　冗談で言ったつもりなのに「む、むう……」なんて可愛らしい〝ぐぬぬ顔〟を披露してくれた。再び投下された燃料が、俺の瞳に火を灯ともす。

「七海さんってやっぱり最高だよ。悔しいけど逆らえない表情が……すっごく興奮する」

　自分の鞄に忍ばせておいた電動の筆を解放。筆なのに電動なのです。仕様です。

「七海さんという極上のキャンバスに至高の名画を描く。観みる者全てを歓喜に震え上がらせることができるアーティストなんだ」

「意味分からない！　ホントに意味分からないからぁ！　あっ……！」

　現代技術の結晶とも名高い電動の筆で、七海さんの鎖骨付近を撫でる。柔らかな毛先が小刻みに振動し、真っ白なキャンバスに快楽という名の絵画を創造していくのだ。

　初めての七海さんに妙技は尚早。程よく刺激を与える機械で、身も心も俺色に馴な染じませていく。

「あっ……こ、コウ……くん……！　んっんん……やっ……だめ……だよぉ……」

　くすぐったいだろう。もどかしいだろう。下書きなのだから当たり前。彼女の制服を徐々にはだけさせて、露出したブラの上から筆責めの洗礼を施す。

「はっ……うんっ、んんっ……あぁ……わ、わたし……このままじゃ……」

　七海さんの部屋に響く彼女の湿った喘あえぎ。昂たかぶって、昂ぶって、昂ぶって……脳内の景色を現実へ着実に創り出す。

「完全に七海さんが堕ちたら、放置して帰るから。ベッドに縛り付けられた状態で家族の帰宅を待つと良いよ」

「や、やだぁ……！　そ、そんなことになったら……あっ……ううっ、ん……恥ずかしすぎておかしくなっちゃう……よぉ……」

　全世界よ、瞬まばたきせずに刮かつ目もくせよ。これが──東雲甲だ。




「現行犯だ！　大人しくしろ！」




　部屋のドアが勢いよく開放されると、他校生を含めた四人の女生徒が、ピラミッド隊形で仁王立ちしていた。リーダーと思わしき女生徒の左腕には『風紀委員』の腕章。

　ピラミッドの頂にいたリーダーの女生徒は、躊ちゆう躇ちよなく部屋へ押し入り、

「無駄な抵抗はやめるのだな。大人しくすれば、命は保証してやる」

　俺は木刀を突きつけられた末、両手を上げながら降参。妙技を使わないよう、腕の関節をキメられながら絨じゆう毯たんに組み伏せられた。

「東雲甲を確保した！　被害者は？」

「身柄は保護しました。まだ本格的な変態行為は行われていないようです」

　他の女生徒たちによって、目隠しや拘束が解かれた七海さんは、床に組み伏せられている愚かな男に視線を移す。動揺に揺ゆれ動く七海さんの瞳孔は、何が起きたのかまったく理解できていないことを示していた。

「東雲甲、弁解はあるか？　ここには黙秘権など存在しないのだぞ」

　リーダーの女生徒は、俺の背中に騎乗しながら問う。弁解を所望しているのか殺害を企てているのか、俺の背中にミシミシと喰くい込こんでくる鋭利な膝。

「弁解？　ヒラカターンは俺にそんなことを求めてないくせに──あっ、いてててっ！」

「……その名で呼ぶなと何度も言っている。腐れ縁でなければ腕をへし折っているぞ」

　強く捻ひねられた腕の関節が悲鳴をあげて、俺の口から絶えず漏れる断末魔。

　拷問と大差ない尋問をされそうな殺気が、リーダーの女生徒から噴出している。

「風紀委員の皆さん、待ってください！　コウくんに酷ひどいことしないでください……。家に誘ったのはわたしなんです。不純異性交遊なら、わたしのほうを問題視すべきです」

「俺を庇かばってくれるなんて……七海さんは天使や。聞いたか、ヒラカターン。帰れ帰れー」

「貴様は黙っていろ、女の宿敵めが」

　あっーーーーーーーーーー!?　腕がもげる。もげるんですけどー。

「コウくん……なんかキャラが違ってきてるんだけど」

「それがその男の本性だ。お前が今まで見てきた紳士的な東雲甲は、取り繕った外面に過ぎない。裏の顔は、嫌がる恋人を性的に責めることしか考えていない紳士ａｎｄサディスト──これがＳＡＤＳサツズの真実なのだ」

「そ、そんな……かっこよかったコウくんは偽物だったの……？」

　啞あ然ぜんとする七海さんに同情したのか、そっと歩み寄るリーダー以外の三人。

「ワタシは東雲くんから『学校に下着を身に着けてこないように』と言われました」

「私なんて『ロ○ターを鞄に入れたまま、持ち物検査に挑戦しろ』って強制されて！」

「焼きそばパン買ってきたのに『俺、ツナマヨおにぎり派』ってヒドくないですかぁ!?」

　ここぞとばかりに愚ぐ痴ちをぶちまける三人だが、思い当たりすぎてぐうの音も出ない。

　いや、よく考えると最後の子だけ初対面だし、罪状のジャンルが違くない？　ツナマヨの件も初耳なんだけど。

「あなたたちは……いったい何者なんですか？」

　七海さんがそう問いかける。リーダーは俺を乱暴に立たせて「腕を縛って、頭から上着でもかぶせておけ」と、側近の三人へ身柄を引き渡した。

「自己紹介がまだだったな。私は一年の枚ひら方かた柚月ゆづきという者だ。見ての通り、上井草高校の風紀委員として学校の風紀を守っているのだが、今日のような極秘任務も熟こなす」

　ヒラカターン──いや、枚方さんは、威風堂々の発言が具現化したような容姿を持つ。

　凛りんとした強気な瞳で俺を威嚇し、美しく整えられた姫カットの黒髪ロングヘアーを揺らす和風美人。さらに竹刀袋に入れた木刀を常時、肩に下げている武闘派の剣術娘だ。

　お胸様が控えめなスレンダー体型ながら、男の俺を凄すさまじい力で制圧したことからも、彼女の高い戦闘力が垣間見える。

「この者たちは風紀委員の傘下、東雲甲の元彼女で構成された『東雲甲被害者の会』の会員でもある。この男の悪行を未然に防止して、校内の女生徒を救うために活動しているのだ」

「ここにいる皆さんは、コウくんの元彼女……なんですね」

　枚方さん以外の三人が同時に頷うなずいているけど、ツナマヨさんは違うでしょ。

「お前と東雲甲が恋仲になったときから、お前の両親には今回の討ち入りを事前に知らせているし、進んで協力もしてくれた。手塩にかけた娘が、羊の皮をかぶった変態サディストと付き合ったと知れば不安でたまらんだろう」

「だから、お父さんもお母さんも帰ってきてないんですね……。コウくんが本性を出しやすいような空気を作り出して、現行犯で捕まえるために」

「東雲甲が本性を現すのは、恋仲になってから一週間後。こちらも行動は読みやすい」

　やられた。さすがは枚方さん。

　元彼女たちの経験を以もつてすれば、根回しや先読みなど朝飯前というわけか。

「さあ、じっくりと話を聞かせてもらいますからねー」

　枚方さんを除いた三人に付き添われて、俺は部屋から連行されていく。

　手が紐ひもで縛られている上に、上着を頭からかぶせられているため、このまま外に出たら近隣住民の皆様には犯罪者の移送だと誤解されても仕方ない光景だった。

「……さっきから思っていたんだけど、あなたは誰？　ちゃっかり混ざっているけど」

「東雲ちゃんの元彼女ですがぁ、なにかぁ？」

　側近の一人が、ツナマヨさんに疑念を抱いた。

「それでは、東雲甲クイズです。黒ストッキングを穿はいた彼女へ東雲さんがやることは？」

「くむむ……黒ストだけ半分脱がせるぅ」

　突如、側近から出題された東雲甲クイズに渋々答えるツナマヨさんだったが、

「違います。彼女の股間に顔を埋うずめて、黒ストの肌触りと香りと温ぬくもりを堪能します」

　即座に偽りを見破り、両脇からガッチリと拘束した側近たち。

「その娘も連行しろ。東雲甲の元彼女という肩書き目的の虚偽申告と経歴詐称だ」

「ご、ごめんなさーい！　友達に見栄を張りたくてぇええええええええええええ…………」

　なんか……連行されていったツナマヨさんよ、永遠とわに。

　すぐ戻ってきた側近たちに先導されて、改めて俺も部屋から連れ出される。

「さっきも言ったけど、俺は嫌がる彼女を責めることが大好きな男なんだ。キミの気持ちを利用してしまって……本当にごめん」

　去り際、困惑する七海さんに本心を告げた。俺の気持ちは本当の恋じゃない。抑えられない欲求を自分勝手に満たしていただけ、ということを。

　玄関で待たされていたツナマヨさんと共に、これから元彼女の家で説教が待っている。




　　　　　　　　※




　被害者の会が東雲甲を連行していったので、私と七海の二人きりになる部屋。本当の目的を説明せねばなるまい。今日初めて会話した七海とて、もはや無関係ではないのだから。

「東雲甲被害者の会は、東雲甲を救うための存在。歪ゆがんだ性癖による不ふ埒らちな行為を事前に取締り、東雲甲自身が〝本当に好きな人〟を見つけ出す瞬間を待ち望んでいるのだ」

「被害者の会は、コウくんのことが未いまだに好きなんですね」

　七海の言葉は、私以外の全員へ向けられていた。側近の元彼女たちは東雲甲を嫌っている様子が感じられないので無理もない。あの者たちは、惚のろ気け話とやらを平気で語り出す。

「枚方さんは、コウくんとどういう関係なんですか？　友達……ではないですよね」

　その一方で、私に関しては東雲甲に対する態度が辛辣。七海は第三者の目線でそう感じているのだろう。

「私とあの男は赤の他人だ。風紀を守るため、被害者の会へ助太刀しているに過ぎない」

　私──枚方柚月と東雲甲の間に渦巻く微妙な空気を、敏感に悟ったのかもしれない。

「東雲甲と関わるのはやめろ。これは……お前のためでもある」

　余計な忠告かもしれないが、あの男は他人の理性すら狂わせかねない。お節介な忠告を受けた七海は静かに深呼吸して、私の手を力強く握った。

「でも、わたしはコウくんが好きだから！　初めて……好きになった人だから」

　馬鹿者ばかりだ。なぜ東雲甲は女性を惑わし、無自覚な罪を量産してしまうのか。

　汚けがれなき愚直な眼まな差ざしを向けられてしまったら、忠告の言葉が──喉に痞つかえてしまう。




「わたしも被害者の会に入れてください！　コウくんにも本当に好きな人を見つけてほしいんです！　そんなコウくんと、また恋をしたいから！」




　そして、被害者の会のメンバーが増える。私のように、愚かで物分かりの悪い女が。

　こうなったのは全て──不埒な私のせいだというのに。
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　夏休み間近の教室では、退屈な授業が展開されている。

　俺は頰ほお杖づえをつきながら、自分の席でぼんやりと教師の声を聞き流していた。

「東雲しののめくんと七なな海みさん、もう別れたって。王子と姫みたいなお似合いの二人だったのに」

「七海さんの美貌でも東雲くんに釣り合わなかったのかぁ～」

　それと同時に、クラスメイトの女子から洩もれている密談も聞き流す毎日。すぐ目の前の席にいる七海さんも、真面目に黒板を書き写しながら何かを思っているはず。

　噂うわさになるのは仕方ない。まだ高校一年の夏休み前なのに、三人と別れているんだから。

「東雲と同じ中学の人から聞いた話だけど、その頃は告白をほとんど断ってたとか」

「実際、東雲くんの彼女は女子からの嫉妬がヤバそうだし、彼なりの優しさなんじゃないのかな？　私たちのような庶民は、遠くから東雲くんを眺めるだけで満足だけどね～」

　いちいち噂話に反応してもキリがないので、平常心を維持しながら受け流す。

　衣替えで白ワイシャツになった元彼女の背中に、薄うつすらと透ける桃色のブラひも。乱れそうな集中力を補うため、ブラひもと見つめ合ってみる。

　……こういうとき、元彼女と同クラスは辛つらいよね。しかも、俺の一つ前の席だからね。

　ブラひもは何も答えてくれなかった。




「ぬふふ、まーたやりすぎたアルか？　変態の東雲氏も懲りないネ」




　隣席の森もり野のに茶化される。分厚い眼鏡をかけているオタクだが、顔は西洋風というアンバランスな男。あと、エセ中国語が驚異的なウザさを誇る。一人多国籍軍か。

　半月ほど前に起きた七海家討ち入り事件以来、俺は女性との距離を置いている。

　友達の森野とつるむ機会が多くなり、自分を見つめ直す冷却期間を過ごしていた。

「東雲氏は彼女にいろいろ求めすぎアル。無駄にイケメンなんだカラ、もう少しノーマルでエッチな関係を心掛けないといけないネ」

　カチカチと、クリック音が響く。授業中でもおかまいなしに、ノートパソコンを弄いじる森野。コスプレとやらの写真を加工処理したり、背景を合成しているとか何とか。

　盗撮アーティストの朝は早い。至高のアングルを研究し、念入りな下見はプロ入り前から続けてきた日課だ。森野氏は言う。将来の夢は女の子のパンツに変身するこ──

「勝手に変なナレーションはやめてほしいネ！」

「勝手に心を読むな」

「なんとなくバカにしているのは伝わってくるアル……。女性だけじゃなく、男にも優しくしてほしいヨ！」

　気持ち悪いので無視。それより、森野に茶化された言葉がボディブローの如ごとく、時間差で効く。確かに俺は彼女という存在に対して、一方的に求めすぎている。

　ノーマルな関係を意識はするのだが、女の子の紅潮した顔や悶もだえ顔を欲してしまう。嫌々な顔を恥ずかしがらせるのが好きでたまらない。

　それが本当の恋ではないことを、被害者の会に自覚させられてしまった。

「東雲氏、そなたもエロゲーやってみればヨロシ？　ヒロインにビッチは皆無……ジャンルも豊富で、どんな要求にも応えてくれるアル」

　なぜか自信満々に、美少女ゲームのプレイ画面を突き付けてくるオタク野郎はさておき、俺は世間で一般的な〝普通の恋愛〟というものをしたことがない──俺にとっての普通が彼女たちにとっての異常。

　告白されて、数日ほど付き合って、東雲甲こうの真実を曝さらけ出した途端に関係は終わりへと向かう。特に高校へ入ってからの約三ヵ月は、そんなサイクルを繰り返していただけ。

「俺は変態なだけで、恋愛には向いてないのかな」

　七海さんのブラひもは、やはり答えてくれない。

　見つめ合うと素直にお喋しやべりできない俺とブラひも。

「オー、変態の東雲氏は心の友ネ！　久しぶりにエロゲー買いにいかないアルか？　傷ついた心を癒してくれるのは二次元だけヨ。来週から夏休みだし、時間はたっぷりネ！」

　こいつに「心の友」扱いされるのは非常～～～～～～に心外なのだが、

「たまにはいいか。付き添うだけな」

「しぇいしぇい！　放課後の予定を開けておくヨロシ」

　気晴らしに漫画やゲームを買ってみるのも悪くはない。何かに熱中すれば、不要なことを考えなくて済む。考えないようにと強く思うほど、脳裏から離れない。

　俺もいっそのこと、二次元に生きてみようか。プログラミングされた女の子なら、俺の要求を断らない──いかん、森野菌の初期症状が。しばらくは自分を見つめ直す時間。

　普通にお付き合いできる運命の女の子と巡り会える日まで、己を徹底的に磨くのだ。

「コウくん、森野くん、授業中だから静かにねぇ。森野くんはパソコン片付けてね」

　七海さんに可愛らしく怒られた男二人。平謝りして、声のトーンを抑える。

「あと……コウくんはわたしのブラを観察するのやめてよぉ……もう」

　バレていたらしい。ブラひもとの二ヵ国協議は平行線のまま打ち切られた。七海さんとまともに会話したのは、半月前に別れて以来だったのでブラひもに感謝です。




「そういえば、隣のクラスの病弱美少女はいつになったら現れるアルか？」

「違うクラスの俺が事情に詳しいわけないだろ。お前、この話題好きだな」

「いや～、ビッチとリア充に汚染される前に吾わが輩はいが救い出したいんダヨ」

　森野はよく、この話題を振ってくる。上井草高校に入学してから三ヵ月ほど経たつが、隣のクラスには春先の僅かな期間しか登校していない病欠の生徒がいるとか。

　他のクラスとは元彼女以外にあまり接点がないし、事情は詳しくない。

「もしかして……病院で意識不明の美少女が、やり残したことを達成するために現れていた泣きエロゲ的設定かもしれないネ！　そのうち吾輩の記憶から徐々に消えていって……アアッーーーっ！　吾輩だけはずっと覚えているヨ！」

「俺はお前に関する記憶を消したいが」

「二人とも～うるさいよぉ」

　また七海さんに叱られたところで、蒸し暑い教室のＢＧＭは教師の声に戻る。迷走中の俺は、太陽が照りつける窓の外をぼんやりと眺めた。

　来週で一学期も終わりということだが、夏休みは何をしようかな。七海さんとも別れたし、退屈で持て余しそうな一ヵ月になりそうで萎える。

　それだけ俺は『女の子を中心にした人生だった』ということなのかな。




　　　　　　　　※




　帰宅部のエースである俺と森野は、躊ちゆう躇ちよなく放課後の学校から離脱。

　電車に揺られて数十分──秋葉原に着く。一人ではあまり来ない場所だが、森野とは何度か訪れたことがある。

　リュックサックを大切に背負い、丸めたポスターやタペストリーとやらを紙袋に刺し、チェックシャツを戦闘服とした兵たちに覆われた大通り。しかし、リアルが充実していると思わしき雰囲気の人々も普通に歩いていた。

　アニメ文化がメディアに取り上げられている効果もあり、外国人観光客の増加も目立つ。一昔前とは明らかに異なる最近の秋葉原。そこへ保護色のように溶け込む森野は、オールドスタイルの元祖オタクと言っても過言ではない。

「お前もさ、ファッションとかヘアースタイルに気を遣うオタクになればいいのに。今はそういう人が多くなっているんだろ？」

「バカバカバカっ！　ああいうのはリア充が会話のネタに利用しているだけネ！」

　最近のオタク事情に憤慨する森野。

「吾輩のような伝統を重んじる本物のオタクは減ってきているネ。リア充がギャップをアピールするために『あ～、俺めっちゃオタクだわ～。アンピースを全巻持ってるわ～』とか抜かしたら懲役刑にしてほしいアル！　教室で堂々と薄い本を読んでから出直せヨォ！」

　なんか騒ぎ始めたので、適切な距離を保って放置。

「お兄さん、格好いいですね！　メイド喫茶に来ませんか？」

　可愛いメイドさんが集まってきたーっ。

　メイドさんに出来心で手なんか出したら、枚ひら方かたさんに斬殺されそうで怖い。美少女からの頼みや告白は、全て受け入れることが自分の理念。

　しかし、ここは心を鬼にして「ごめん、また今度ね」と優しくお断りした。




「おい、森野。モフマップはここだろ？」

　いつも立ち寄るアニメ系電気ショップを、なぜかスルーして通り過ぎる森野。

「今日は他のトコロから回るアル。夜にしか来ない──」

「何が？」

「い、いや、夜にしか入荷しないグッズがあるネ！　日が沈んだらまた来るアル」

　限定品か？　俺にはよく分からないし、分からなくてもいいけど。

　ゲームセンターや中古屋を巡っていると、外灯や車のヘッドライトがチラホラと点灯する時間帯になっていた。有名なアニメショップや電気店の大型看板が眩まぶしい。

　夜になったのでモフマップビルの三階へ。美少女ゲームコーナーに足を踏み入れると、目の前には豊富な種類のパッケージが並べられていた。

「さぁ～て、夏休みに備えてエロゲを三本は買うアルヨ～」

　成人指定の商品も扱っているスペースなので、俺や森野が入るのはあまり好ましくない。

　カラフルな髪色の美少女イラストが視界に入り込んで、目がチカチカする。

　美少女ゲームの女の子って髪を染めているのか？　ピンクとか校則違反だろ。

　森野曰いわく、細かいところはツッコんじゃいけないらしい。一方の森野は、三匹の初期モンスターを選ぶ主人公の如く、瞳を輝かせながら物色していた。

「それはＯＰだけの地雷アル。注意するヨロシ」

「はぁ……そうでござんすか」

　何気なく手に取ったゲームを注意される。地雷？　どこかにスイッチでもあるのか？

　──裏や側面を見ても、それらしきモノは確認できない。

　どこからどう見ても美少女ゲームなのに、実は兵器だったなんて。日本もいつの間にか物騒になったものだ。興味が湧いてきたので、地雷探しをすることに。

　タイトル別のあ行から順に、衝撃を与えないよう、ゆっくりとパッケージを確認していく。どれも爆発に繫つながるような怪しい部品は確認できない。

　エッチシーンのサンプルＣＧだけが、次々と脳に刻まれていく。

「それは吾輩おススメの隠れた名作ヨ。でも爆死したから次はないアル」

「爆死するような地雷の改良なんてできるか！」

「地雷じゃないネ！　腹筋崩壊するヨ！」

「これは腹に巻きつけるタイプなのかよ……」

　俺が本気で困惑していると、森野はクッソ腹立つ顔で嘲あざ笑わらってくる。

「東雲氏……おもしろいアル。天然の素質アルヨ」

「なんだか俺をバカにしてないか？」

「いやいや、それも才能アル。そのままのそなたがおもしろ……魅力的ネ」

　はぐらかす森野にちょいと腹が立ったので、背負っていた遠足リュックにグーパンをかます。乾いたような甲高い音が無数に弾はじけた。

「あァっ！　やめるコトよ！　吾輩の四次元ポケットには夢と希望がいっぱいネ！　ビックリおもちゃ箱ネ！」

　取り乱しながら、中身の無事を確認して安あん堵どの息を吐つく森野。

「これだからニワカは困るアル。吾輩が責任を持って鍛えなければならないネ」

「とりあえず人生やり直せ」

　森野は世界で一人取り残されても、楽しく生き抜けるだろう。

「エロゲデビューには葉っぱや鍵が王道ネ。慣れてきたら、あくびぃそふと、うぃんごみら系にシフトするのもヨロシ。ハードさを求めるならユリスソフト、コメディなら梨ソフトかなーと個人的には思うアル。厨ちゆう二にならレフトやリスも～」

　不明な言語で語り始めた。通訳さーん、助けてくれー。いや、もはや人間としての言語じゃない。かろうじて、哺ほ乳にゆう類に属している可能性がある生命体が森野。

「何を言っているのかまったく分からん。バウリンガルのアプリ起動させるから」

「吾輩は犬でアルか!?」

　手ぶらで帰るのもアレだし、一本くらいなら美少女ゲームを買ってみようか悩む。

　熱く語り出した森野から逃げるように、全年齢向けのコーナーへ避難。イラストがカッコいい系のソフトを手に取ってみるが、シリーズの種類が豊富でいまいちピンと来ない。

　それと、美少女ゲームというのは無駄に箱がでかい。隠す場所に困りそうだが、現在は彼女もいないので、特に問題なさそうだ。

　能力バトル系と思わしきノベルゲームを手に取ろうとすると、

「あ……」

「あ……」

　もう片方からも手が伸びてくる。細くて白い綺き麗れいな手。お互いに同じひらがな一文字を声に出しながら、動作を停止させる。ゆっくり隣に視線を移すと、可愛らしい猫耳がついたパーカーのフードを深くかぶった人が、同じゲームに手を伸ばしていた。

　季節は夏なのに、とても暑そうな分厚い服装。

　猫耳フードで目元や髪型は見えないが、スカートを穿はいているので、たぶん女性だろう。

　きめ細やかな手の肌や口元から察するに、歳としはかなり若そうな印象を受けた。

　背丈はだいぶ低い。小学生……だとしても驚かない。

　き、気まずい。運命の出会いにしては、シチュエーションが特殊すぎる。

　本やレンタルＤＶＤならともかく、美少女ゲームで手と手が触れ合ってしまうなんて。

　森野は十八禁コーナーの盟主だし、全年齢のコーナーには俺とこの女の子だけ。アニソンと思われるポップな曲が、空気を読まずに虚むなしく流れていた。

「……あ、あ、あなた……は……」

「どうしたの？」

　ぎこちなく唇を動かして、何かを伝えようとしているフード少女。

　ニワカのあなたは遠慮してください、とでも言いたそうなので、購入権を譲ることに。

「どうぞ」

「い、いえ、ど……どどど、ど、どうぞ……です……」

　そよ風より小さな声で遠慮される。

「いやいや、レディファーストってことで」

「い、いい、いえいえ、お、おお、お構いなく……です……」

　お互いに購入権を譲り合う。

　フード少女は俺のことを怖がっているのだろうか、様子を窺うかがいながら一歩引いた位置に下がっていた。在庫があれば二人とも購入できるのだろうが、俺は気分転換のつもりだったので、別に無理しなくても問題はない。

「俺はそんなに買う気なかったから。なんとなく暇潰しで見ていただけ」
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「……ど、どういうことです？」

　俺の何気ない一言で、謙虚だった女の子の雰囲気が一変する。

「どういうことって、とりあえず暇潰し──」

「ひ、暇潰しってなんです!?　えええ、エロゲーのことディスってんですか!?」

　へ？　ディス……なに？

「え、えええ、エロゲーには夢とロマンが詰まってるんです！　だ、誰だってその物語の主人公に、ヒロインにだってなれるんです！　現実では満たせない欲求を満たしてくれる魔法のアイテムなんです！　あ、アナタはそれが分かってんのですか!?　そ、それはまさしく友情・愛情・亀参上みたいなモノなんです！」

　初対面にも拘かかわらず、凄まじい剣幕で罵倒される。いきなり、懸命に背伸びしながらググッと顔をこちらに近づけてきたため、女の子独特の甘い香りが心地良い。

　顔半分は相変わらずフードで窺えないが、ふんわり柔らかそうな薄桃色の唇が、台詞せりふに合わせて忙せわしなく形を変えていた。

　フード少女は、俺が手に取ろうとしたゲームを指さしながら、

「こ、このゲームはＤ・コウスケさんの原画というだけでも買う価値があるんですが、シナリオも厨二要素満載で、詠唱なんかはラテン語なんですよ！　し、しかも、男性向けなのにイケメンキャラが大勢いるんです！　じょ、女性キャラも激しく萌もえますし、これでこのお値段はお買い得中のお買い得ですから！　る、ルートが追加された最新版を買ってください！　さぁ！　さぁ！　さぁ！　い、今なら設定資料集とスティポ、タペストリーがついてます！　こ、これで買わないなんてエロゲーマーの恥なのですよ！」

　な、なげェええええええええええ……。

「素晴らしい演説ありがとう」と心の中で感謝しながら、凄まじく鬼熱すぎて一歩引いてしまう。ニワカがオタクにおススメのアニメやゲームを尋ねて、求めていた答えの二十倍の濃度で返される気持ちが、痛いほど分かった。

「わ、ワタシ……失礼なことをぉ……。はぁ……はぁ……す、すみませんでしたぁ……」

　一通りの想おもいが詰まった言葉を吐き出して、フード少女は電池が切れたらしい。

　酸素を何度も取り込みながら、天に祈るような四よつん這ばいで謝罪を繰り返す。

「何かお探しですか？　お取り寄せやご予約もできますが」

　気を利かせてくれたモフマップの店員が、俺たちに話しかけてくる。

「い、いいい……あ、あああ……っっっ……！」

　文字にならない言葉を呟つぶやいたフード少女は、

「わ、わわ、ワタシは、『痴漢連鎖～地下鉄ＦＩＮＡＬ～』、を買うので、だだ、だ、大丈夫ですからぁ……」

　凄まじいタイトルを口走りながら、美少女ゲームのフロアを後にした。叫んだから店員が来たと思って、恥ずかしかったのだろうか？

　小学生（推定）が、『痴漢連鎖～地下鉄ＦＩＮＡＬ～』を堂々と買いに来た勇気は凄すごいけど。

　さっきまで十八禁コーナーにいた森野が、コソコソと前かがみで俺の元へ。同じ種族だと勘違いされそうなので、ぜひやめてくれ。まず背筋を伸ばすことから始めてほしい。

「ふぅ……あぶないアル」

「ん？　なに？」

「な、なんでもないネ！　あの小さくてチャーミングな雰囲気の娘は知り合いアルか？」

　森野が警戒しながら周囲を見渡している。すでに、女の子の姿はどこにもない。

「顔はよく見えなかったけど、初対面のはず。お前が現実の女を褒めるのは珍しいな」

「あ、あー、あの娘はビッチ！　東雲氏はミルクココアのように甘いネ！　現代の中高生なんてビッチの集まりヨ！　信用できるのは二次元のロリだけネ！」

「恥ずかしいから静かにしろな」

　……今日のコイツは言動が不自然だな。




　それから森野は数軒のアニメショップや中古屋を巡り、それに付き合わされる。

　秋葉原に来た直後はリュック一丁だった森野が、瞬く間にビニール袋や紙袋に装飾されていた。物語の終盤で、装備がカスタムされたロボットのような変貌ぶり。

　紙袋やリュックからはみ出ているポスターの束が、ビームサーベルに見えてくる不思議。

「まだまだ夜は長いコトよ！　もう一軒行くネ！」

　軽快な足取りで進撃する森野だが、いつの間にか秋葉原の中心地からは離れていた。

　賑にぎわいが薄れて、道も細くなっている。結構歩いてしまったらしい。

「飲み会かよ……俺はもう帰るからな」

「う、うぐぅ……ひどいヨぉ……」

　シワだらけの困りフェイスで哀願する森野は、気持ち悪い界の風雲児。

　腹も減ったし、時刻も夜八時を過ぎたところ。逃げるように森野と別れたのはいいが、比較的低いビルやマンションが立ち並ぶ閑静な住宅街まで来てしまった。

　結局──何も買わなかったし、見知らぬフード少女には、美少女ゲームについて演説される始末。とりあえず最寄り駅を探すため、スマホで地図アプリを開いた。




　　　　　　　　※




「でゅふふ、かわいいなぁ」

「写真だけでいいから頼むですぞ」

　家に帰るため最寄り駅を探していたのだが、ふと──くぐもった男の声が聞こえてくる。

　前方の細くて薄暗い裏道の方からだった。

「や、ややや、うううぅ……ひゃ、ひゃあああ……」

　女性のか弱い悲鳴もするし、明らかに犯罪の匂い。

　近くに頼れそうな人もいないので、ここは俺が行くしかないだろう。

「悪用しないから。一流のカメコは極上の素材を撮りたくなるんだ、ぐふふ」

「コミケまで待てないですぞ。一枚だけでも撮らせてほしいですぞ」

「わ……そそそ、そのぉ……にゃ、にゃあああ……」

　現場に駆けつけると、予想通り二人の男が女の子に絡んでいた。というより、写真を撮ろうとしていた。身体からだをよじって嫌がる女の子へ、カメラのレンズを向けている。

　外灯に照らされた男たちの風貌や服装を見るに、どうやらアキバ系の中年男性。

　体格がいいカメラ男が邪魔で、女の子の姿はあまり窺えないが、かなりのパニック状態で怯おびえているような震えた声だった。

「おい、そこの変質者。その子嫌がってんだろ」

　強い口調でそう言うと、カメラ男二人はこちらをギロリと睨にらみ付けてきた。

「なんだ、お前は。別にお前には関係ないですぞ」

「でゅふふ、どこで撮影しようとボクらの勝手だぁ」

　女の子は隙を見て、俺の背後へ隠れるように回り込む。一瞬だけはっきりと姿が照らされたが、パーカーの猫耳フードを深くかぶっていて、顔は窺えなかった。

　身長は小学生並みに小さくて、スカート──って、同じ系統の人物をどこかで？

　しかも、結構新しい記憶。周囲はおぼろげな外灯の明かりが散っているだけなので、見間違いかもしれない。だが、どもり気味の声にも覚えがあるような気がする。

　シャツの裾をギュッと力強く握っているのが、背中越しに感じられた。今はフード少女を無事に家へ帰すことだけを考えよう。

「困っている女の子を見過ごせない性格なんでね」

「我らが『ねこねこ☆しゅべぇげりん氏』に近づくな！　パコり目的のイケメンめぇ」

　意味不明なことを叫んだカメラ男が、小生意気に指をパチンと弾くと、

「ふへへへへ……」

　前後の暗闇から、こいつらと同系統の眼鏡をかけた連中がゾロゾロと出現。仲間を待機させていたらしく、俺とフード少女は完全に袋のねずみである。

「笑わせんな。女の子を襲っていたのはお前らだろうが」

「我々は『ねこねこ☆しゅべぇげりん氏』を守っていただけだ！　可愛すぎて写真を撮りたくなるのは仕方ないですぞぉーーーーーーーーーーーーーーーーー！」

「ストーカーはみんな、そう言うんだよ！」

　争いの火ぶたは切られた。明らかに喧けん嘩かなど未経験なカメラ小僧たちは、運動不足ダイナマイトボディを活いかして、低空タックルやボディプレスを仕掛けてくる。

「くっ！　こいつら、意外に素早い！」

　躱かわすだけで精一杯なので、反撃の糸口がない。統率された俊敏な動きも驚きなのだが、視界が悪い夜間にも拘わらず、俺の死角へ狡こう猾かつに先回りしてくる。

　それもそのはず。連中の眼鏡が黒色の特殊形状レンズに変化していたからだ。

「我々は独身の中年社会人！　特殊な装備を買う金は有り余っているぅ！」

「あの黒い眼鏡……赤外線機能付きか！」

「カメラを武器に戦う守護者には必須アイテムですぞ！」

　フード少女を庇かばいながら、攻撃を回避し続けたものの、すぐに行き止まりへ追い込まれる。背後には高いコンクリート壁、唯一の退路である正面にはカメラ小僧。

「でゅふふ、出会い厨ちゆうは永遠に我らの敵！　我々は三次元を捨てた選ばれし者なり！　リア充どもは三次元から出てくるなぁ！」

「出会い厨とかパコり目的とかリア充とか、さっきから話が嚙かみ合あってないんだよ！」

　せめて、フード少女だけでも逃がすことができれば……！




「私がこの世で大嫌いなのは、東雲甲のような不ふ埒らち者ものと……貴様らのような馬鹿者だ」




　凛り々りしい発声と同時に、肌を切り裂くような風圧。月を背景に跳躍した人影が、剣を振るった瞬間、発生した衝撃波による視認不可な一いつ閃せん。

「うぎゃあああああああああああ！」

　カメラ小僧たちの断末魔が轟とどろき、次々と地面に屈していった。屍しかばね（もちろん生きてるよ）の山頂に君臨していたのは、優美な黒髪を纏まといし和風少女──枚方柚月ゆづき。

　片手に握る木刀は月光を反射して、青白い光沢を放つ。風紀委員として、周囲を巡回していたのだろう。

「ここは私が引き受ける。今のうちに逃げろ」

　彼女は残党の前に勇ましく立ちはだかり、刀身を自らの真横へ掲げた。

「俺が守られるなんて、昔とは逆になっちゃったね」

　枚方さんの肩が一瞬だけ微動したのだが、言葉で返答することはない。

「とにかく、助けてくれてありがとう。ヒラカター……」

「……貴様も始末されたいか？」

「──ひらかたーさん」

　ぶち殺されそうな眼力だったので、呼び方を瞬時に訂正。枚方さんにこの場を預けた。

「逃げるよ！　俺に付いて来て！」

　フード少女へ逃走を促すも、当人は枚方さんの登場でなぜか呆ほうけていたものだから、

「え、ええ、あの……にゃ、にゃあああああああああああああ……ぐへぇ……」

　自分の足が絡まってバランスを崩していた。転倒する前に、俺がフード少女を受け止められはしたが……かなりドンくさそうな足取りだ。

「ごめんね、荒っぽいけど我慢して！」

　フード少女の小枝のような細い手を握り、枚方さんが抉こじ開あけた退路を全力疾走。

　包囲網を突破することに成功する。そのまま道なりに、数十メートル走ったところで背後を確認するが、怪しげな人影が追跡してくることはなかった。

　一ひと先まず安あん堵どの息を吐つきながら、足を止める。

「ここまでくれば、もう大丈夫だと思うよ、って……」

「ぜい……ぜい……は……はいぃぃ……はぁ……はぁ……死ぬ……死にますぅ……」

　フード少女は死にそうだった。すごく死にそうだった。

　前かがみで膝に手をつき、大きな胸が酸素を取り込む度に動く。

　確かに暑いし、俺が強引に手を引いての全力疾走をしたばかりだが、数十メートル走っただけ。もしかして、呼吸器系に病気や障害があるのかもしれない。

「ねぇ！　どうしたの!?　喘ぜん息そく持ちだったとか!?」

「はぁ……くは……いえ……お構いなく……です……ぜい……ぜい……」

「めちゃくちゃ苦しそうだぞ！　救急車とか呼んだほうが！」

　スマホで一一九番をタップしようとするが、フード少女に手で制される。

　必要ないということだろうが、このまま何もしないのは嫌だ。

「何かしてほしいことある!?」

「い、いえ……本当に……はぁ……はぁ……大丈夫ですから……」

「大丈夫じゃないって！　薬か？　ミネラルウォーターか？　すぐに買ってきてやるぞ！」

「……で、では……ちぇ……チュリオを買ってきてもらえると……た、助かります……」

「チュ、チュリオでいいのか？　あの炭酸飲料のチュリオでいいのか？」

　斜め上の要求に、思わず二回聞き返してしまう。俺の知識の中に存在するチュリオという名前は、泡がハジける炭酸飲料しかない。

「は、はい……お、お金は後から……渡しますので……」

「わ、分かった。ちょっと待ってて！　もしさっきのカメラ小僧たちが来たら、大声で助けを呼ぶんだぞ！」

　とにかく汗の量や呼吸の乱れが尋常じゃない。ここは求めていることに応じておくのが妥当な選択肢。

　よーし、お兄ちゃんがチュリオを探しちゃうぞー……と、歩き始めたのはいいものの、近くの自販機にチュリオらしきモノはない。メーカーの本社がある某街のように、街中がチュリオの自販機だらけだったら探すのも楽なのだが、ここは孤独な街と名高い東京。

「あの子は小学生っぽいし、ごく飲みメロンサイダーでもいいかな」

　コンビニを数軒回ったが、チュリオは見つからず、メロンサイダーを数本購入。ビニール袋をぶら下げながら、先ほどの現場へ戻った。道端にある外灯の下で、フード少女は電柱へ寄りかかるように、ちょこんと体育座りをしていた。律儀に膝を両腕で抱えている。

　スカートで体育座りをしているものだから、白くて細い脚のラインが眩まぶしい。

　正面に回り込めば、絶対にパンツが顔を出してしまうだろう。

　顔は窺えないが、小学生と思われる頭身なので、柄は縞しまパンかキャラ物、あるいはオーソドックスな純白リボン付きの上位三着だと予想。競馬だったら絶対に熱い三連単。

「ごめん、なかなか売ってなくてさ。メロンサイダーで妥協できないかな」

「あ、ありが……とうございます……。で、でも……ワタシはチュリオ以外……す、水素水か芳ほう醇じゆんミネラル麦茶しか……の、飲まない系ですので……」

　無駄に意識が高いアスリート気き質しつ。少し変わった子かもしれない。

「それとも、子供には白くまっ子ホワイトソーダのほうがよかったかな？」

「……うぅ～……こ、子供じゃ……ないですぅ……！」

　ぽこん、と腹を猫パンチしてくる。そのどさくさに紛れて、差し出したメロンサイダーを遠慮がちに受け取るフード少女。相当、喉が渇いているみたいだ。

「こ、これ……お金……」

「律儀だね。おごるのに」

　フード少女はスカートのポケットから、百五十円を取り出してこちらに差し出す。

「か、借りパクはエロゲーマーのタブー……です……」

「そうなの？　それじゃあ、お金もらうね」

　プルプルと小刻みに手が震えているが、とりあえず代金を受け取っておいた。

「か、買ってきていただいて本当に、た、助かりました……。危ないところを助けていただいて……あ、ありがとうございました……」

　体育座りのまま、上半身だけ折り曲げてお辞儀をする少女。座って休んだからなのか、呼吸は落ち着いたようだ。喉を気持ちよく鳴らしながら、メロンサイダーを貪むさぼるように飲んでいる。

　勢いがありすぎて、口元から微量の飲料が零こぼれ落おちていた。

「どう？　美味しいでしょ？」

「……わ、悪くはないですが、お、大人には甘すぎますね……。つ、次は……白くまっ子ホワイトソーダとやらを……飲んでみてもいいです……ね……」

「はいはい、気に入ったと。口からサイダー漏れてるよ」

　持っていたハンカチで口元を拭ってあげると、フード少女は「……ん、んんう……」と子供っぽいリアクションで応戦。小さな子供を世話する親の気持ちに共感できそうだ。

　白熱球の外灯にはっきりと晒さらされたフード少女は、やはり記憶に新しいシルエット。

「キミ、今日モフマップにいた子だよね？」

　そう尋ねると、フード少女はペットボトルから口を離して、ペコリと首を縦に振った。

「そ、そうです……。そ、それではあなたは、や、やっぱりあの時の……」

「うん。キミに説教された人」

「はぁはわわわ……す、すみません……。そ、その節は偉そうで無礼な物言いをぉ……」

　フード少女は慌てたように正座。そして、頭を何度も下げた。

　この子は常に畏かしこまっているというか、基本的に遜へりくだっている。控えめな態度でオドオドしているというのが、今日会ったばかりのこの子のイメージ。

「それにしても、さっきはキミが死にそうになって驚いたよ。運動すると起こる発作みたいなものなの？」

　恥ずかしそうに太ももを擦り合わせているフード少女。

「た、単純に運動不足なんです……。わ、ワタシ……じ、自宅警備員ですから……」

「自宅警備員？　ＣＭでよく見かける総合警備会社みたいなもの？」

「い、いえ……そ、そのぉ……」

　女子小学生で美少女ゲーマーな警備員って……珍しいジャンルかもしれない。

　美少女ゲームを好きなことは目を瞑つぶる。しかし、女子小学生が夜の警備業という危険な仕事に就いている件について、保護者に説教したくなる。遺憾の意を表明したい。

「とにかく、キミの親に会わせてくれない？　どんな家庭の事情があるにせよ、そんな危険な仕事はやめさせないと。女子小学生を働かせるなんてまともじゃないよ」

「が、がーん……しょ、小学生って……」

　分かりやすい擬音を口にして、落ち込んだような仕草を見せるフード少女。

「お、親というか……ほ、保護者の兄なら……」

「それじゃあお兄さんでいいや。キミの稼いだお金で遊あそび呆ほうけているようなやつだったら、俺が正義の鉄てつ槌ついを下す。余計なおせっかいかもしれないけど、そんなのは許せない」

　なんだかスイッチが入ってしまった。

「まずはキミを家まで送るよ。さっきのこともあるし、一人で帰らせるわけにはいかない」

「い、今はまだ……無理かも……です……」

「どうして？　もしかして、不良で遊び人の兄（想像）が家にいるとか!?」

　心配した俺を気遣っているのか、フード少女は濡ぬれた犬のような高速首振りで否定する。

「……た、単純に……もう疲れて動けませぇん……」

　ぼーん……頭の中で季節外れな除夜の鐘が鳴った。どもり気味な喋しやべり方かたといい、極端な貧弱さといい……漠然としたデジャブを覚える。

　立ち上がれないほど疲弊していたフード少女を、膝から抱き上げた。

「これなら疲れないでしょ？」

「え、ええ、ふえええぇぇ……これ……お、お姫様抱っこ……です……」

　羞恥の泣き声は感じられたが、特に嫌がられもしない。小柄なフード少女の身体からだは羽毛のように軽やかで、腕に吸い付くほどの潤い。

　子供を誘拐している不審者だと誤解されたくないので、堂々と胸を張って歩き出す。

　作り笑顔と「足は痛くない？」などの理由付けを、ワザとらしく振ふり撒まいておこう。

「兄妹かな？　なんだか微笑ましいね」

「あんなイケメンで優しい兄が欲しいよう……」

　通行人の会話を聞く限り、変な誤解はされてないようだ。

　──フード少女は緊張しているのか、口数が少なくなったので借りてきた猫状態に。

「……あ、あの……とき……も…………」

　ふいに一言だけ、そう聞こえたような気がした。




　　　　　　　　※




「合格アル！　おめでとうネ！」

　妙に癇かんに障さわる声と、パチパチという拍手。フード少女が暮らしているというアパートが目と鼻の先にある曲がり角から、見知った眼鏡男が現れた。

「なんで森野がここにいるんだ？」

「なんで、とは心外ネ。東雲氏をここまで連れまわしたのは誰だったアル？」

　この住宅街付近まで来たのは森野に付き添ったからだ。普段ならこんな場所に用はない。

「ここまで俺を連れてきたのには、別の目的があったってことか？」

「そうアル。妹と会わせたかったネ」

「妹？　新作の抱き枕でも買ったのか？」

「いくら吾わが輩はいでも抱き枕と妹の区別はつくコトヨ！　そこにいるアル。吾輩の可愛い妹が」

　森野の目線は、俺の腕の中でぐだーっと項うな垂だれているフード少女へ。

　まさか……まさか、そんな──

「く、クズお兄ちゃん……」

　フード少女が発した「お兄ちゃん」という単語に、俺は無言で驚きよう愕がくした。

　クズというのは聞かなかったことにするが、まさか森野にこんな愛らしい……いや、まだ素顔を見たわけじゃないので断言できないが、雰囲気や仕草が秀逸な妹がいるなんて。

「クズって……相変わらず容赦ないネ……」

「か、顔も声も……き、気持ち悪い……」

「ふえーーん！　東雲氏ぃ！　妹がイジめてくるアルぅ！」

　気持ち悪い泣きっ面でこっちに寄ってくるクズ。

「うるせークズ」

「ふえーーん！　我が妹ぉ！　東雲氏がイジめてくるアルぅ！」

「く、クズお兄ちゃん……」

「ふえーーん！　助けてくだサイ！　誰か助けてくだ──」

　森野の味方はいなかった。

　泣なき止やんだ森野は得意げな顔をチラつかせて、後方に聳そびえ立たつアパートを指さす。

「こんなところで立ち話も暑いネ。とりあえず妹の部屋へ行くヨ」

「……お兄ちゃんは汚けがれたクズだから……手足の消毒を三回して……毛髪ロールを五回かけて……検便をしてから……毛髪ネットをかぶって……入れ……」

「吾輩だけ大手の食品工場レべルなんですガ……」

　この会話だけで、この兄妹の力関係がなんとなく把握できた。




　　　　　　　　※




　剝むき出だしの階段を上がり、二〇三号室の鍵をフード少女が開錠。

　手て馴なれた順序で電気をつけると、玄関周辺が照らされた。間取りは玄関のすぐ近くに風呂場やキッチン、洗濯機がある一般的な１Ｋタイプ。

　この地域の家賃相場に近いような小こ綺ぎ麗れいさを印象付ける。

「意外と綺麗なところに住んでいるんだな。ここで二人暮らしなのか？」

「いや、まあ、うむむ……遠慮なくあがるヨロシ」

「ちなみに誰だ、お前」

「新人の森野デス。日本語難しいデス。よろしくお願いシマス」

　食品工場の外国人パートさんみたいな恰かつ好こうの眼鏡男は、図ずう々ずうしくも森野と名乗った。

　体毛が床に落ちない特殊作業着と毛髪ネットを着用しないと、部屋へ入れてもらえない可哀かわいそうなクズお兄ちゃん。

　汚物扱いの森野はともかく、フード少女はなぜ室内でもフードを取らないのだろう？

　そんな疑問を感じつつも、案内されるがままに廊下の突き当たりにあるドアへ。

　ここを開ければ部屋があるはずなのだが、森野は取っ手に手をかけながら立たち竦すくんでいた。この先には凶悪なモンスターでも潜んでいて、恐れているかのようだ。

「あ、開けるアル」

　森野が引き戸を開けると──なにやら黒い壁が不安定に揺れる。

　森野は軽やかなムーンウォークで後方に退避。キングオブポップとして名高いシンガーと見間違えるハイクオリティで、俺の背後まで素早く後退しやがった。

　部屋が暗くて目視しづらいが、壁というよりは長方形の物体が積み重なっている塔。

　俺の身長より遥はるかに高い謎の塔は、ドアを開けた振動でこちらへ襲い掛かってくる。

「だ、ダメです……！　い、いきなり開けたらぁ……！」

　フード少女からの警告が聞こえた時には、すでに遅し。重力に引かれて発生する雪崩。

「うわぁああああああああああああ！」

　俺は絶叫しながら見事に尻餅をつき、雪崩の下敷きになってしまった。

「いったいなんだって……ん？」

　崩れ落ちた塔の一つを手に取ってみると、長方形の箱だった。

　週刊少年誌くらいの大きさだが、重くはないので下敷きでも生き残れたというわけだ。

「予想を超えていたネ。しばらく見ない間に進化しているアル」

　森野が半ば呆あきれながら部屋の電気をつけると、崩れた塔の全貌が露あらわになる。カラフルな美少女イラストが満載……エッチなサンプルＣＧの箱に俺は押し潰されていた。

　うん、これは間違いない。これは美少女ゲーム。俺は美少女ゲームに襲われたのだ。

　美少女ゲーム様……俺を殺さないでおくれ。

「す、すみません……す、すみませぇん……」

　床に散らばった美少女ゲームを慌てて拾うフード少女。

　冷静になって部屋を見渡してみると、壁一面に据え付けられた本棚には、美少女ゲームやアニメのブルーレイボックス、漫画本などが雑に陳列されていた。

　入りきらないものは、天井近くまで積み重なっている。それが崩れてきたというわけだ。

「東雲氏に崩れてきたのはエロゲタワーネ。エロゲーは中身が軽いから、押し潰されても大事には至らないアル」

「そういう問題か……？　すごい部屋だな……」

　呆あつ気けに取られた。人生初の開いた口が塞がらない状態と断言できる。

　床にも美少女ゲームやらゲーム機、空ペットボトル、食べかけのお菓子の袋、コスプレ衣装が散乱。液晶テレビやパソコンは無造作に放置されていた。

　その惨状に唯一秩序をもって存在するピンクのクッション。ぶっちゃけ、そこぐらいしか生活するスペースがない。悪く言えば、ゴミ屋敷の一歩手前という欲望の城。

「まーたペットボトルに用を足しているアルかぁ？　駄目ネ～、トイレにはちゃんと、ドアぁァアアアアアアぁアアアアアア!?」

「……うそばかり言うな……！　し、東雲さんに誤解されちゃう……！　クズ死ねっ……」

　冗談を口走った食品製造業男に、ライトセーバーで襲い掛かるフード少女。

「ここで共同生活しているのか？　絶対に無理だろ……」

「吾輩は生活してないネ。今、ここに住んでいるのは妹のレナトだけヨ」

　フード少女は、遠慮がちに頷いていた。両手をモジモジと股間の前で捏こねている。

　部外者に部屋の惨状を知られて、恥ずかしさで悶もん絶ぜつというところか。

「キミ、レナトっていうんだ。珍しい名前だね」

「は、はい……。しょ、小学校では……よく珍しいと言われて……いました……」

　小学生の割に胸の発育は立派だ。森野が頻繁に語るロリ巨乳とやらの属性かもしれない。

　スレンダーな枚方さん（推定ながらＡカップ）よりは間違いなく育っているし、Ｅカップの触り心地だったエンジェルバスト七海さんに迫る伸びしろを秘めている。

「森野が連呼しているから覚えたと思うけど、俺は東雲甲。コウでいいよ」

「こ、コウさん……これは運命の出会いです……。また、あなたに会えるなんて……」

　胸に手を当てて、想いにふけるフード少女。また会った、とは……モフマップで『痴漢連鎖』を買ったときと、絡まれていた路上で会ったときを別にしているから？

　運命と断定するには、いささか早すぎる。この子と出会う過程において森野が関わっていたからだ。俺をモフマップに連れてきたのも、レナトが絡まれていた現場の近くまで俺を引っ張りまわしたのも、元を辿たどれば全て森野。

「もしかして、あの連中はお前の知り合いか」

　レナトに聞こえないよう、森野の耳元で呟つぶやく。

「さぁ？　そんなカメラ好きの知り合いはいないアル」

　肩を竦すくめながら、とぼける森野。カメラ小僧の姿を目撃していない人間が『カメラ好きの知り合い』なんて推測できるのはおかしいし、間違いなくコイツの差し金だろう。

　最初から俺にレナトを助けさせる目的だったとすれば、連中が不自然に絡んできたことの合点がいく。レナトは首を傾かしげながら、ポカーンと突っ立っていた。

　この子はおそらく、森野の企たくらみを知らない。

「レナトのおすすめアニメを紹介してほしいな。俺はまだ初心者で、よく知らないんだ」

「……お、お安い御用です……！　ちょ、ちょっと待ってください……」

　嬉うれしそうに両手をパタパタと振ったレナトは、積み重なっている段ボールからＤＶＤやブルーレイの類たぐいを漁あさり始めた。レナトを遠ざけたことで、森野も話しやすくなるはず。

「そろそろ教えろ。お前は俺にどうしてほしいんだ？」

「簡単アル。妹と一緒にここで生活してほしいネ」

「は？」

　話が突然、あさっての方向へ。俺が「は？」という間抜けな声を出すのも仕方ない。

「だから、ここで妹と生活してほしいネ。というか、妹の社会復帰を援護してほしいアル」

「社会復帰？　俺はレナトに自宅警備員なんて過酷な労働をさせている件で、文句を言いにだな……」

「ぷ……ふひひひひ！　東雲氏は本当に天然ユニーク賞アル」

　森野のゲス顔に腹が立ったので、チョークスリーパーで締め上げる。

「ぎゃぁああああ……分かったアル！　素直に言うから勘弁してほしいコトヨ……」

「さっさと洗いざらい吐け」

「男に対しては、サディストというよりヤンキーだネ……」

　一ひと先まず解放。次にふざけたら今度は締め落とす。

「東雲氏は自宅警備員の意味を知らないようでアルな。ずっと部屋に留とどまるという行為を職業に置き換えて、ネタにした名称ネ」

「ずっと部屋に留まり続ける行為ってもしかして……アレか」

「そうネ、妹は引きこもりネ。極度の人見知りアル」

　我ながら鈍感だった。自宅を警備しているのではなく、常に自分の空間に閉とじ籠こもっているというのが自宅警備員なのだ。

　通称、引きこもり。欲望が詰め込まれたゴミ屋敷を、二十四時間体制で警備しているのがレナト。フードをずっとかぶって表情を隠していることや、妙にどもり気味の喋しやべり方かたは、今まで他人とあまり接してこなかった故の代償なのかもしれない。

「吾わが輩はいが住む予定だったのに、すぐ妹に追い出されたネ……。今はオタ友の家に居候ヨ」

　森野が今にも泣き出しそうな気持ち悪い顔をしていた。

　引きこもりの妹に追い出されるなんて惨めすぎる。

「詳細は妹に聞くがヨロシ。なんたって東雲氏は、これから妹とここで同居するアル」

「そこが一番分からないから。なんで俺なんだ？」

「普通なら、人見知りな引きこもりへの援助なんて厄介事は敬遠するネ。でも、イケメン紳士として有名な東雲氏なら、引き受けてくれると思ったアルヨ」

「重度の人見知りにしては、俺と話せているような気がするんだが。結構ぎこちないし、どもり気味だけど」

　最低限中の最低限だが、意思疎通のコミュニケーションはとれている……気はする。

「東雲氏に対する妹の警戒心を解くために、イベントを作る小細工させてもらったネ。東雲氏にカッコよく助けてもらったことで、心の距離が近くなったんだと思うヨ」

「イベントを作るって……今日はそれが狙いだったのか」

　首を縦に振って肯定する森野だが、

「社会復帰の他に、理由はもう一つあるアル」

　得意げに人差し指を立てた。

「最近、レナトの周囲に怪しい人影が付つき纏まとっているアル。東雲氏がいることで男避よけになるかもしれないネ」

「いや、さっきのお前らだろ。自作自演はやめろ。枚方さんに殺されろ」

「心外アル！　カメコにもいくつかの派閥があるネ。吾輩たちのような見守る系の穏健派と、パコり目的出会い厨やローアングラーという過激派が！」

　必死な形相でそう訴えかけてくる森野。思い返してみると、あのカメラ小僧たちは俺のことを出会い厨だの、パコり目的呼ばわりしていたっけか。

「あのカメラ小僧たちがレナトを守っていたのは本当で、俺をストーカーかなんかと誤解して攻撃をしてきたのか」

「そうアル。まあ……吾輩たちのようなオタ容姿だと、逆に変質者と間違えられるのが悲しいヨ……。東雲氏や枚方氏が勘違いするのも無理ないアルが、今日はそれをレナト救出イベントに利用させてもらったネ」

　こいつらには可哀そうだが、一理ある。正直……森野や仲間たちがレナトの側そばにいると、女子小学生に付き纏うロリコンにしか思えない。

　枚方さんは生真面目なので、なおさら警戒したことだろう。

「俺にレナトの保護者代わりをしてほしいってことだな。過激派が手を出せないように」

　森野が「その通りネー」と親指を立てる。

「そもそも、なんで引きこもりのレナトに過激派が目を付けるんだ？　妹的な愛らしさはあるにしても、外の世界との交流は皆無なんだろ？」

「ちっちっち、情報化社会を舐なめてるネー。これだから、女とだけ戯れて生きてきたアナログ人間は困るアル。レナトの真骨頂を見てみるヨロシ」

　森野が意味深なことを言い、視線をレナトのほうへ。

　俺もそれにつられて、視線を移すと──

「……お、おすすめのアニメ、さ、ささ、探して……きました……」

「ありがと…………………………んん!?」

　違和感に気付くまで五秒ほどかかってしまった。レナトだと認識していた少女が、黒い猫に変化していたので腰が抜けそうになる。冷静に観察すると正体が明らかに。

　レナトの服装が、猫の着ぐるみパジャマにチェンジしているじゃないか。

　もちろん猫フードをすっぽりかぶっているので、顔半分はほとんど窺うかがえないが……。

「なに、その恰かつ好こう……？」

「……へ、部屋でまったりするときは、いつもこの服ですが……へ、変でしょうか……？　この衣装……可愛いと思うんですけど……ふへへ……」

　ふへへ、と笑いながら口角を上げるレナト。

「これは大人気の深夜アニメ、『魔法猫ろこもこ☆ホロロ～首都炎上編～』に登場する魔法黒猫マトリちゃんコスプレだヨ」

「いや、知らないけどさ。なぜ当然のようにコスプレを──」

　……と言いかけて、ようやく察する。

　森野たちはカメコ、つまりカメラ小僧。主にコスプレ撮影を生業なりわいにしてきた。授業中に画像を編集しているし、本人も公言している。

　オタク系のカメコが撮りたいのは、クオリティが高いコスプレイヤーの美少女で──

　森野は「これを見るヨロシ」と、タブレットを差し出してくる。画面に映っていたのは、童顔だが目鼻立ちがくっきり際立つ可愛らしいコスプレイヤー。

　タブレットを指でスワイプしていくと、様々な衣装を身に纏った写真が表示される。胸はそれなりの存在感を放っているため、小柄なロリ系統なのに漂う健全な色気。

　キャラに寄せたカラフルなウィッグやカラコン、アクセサリー、メイクなどで装飾されたレイヤーは、おそらく本来の素顔とは大幅に異なっているだろうけど。

　顔立ちが日本人っぽくない気もするが、カラコンやメイクでそう見えるだけか。

「もしかして……これ全部レナトなのか？」

「もしかしなくてもレナトだヨ」

　画像をアップしているのは多目的交流ツール──つまりＳＮＳで『ねこねこ☆しゅべぇげりん』というアカウントのフォロワー数は二十万弱。

　ほとんどフォローをしていない状態で、これは著名人クラスの人気だ。

「そういえば、あのカメラ小僧も『ねこねこ☆しゅべぇげりん氏』とか言っていたような」

「今年の春からネット活動を始めて、この人気急上昇ぶりは凄いアル。大手サークルから夏コミでの売り子勧誘が殺到中ネ」

　夏コミ……夏に開催される日本最大の同人誌即売会ということは、森野経由で知っている。コスプレをしたレナトは、オタク界のビッグイベントでも引く手数多あまたなのか。

「一番人気がある女性レイヤーはどんな人なんだ？」

「きらきら†ミツバチおーがすと氏だと思うヨ。吾輩も何枚か撮らせてもらったアル」

　タブレットで検索すると、きらきら†ミツバチおーがすとが主役のコスプレ画像まとめサイトや、公式のプロフィール画面が出てくる。

　芸能事務所にも所属している現役女子大生モデルらしい。背が高くて足も長いのに加えて、エロそうな胸は推定Ｃ以上。男の性欲を執しつ拗ように刺激する理想的なモデル体型だった。

「うーん、事務所に所属しているだけあって美人なんだけど、派手な目立ちたがり屋って印象。ブランド品で着飾っているし、オタクが最も近づきにくいタイプだろうな」

「さすがは女性を手て籠ごめにしてきた東雲氏アル。きらきら氏には信者も多いアルが、アンチ化したのも多いネ。レナトみたいな激レア天然国産物に顧客が流れる傾向ヨ」

「うなぎみたいに例えるんじゃねーよ。つまり、きらきらさんの元ファンが、颯さつ爽そうと現れた新星のレナトに浮気しているってことか」

　それを聞いたレナトは、首を左右に素早く振った。

「……わ、ワタシなんて雑魚です……雑種猫です……。は、ハンドルネームも……きらきら氏をリスペクトしたものですし……む、向こうは友人も多いと思います……。ぼ、ぼっちエリートのワタシと比較すること自体が……し、失礼になってしまいます……」

「〝女王蜂〟の異名を持つきらきら氏は、カリスマ性とリア充オーラ凄いからネ。アップされている画像を見れば、嫌でも伝わってくるアル」

　森野が撮影した写真には、女王蜂が他の美人レイヤーとポーズを決めたり、大勢のファンに囲まれている姿が写し出されていた。熱狂的な人気ぶりが見て取れる。

「今でも熱狂的な狂信者が多いアルが、デビューした初期の頃はもっと素朴で親しみやすかったネ。現在は会費を月二万円払わないと、撮影すらさせてもらえないコトヨ」

　会費たかっ！　過度な金かね儲もうけに走れば、初期のファンがアンチ化するのは当然か。

「しかーし、レナトの戦闘力も負けてないヨ。エロさの殴り合いならばっちこいネ！」

　続けざまに森野が表示させたレナトの写真には、肌色成分が多いエロ衣装が多数。

　小柄な割にボリューミーな胸の谷間や白すぎる太ももが、男子の理性を翻弄した。

「……こ、このクズ……。あまりキワどいのは……コウさんに見せないでよぉ……！」

「ぎゃーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ!?　ありがとうございマス！」

　露出過多のコスプレ姿を見られるのが照れ臭いのか、妹にライトセーバーで斬殺される森野。あとは任せたアル……と遺言を言い残し、俺にタブレットを託す。

「こ、コウさん……こ、ここ、これは違うんです……！　た、高い衣装を買ってくれる代わりに、お兄ちゃんが撮影を……じゃ、ジャパニーズ土下座で頼んできてぇ……」

「うん、レナトと森野の力関係がよく分かったよ。クズお兄ちゃんだから仕方ないね」

　引きこもりは身内相手だと強気になるらしいが、どうやら真実だったようだ。

　気を取り直して画面に触れると、今度はレナトのコスプレ画像に寄せられたコメントやメッセージが表示された。フォロワー数が膨大なこともあってか、かなりの反応である。

「応援しています」や「カワイイ」というコメントが大半を占めているが、世の中にはいろいろな人間がいるわけで。

「今度、オフ会しませんか？」や「顔を見に行くから待っててね」という、出会い目的と思わしき輩やからまで見受けられる。裸や陰部の画像を求める気色悪いコメントも。

　何回も同じ文章を残したりしていて、部外者の俺ですら身震いを起こした。

「……さ、最近、怖いんです……。そ、外を歩くと……変な視線を感じたり……背後に誰かの気配を感じたり……。ひ、人見知りでオドオドしてて貧弱なワタシなんかに……ね、粘着する変わり者は……い、いないと思うんですけど……」

「いや、ネットでこれだけの人気があれば、ストーカーや変質者がいても不思議じゃないよ。森野だって過激派がいると確信していたから、穏健派を護衛につけたわけだし」

　その穏健派とやらが、欲望に負けて写真を撮り始めていたのは救えないけど。

「人気レイヤーが引退する事態が偶然重なったカラ、カメコも推しレイヤーが少ない現状ヨ。だから、レナトだけは守ろうと張り切るファンも多いネ」

「偶然……なのか？　ストーカーやアンチの気配に恐怖した可能性もあると思うが」

「レナトへの行為を考えれば、その可能性も充分にあるヨ。でも……吾輩はレナトに引退はしてほしくないのが本音アル」

　森野はそう言いながら、俺が持っていたタブレットを横から操作。ＳＮＳ上で女王蜂のアカウントとやり取りした文面が表示された。最近のやり取りと思われる文面には、コスプレやアニメの話題で盛り上がる二人のコメント記録が、はっきりと残されている。

【ねこねこちゃんと実際に会って話してみたいなあ】

【い、いえいえ……ワタシなんて雑魚ですのにゃ。雑種猫ですのにゃ……。きらきら氏に会うなんて身の程知らずなのですにゃ】

　ツッコまない。ネット上ではレナトの口調が猫語なことに。

【いつか、ねこねこちゃんとコミケに参加できたらめっちゃ嬉うれしいわ。待ってるで！】

　女王蜂とのやり取りは、そんな言葉で締しめ括くくられていた。ネット上でしか付き合いのない二人だが、もしレナトが引きこもりから脱することができたら──

「コスプレはレナトが唯一、外の世界と繫がれる希望アル。顔を堂々と晒さらせる場所アル。東雲氏なりの方法で構わないから、どうにか状況を好転させてほしいコトヨ」

　真面目な声色で懇願しながら、頭を下げた森野。コイツと友達になって数ヵ月程度だが、人前で頭を下げた姿を見るのは初めてだった。しかも、俺が元彼女にしてきた数々の愚行を知ったうえで、大事な妹の将来を託すという意思を示している。

「……ぼっちはもう嫌なんです……。また友達が……ほしいんです……うえぇえ……」

　脆ぜい弱じやくな声で涙を溢こぼすレナト。また、ということは友達と呼べる人がいたということ。

　縋すがっていた柱を失った虚無感を、一時的にでも解消していたのは、コスプレというツール。ネット上とはいえ、大勢の人と繫がり、交流を持っていた。

　だが、皮肉にも人気に火が付いたことで、自分を邪よこしまな感情で舐ねぶる人間の欲望を垣間見てしまった。中途半端に繫がってしまったことで、レナトの臆病さが悪化してしまったのだ。

　弱虫で貧弱で精神的に脆もろい女の子。俺はそんなレナトを守ってやりたいと、心から思ったんだ。レナトの頭へ優しく手を添えていたのが、その証拠。

　女の子を責めたい衝動には何度も駆られているが、守りたいという衝動は……初めて。

「大丈夫。レナトはきっと強くなれる。だから、一緒に頑張っていこう」

「……コウさん……」

　多少だが、心身の強こわ張ばりが軽減されたらしい。声の震えが収まっている。

「学校にも行きたいです……。友達もほしいです……。か、過激派は怖いですけど……いつか……きらきら氏に会って……ぼっちを卒業したいです……」

「ああ、俺が叶かなえてあげる。友達を作って、学校へ行けるようにしてあげるから」

　そう宣言する。オタクグッズや美少女ゲームが散乱している欲望塗まみれな部屋の中心で。

「で、でも……！　こ、コウさんの申し出は……すごくありがたいのですが……」

　俺からの申し出を、レナトは遠慮がちな言葉で渋った。

「わ、ワタシと関わったら……こ、コウさんにも迷惑を……」

　煮え切らない様子を見せるレナトだが、こちらが引き下がったら現状を改善できないのは予想できる。俺がリードしてあげないと、という気持ちが強い。

「夏休みの間、俺はレナトと同どう棲せいする。東雲甲流の指導で社会復帰への特訓をするから」

「ど、同棲ですか、コウさんと……それなら……え……？　ふぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ……!?」

　驚いた猫も真っ青な飛び上がりを披露した瞬間、傍そばにあったエロゲタワーが崩壊して、

「に、にゃあああああああああああ……!?　む、無念なりぃいいいいいいいいいいい……」

　レナトに隕いん石せきの如く降り注いだ。

　投入されたのは同棲という名の劇薬。レナトは東雲甲流を理解していないようだが『社会復帰への協力』という件は、無事に承諾していただけたらしい。

　こうして、俺とレナトの真夏のように暑く……なるかもしれない同棲生活が、一週間後の夏休み突入と同時に幕を開けることが決まった。

　同居じゃなくて同棲と言わせてほしい。理由はなんとなくエロいから。




　同棲が決まった日の深夜。俺と森野はアパートを後にして、薄暗い帰路に就く。

「東雲氏はレナトの兄、という設定でお願いネ。彼氏というウワサが広まると、炎上して穏健派まで過激派やアンチになりかねないアル」

「はいはい……。オタクってメチャクチャ面倒くさい奴が多いのな」

「はっはっはーっ！　恋には情熱的でピュアなんだと思うアル」

　褒めてないのに誇らしげな森野。

「今日も穏健派が到着する前に、レナトの周辺で不審な影を目撃したとの報告があったアル。注意するヨロシ」

「考えたんだが、レナトがコスプレをやめてネットを絶てば、ストーカー問題は時間と共に解決するんじゃないのか？」

　おそらく、俺以外でもこの提案をするだろう。

　森野は納得したような表情を浮かべながらも、夜空を見上げる。

「レナトは臆病な性格だから……今まで学校に馴な染じめてなかったアル。楽しそうな顔や嬉しそうな顔なんて見たことなかったネ」

　スマホを操作し、画像を見せてくる森野。

　そこに映っていたのは、デジカメで撮影された集合写真……右上には、長すぎる前髪で瞳がすっぽりと隠れた女の子の顔写真が合成されていた。

「吾わが輩はいたちが転校してきた頃の写真ネ。学校も休みがちで部屋に引きこもって、家族ともほとんど会話してなかったアル」

　例外なく幼い顔立ちなので、レナトが通う小学校の集合写真なのだろう。

　そこにレナトの姿はなかった。欠席者の宿命である合成写真のレナト……以外は。

「でも……吾輩がコスプレ文化を教えてから、レナトは笑うようになったアル。今年は少しだけ学校にも行っていたヨ」

「そっか。最近はレナトなりに頑張ってはいたんだな」

「吾輩はウザがられているけど、それだけでも嬉しかった。本当に嬉しかった……」

　声を滲にじませ、陳腐な語尾を忘れている森野のことを、今だけは良い兄貴だと思った。

　普段はふざけているくせに、レナトのことを心配しているのが伝わってきたから。

「コスプレを奪ってしまったら、レナトは今以上の孤独に戻ってしまうヨ。レナトを……頼むアル。こんなこと、親友の東雲氏にしか頼めないネ」

　そして、森野は深々と頭を下げた。歩道のど真ん中で、人目を憚はばからず。

「俺は自分の意思で、レナトを応援すると決めたんだ。お前に頼まれる筋合いはないね」

「東雲氏……大好きアルーーーーーーーーーー!!」

　抱き着いてきた森野をひょいっと華麗に躱かわし、刻一刻と迫る終電に乗り遅れないよう、俺は都会の夜道を疾走した。




　　　　　　　　※




　日付が変わって翌日。

　来週から夏休みという邪念で浮つき始めた校内で、俺は枚方さんのクラスを訪れた。

　女性陣からの黄色い歓声に愛想笑いしながら、枚方さんが座る窓際の席へ。右隣には机があるものの、教科書の類は何一つ入っていなかった。

　そういえば、森野が言っていた〝隣のクラス〟はここか……。

「何用だ？　私は貴様と対話することなど未み来らい永えい劫ごうないが」

　すぐ前に立つ俺と目も合わせようとせず、鉛筆をカッターナイフで淡々と削っている枚方さん。リズミカルな削り音が、気まずい空間を絶妙に誤魔化す。

「昨日、助けてくれたお礼を言いにきたんだ。ありがとう」

「ふん、礼には及ばん。偶然にも通り掛かっただけのこと。用が済んだのなら、速やかに自分の教室へ帰れ」

　枚方さんは仏教面でそう吐き捨てて、削った鉛筆を筆箱へ戻そうとする。枚方さんに似合わないキャラものファンシー筆箱は、記憶の奥深くから想おもい出でを掘り起こす。

「あ、それは俺が買ってあげた──」

「……………………っっっ！　場を変えるぞっ！」

　椅子を引く甲高い音を響かせながら、血相変えた枚方さんが起立。俺のネクタイを引いて、大注目が注がれていた教室から連れ出す。




　閑散とした空き教室へ連行された俺は、枚方さんに壁際へ追い込まれた。右手を壁に押し当てながら、俺へプレッシャーを与える有あり難がた味みのない壁ドン状態となる。

「き～さ～ま～、過去に関する発言は禁句だと、幾度も警告しているはずだがァ」

「枚方さん……顔が恐いんですが」

　名刀にも劣らない切れ味の眼光は、人を睨にらみ殺ころせるレベル。俺が小動物なら圧死確実だ。

「嬉しかったんだ。まだ枚方さんが、筆箱を大切に使ってくれていたから」

「物を粗雑に使い捨てず、末永く愛用する性分なのだ。深い意味など断じてない」

　重い溜ため息いきを吐ついた枚方さんは、踵きびすを返して自分の教室へ戻ろうとするも──

「たとえ善意であったとしても、複雑な事柄に首を突っ込むのはやめておけ。昨夜は偶然にも助太刀することができたが、今度は守りきれる保証はないぞ」

　決して振り返らず、強者の覇気が宿っている背中で語る。

「でも、心配してくれるんだ。枚方さんはやっぱり優しいね」

　東雲甲が誇る三種の妙技の一つ『爽やかな冬朝──笑デイ顔・ス日マイ和リング』。精神を極限まで集中し、爽やかすぎるスマイルを披露することで、女子は怒りを鎮めてくれるのだ。

「馬鹿者っ……！　もう知らん……！」

　表情をこちらに見せることなく、枚方さんは足早に空き教室から出て行ってしまった。

　東雲甲を嫌悪していそうな枚方さんに、効力があるとは思っていなかったけど……。

「コウくん、ここにいたんだ。もう授業始まっちゃうよ」

　入口からひょっこりと顔を出す七海さん。

「枚方さんと喧けん嘩かでもしたのぉ？　顔を真っ赤にして立ち去っていったよ」

「え、なんで？　純粋に感謝しただけなんだけど」

「いや、わたしに質問されても困るよ」

　うーん、さらに怒らせちゃったのかな。そんなつもりじゃなかったんだけど。

「……で、七海さんは俺たちの様子をこっそり覗のぞいていたのかな？　普通はこんなところに来ないよね」

「え、えぇー？　そ、そんなことないよぉ？」

　目が泳ぎまくっている素直な七海さんを堪能させてもらった。

「……わたしの家で起きた出来事だけど、まったく気にしてないよ。むしろ恋人だったコウくんのこと、なにも知らなかったんだなぁって反省したんだぁ」

「いや、俺が全面的に悪かったのは明らかだから。本当にごめん」

「ううん。わたしが舞い上がって、自分の幸せしか見えていなかったから……」

　謝罪の弁を言い合い、反省会のような流れから──お互いに微笑む。別れて以来、互いに多少の気まずさを抱えていたが、徐々に友人と呼べる間柄へ回帰してきた気がした。

「わたしだって被害者の会なんだから、遠慮なく相談してねぇ。コウくんが頑張れるように、わたしが頑張るって決めたの」

　予想はしていたが、七海さんも被害者の会に名を刻んでしまったらしい……。

「あれ？　被害者の会って、俺を恨んでいるんじゃないの？」

「あ、あーっ！　恨んでる、恨んでるよぉ！　コウくんに活を注入するのだぁ！」

　分かりやすく焦る七海さんだが、照れを含んだ屈託のない笑顔を返してくれた。
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　担任の先生が「過度な染髪をしたり、事故に遭わないようにね～」と締めて、教室が歓喜の渦に包まれた。ついに来ました、夏休み。

　さっそく友人同士で予定を打ち合わせしたり、一ヵ月会えなくなるね感を利用して意中の異性と通話アプリのＩＤを交換したりと、健全な高校生らしいノリに染まる。

　昨年までなら「東雲しののめくーん、海でも行こうよ～☆」とのお誘いが数件相次いでいたが、

「東雲！　ナンパ合宿の講師をお願いするぜ！」

　高校最初の夏休みは、冴さえない男子からの暑苦しい問い合わせしかなかった。

　それもそのはず。

　ギラッ……………………!!

　教室の見回りに来た枚ひら方かたさんが、暗殺者アサシンの眼光を掃射したことで、女子は完全に萎縮していたからだ。エロい話をしていた輩は例外なく、生徒指導室へ連行されていった。

　俺は速攻で帰宅し、着替えや日用品をボストンバッグへ詰め込んで準備は完了。親には帰宅部の強化合宿という見え透いた噓うそをついたが、半笑いで承諾された。

　母親に至っては「どうせ女の子の家でしょ？　遊びでいちゃいちゃするのはいいけど、柚月ゆづきちゃんにバレないようにしなさい。相手の姉妹とか母親まで寝取っちゃダメよ」などと、軽い口調で手を振られる。あなたの息子はそんな鬼畜人間ではありません。




　蒸し暑さが滞る夕暮れの時刻、レナト家の玄関ドアを開けると──

「……ふ、ふつつかな猫ですが……よ、よろしく……お願いします……」

　大きい猫が身体を折り曲げながら、丁寧に三つ指をついていた。

　インパクトが強い光景が、唐突に視界へ飛び込んできたものだから、

「すみません。間違えました」

　と、ドアを閉める。少し経たつと、ドアの向こうから「ふぇええええ……」という困り声。

　なんだ、やっぱりここはレナトの部屋じゃないか。

　再びドアを開けると、廊下に項うな垂だれる猫……じゃなくて、着ぐるみコスをしたレナトを発見。どうやら、俺が帰ってしまったと悲観して落ち込んでいたようだ。

「……こ、コウさんは……イジワルです……」

「あはは、ごめんごめん」

　ぷくーっと頰ほおを膨らませて怒るレナトを宥なだめながら、室内へお邪魔することに。

　通販の空き段ボールを次々と畳み、紐ひもで十字に縛って一時的に玄関の外へ立て掛けておく。あとは馴染みの古紙回収業者が、勝手に持っていくらしい。

　床の散乱物を避よけて、なんとか半径一メートル程度の生活スペースを確保した。

「寒くない？　いつもこんなにクーラー強くしているの？」

　クーラーが過剰に効いているため、刺すような寒さすら覚える。

「ぴ、ＰＣとかゲーム機……わ、ワタシも含めて、あ、暑いのが苦手なんです……」

　俺たちは向かい合って座りながら、湯飲みに注そそいだチュリオを飲んでいた。

「もう、ご飯食べた？」

「は、はい……。れ、レタス太郎とチュリオを……飲み食いしたです……」

　──ご飯の話を振っても、ご飯のイメージなんてまるで湧かない。

　レナトの声も裏返っているし、お互いにガチガチで緊張しまくっている。

　新婚初夜ならぬ同どう棲せい初夜。一週間ほど前に出会った者同士が、同じ空間の空気を吸うというレアなシチュエーションなので無理もない。

「お、お風呂どうですか……？」

　レナトが俯うつむきながら提案した。

「俺はレナトの後でいいよ。先に入って」

「で、ではお先に……失礼しますね……」

　レナトは無造作に置かれていたバスタオルと着替えを拾い、小走りで風呂場へ。

「こ、このドア……あ、開けないでくださいね……？　ひ、ヒマならゲームをやっていても……いいですから……」

　レナトは遠慮がちに、廊下へと繫つながるドアを閉めた。二～三秒後には、しゅるしゅるという服が擦れるような音。脱衣所では、レナトが生まれたままの姿へと進化している。

　分厚い猫耳パーカーも脱いでいるわけで、レナトの素顔が露わになっているはず。

「うーむ、見たい」

　まずは初めの一歩から。フードを取って、俺に素顔を見せてほしい。

　ほどなくして奏でられたのはシャワーの水音。レナトが素顔で、全裸で、温かい水をいろんな箇所に押し当てているに違いない。

　特に腋わきや股間、ここは特に夏場は要チェキだ。蒸れやすくて敏感という女性のデリケートゾーン。たぶん小学生なので性欲の対象外だが、十年後くらいのレナトだったら……俺は彼氏面で突撃するね。

　ボディソープをたっぷりと垂らしたスポンジを、背中から敏感なところへ這はうように滑らせながら、入念に手入れをしていく。背後から抱え込むように。

　するとどうでしょう……我慢していたはずの淫いん靡びな声が、レナトの小さいお口から漏れ始める。こんなのいけないと思いながらも、止まらない疼き。勝手に熱くなる身体の底。

　脇から手を伸ばし、二つのお胸を下から持ち上げてみる。タプタプと揺らして、羞恥心を煽あおることも忘れない。焦じらすのは基本。

　お胸の山頂にある、花の蕾つぼみを思わせる自己主張。

　未成熟にも拘かかわらず、綺き麗れいな桃色で甘そうな果実。泡のヴェールを纏わせながら、形をなぞっていって、指の腹でかすらせるように──




　ぶううううううううううううううん！




「おあ!?」

　俺を妄想から現実に戻す小刻みな振動。ポケットに入れていたスマホが震えたのだ。

　新着メッセージが一件。差出人は森もり野のとかいうクズお兄ちゃん。

【いろんな種類のエロゲーをやってみると、今後の参考になるかもアル】

　意味不明──美少女ゲームを攻略しても、レナトの人見知りが治るわけがない。

「あれ？　あのソフトは……」

　通販の段ボールに入っていた〝とある美少女ゲーム〟に目を奪われる。

　制服姿の女性が、背後から男に身体を触られているパッケージイラスト。

『痴漢連鎖～地下鉄ＦＩＮＡＬ～』。

　モフマップでは年齢制限で買えず、通販で購入したってところか。過去の経験上、女の子の入浴と買い物はエンドレスなので、男は時間を持て余すんだよな。

　ゲームをしていてもいい、とレナトは言っていたし、試しにプレイしてみよう。

　通販でお馴染みのロゴが書かれた段ボールの上に、ぽつんと置かれたノートパソコン。

　デスクトップ画面には『痴漢連鎖』のショートカットが作成されていた。

「もうインストールしてある。手間が省けるな」

　初対面から一週間ほど経つわけだし、プレイ済みでも不思議じゃない。さっそくクリックして、ゲームを起動させてみることに。

　メーカーロゴからタイトルが……ばーん！

　そして、ムービーと共にボーカル曲が流れ始める。痴漢されるヒロインのキャラ紹介や、痴漢されている場面のイラストが次々と映し出された。

「痴漢ゲーなのに、無駄にかっこいい曲だな！」

　思わず口に出してしまう。シリアス風な速い曲調と、快楽に堕ちていく心境を代弁した歌詞で、痴漢にも深いドラマがあるような錯覚を与えてくる……。

　すごいよー。痴漢ゲーすごすぎるよー。

『痴漢は生きるか死ぬかの駆け引きだ。半端な覚悟の奴は磨すり潰つぶされる』

　この主人公、冒頭から名言っぽいことを言い出す。あと、無駄にイケメンだ。

　ふむふむ、要するに……無数の駅を探索しながらヒロインを物色し、地下鉄の中で痴漢をするシミュレーションゲームのようだ。

　ヒロインが抵抗すると抵抗ゲージが溜たまり、ＭＡＸになると逃げられるか駅員に捕まってゲームオーバー。操作やシステム自体は難しくなさそうだが、さて。

　駅を選ぶと、制服姿の女の子と遭遇。プレイの手を止めて、説明書のキャラ紹介を読む。

「綾あや瀬せ美み羽はね、千ち鳥どり学園の一年生で新体操部のエース。将来を期待されているが、彼女にはある悩みが……」

　き、気になる。こんな純粋で可か憐れんな女子高生に悩みなんてあるのか？

　あれ、登場人物は十八歳以上って書いてあるけど……一年生っておかしくない？

　制服を着ているから専門や大学生ではなさそうだし、もしかして、学校を休みがちで留年してしまったのか!?　そんな子に痴漢していいのかな……。

『くくく……まずはあの女の牝めすを引き出すために、利用できる情報を仕入れないとな』

　この主人公、どうやらすぐには獲物を喰くわずに、入念に情報を集める慎重派のようだ。

「部活から帰るのは二十時過ぎ……自主練が日課だから、一人で地下鉄に乗る場合が多いのか。この時間帯に千鳥学園前駅を選択すれば、会える可能性が高いんだな」

　なんだかんだで、多少は脳を使う。たかが痴漢ゲーだと見み縊くびっていた。




　プレイ開始から十分後──

　好青年を装って綾瀬美羽に近づいた主人公が、様々な情報を引き出す。

　新体操部ではエースと持もて囃はやされているが、周囲には心を閉ざす孤高の存在。感情の起伏に乏しく、演技が教科書通りの物足りなさで悩んでいるとか。

『ふっ、お前の閉ざされた欲求を解放してやる』

　ついに魔手が綾瀬の身体を弄もてあそぶターン。画面上には無数のコマンドが現れた。

　・上半身を触る　・下半身を触る　・言葉責め

　いきなり触るのは抵抗ゲージが溜まりそうだと判断し、挨拶代わりの言葉責め。

『お前は痴漢に胸を触られただけで感じる淫乱女だ』

『ち、ちがっ……わたしは淫乱なんかじゃありません』

　快感ゲージが刺激された。主人公は瞬時に、綾瀬が鉄仮面を装った隠れＭな体質であることを見抜く。抵抗が弱くなってきたところで、上半身のコマンドをクリック。

『やっ！　やめて……んっ、いやっ！　ンんっ……ああっ』

　こうかはばつぐんだ！　責めを繰り返すと、喘あえぎ声ごえが徐々に大きくなってくる。

　通常責めを続けたことでスキルが極められて、奥義を使えるようになった。

『稲妻の閃せん光こうは神速の剣となりて　淫辱の門を貫かん──ライトニングフォース！』

『……ああっ、なんで……わたし、痴漢されているのに……イヤなのに……んあっん、気持ち良くなってる……』

　なんか凄いのデターーーーっ!!




　プレイ開始から二十分後──綾瀬美羽、陥落。

『身体を触られるなんて嫌だったのに……自分の中で押し殺していた感情が解放されたような。今は自分が自分じゃないみたいに……観客を魅了できる』

『俺はお前の淫乱な素質を開花させたに過ぎない。感情のない人形のような演技で舞う姿は、本当のお前じゃない。淫靡な顔を曝さらけ出してこそ、お前は頂点に立つことができる』

　主人公が良い奴に思えてくるのは俺だけ？　森野はこれを教えたかったのか？

　レナトの未知なる素質を引き出させて、彼女を頂点へ導けるように。

「こ、これだ！　俺にしかできない方法で、レナトの魅力を引き出せるかもしれない！」

　ノブレス・オブリージュ。強き力を弱き者のために、助けを求めるレナトのために使う。

　俺は義務を負ったのだ。欲望のためではなく、救世主として唯一無二な男。




　プレイ開始から三十分後──

　この痴漢スキルを組み合わせると、感度が二倍になるんだな。

　焦らしコマンドも有効に使わないと、このヒロインは陥落しないのかも。




　そして、プレイ開始から一時間──

「よっしゃーっ！　気が強いエリート女警備員を堕とした！　口では嫌がるのに、身体は快楽に逆らえないんじゃーっ！」

　地下鉄という餌場での壮絶な戦いを制す。思うように快楽ゲージが蓄積されず、すぐに抵抗ゲージが上昇するので、かなりの難易度だった。

　俺は余韻に浸りながら、両手をあげて後ろに寝転ぶ。

「………………………………」

　無言で目が合ったのは、ちょこんと正座待機をしている黒猫パジャマのレナト。

　ふ、ふええぇえええ……と、俺が言いたいくらい変な汗がドッと噴き出す。

「……いつからそこに？」

「……ら、ライトニングフォースを使ったあたりで……」

　先ほどまで張り巡らせていた思考回路が緊急停止。俺は寝転んだまま石化した。

「……た、楽しそうでしたねぇ……」

「ち、違うんだ！　これはキミのためを思って勉強していたんだよ！　参考書代わりで！」

　苦しい言い訳を並べる痴漢ゲーム楽しみすぎ男。くっ、笑え！　いっそ殺せ！

　レナトは赤ちゃんみたいな四よつん這ばい歩行で近づいてきて、俺の隣にぺたんと女の子座り。起き上がった俺の手を取り、マウスへと導いた。

「……そ、それなら……一緒に勉強したいです……」

　照れ臭いのか、パソコン画面に顔を向けながら囁ささやくレナト。

　小さい手のひらから、湯上りレナトのホットな感触が伝わってくる。

「ああ、一緒に勉強しようか」

　こうして、奇妙な同どう棲せい生活は本格的なスタートを切った。

　分からないことを問いかけると、レナトはどもり気味ながらも、一生懸命に身振り手振りを交えて教えてくれる。それは深夜まで続いた。

「スクール水着にニーソックスっておかしくない？」

「な、なにを言ってやがりますか!?　こ、この組み合わせは王道中の王道です！　こ、紺色のスク水のＶラインと黒ニーソの放物線が協定を結び、この世の全てを──」

　あまりにも初歩的すぎる質問には、興奮気味で怒られたりするが、それがまた可愛らしかったりする。だから、また初歩的な質問をしてしまう。

「エロ目的では買わないと思うけどさ、たまに遊ぶくらいなら痴漢ゲーも悪くないよね」

「……コウさん……痴漢ゲーは遊びじゃないんです……。遊びじゃないんです……！」

　痴漢ゲームに本気のレナトさんに対して、軽々しい失言でした……。

　結果的に俺とレナトの距離は縮まったようだし、『痴漢連鎖』に感謝しなくては。

　痴漢連鎖先輩に教えてもらった大切なことがある。




　俺は正義のヒーローでも救世主でもない　ただのＳＡＤＳサツズだ。

　だったら　救いを求める女の子のＳＡＤＳサツズになってやる。




「レナトのスペックを確認テストしたいから、まずは夜釣りにでも行こうか」

　不意のお誘いに「ふえ？」と間抜け声を漏らすレナト。

　陽気な雰囲気と無駄な勢いを用いながら「まあまあまあ、親睦も兼ねてね」と強引に誘導する世渡りスキルで、深夜の屋外へと連れ出した。




　　　　　　　　※




　──なんだかんだで、アパート前の夜道に佇たたずむ大きな黒猫。周囲を忙しなく見回したり、身体を縮こまらせたりと、天性の挙動不審さが群を抜いていた。

「つ、つつ、釣りなんてやったことありませんし……そ、そもそも……外で活動すること自体が……ワタシにはハードルが高くてぇ……」

　軽く小突いたら泣き出しそうな必死感を醸し出すレナト。

「俺はレナトのことを詳しく知らない。だからレナトがぼっちエリートをどこまで拗こじらせているのか、最初に確認テストしておく必要があるんだ。弟子の実力を知らなきゃ、コーチは務まらないんだよ」

「……な、謎の説得力が……！　で、でもでも……」

「でもでも、じゃない。それに、いきなり過激なことをさせるわけじゃないよ。ちょっとその辺を散歩してもらうだけ」

　想像より低いハードルで安心したのか、レナトはほっと胸を撫なで下おろす。

　だがしかし、俺の口からは予想だにせぬ言葉が!?

「これからレナトには人間を釣ってもらいます」

　意味がよく伝わってないため、レナトは猫みたいな鳴き声とセットで首を傾げた。

「とりあえず、通行人に道を尋ねてみて。現在のレナトが持っているコミュニケーション能力がどれだけなのか、この目で見極めたいからさ」

「……ふえぇええ……し、知らない人に……いきなり話しかけるなんてムリですよぉ……」

「やってみなきゃ分からないでしょ。案外、これがキッカケで自分の隠された魅力が引き出されたりするかもしれないよ」

　さすがに困惑の沈黙に陥るレナトだったが、小さい両手をギュッと握り締めた。

「……わ、分かりました……。移動範囲は近所だけ……で良いんですよね……？」

「コンビニへの道を尋ねるだけで構わないから。五分くらいしたら戻ってきて」

　観念したレナトは、トコトコと早歩きで探索を開始。俺の目が届く範囲で、住宅街の夜道を恐る恐る彷徨さまよっている。

　俺とレナトは知り合ってから日が浅い。レナトの人見知りレベルや普段の挙動、隠された魅力などを熟知しなくては、最適なアドバイスができないというもの。

　教師だって教え子の得意分野や不得意分野を知ったうえで、効率よく勉強を教える。レナトの不得意な部分を改善して、秘めた魅力をもっと伸ばすために夜釣りは不可避。

「そういえば、森野はレナトの周囲に怪しい人影が付つき纏まとっているとか言っていたな。レナトをエサにしたら、もしかして食いついたり？」

　そんな俺の思惑を知る由もなく、黒猫着ぐるみコスプレのぼっちエリートは、おろおろと外灯の下を漂う。

　未成年の補導が迫る時間帯とはいえ、帰宅者も若干歩いているのだが、レナトが不格好な挙動不審さで懸命に接近しても「な、なに？　こわっ」と、逃げられていた。

　そりゃあ怖いだろうなぁ。薄暗く静まり返った道で、真っ黒な着ぐるみ状の物体がいきなり近づいて来たら。都会の住人はシビアだよ、そこのところ。

　遠目から見るその姿は、まるで生者に引き寄せられた生ける屍しかばね。コスプレが趣味のゾンビ小学生とカテゴライズしたいくらいだ。

　そんなことを考えているうちに、

「す、すみませぇえええん……」

　レナトさん、無念の帰還。当然ながら誰にも話しかけていないので、収穫はゼロである。

　ここまでは予想通り。剝むき出だしの釣り針に魚が寄ってこないのなら、美味しそうなエサで強引に食いつかせればいい。

「仕方ないから、服を一枚脱ごうか」

「ふえ……？」

　困惑混じりの可愛らしい疑問符をいただく。

「仕方ないから、服を一枚脱ごうか」

「……い、いえ……き、聞こえていますけど……な、なな、なんで服をぉ……」

　両手をぱたぱたと振るレナトから、動揺を表現した抗議の声が返ってくる。俺としても平然とした態度で脱ぎ出されては困るし、一応は恥じらってくれたので安心した。

「レナトは自分から話しかけられなかったじゃん？」

「はいぃ……」

「だったらフェロモン全開で誘惑するしかないじゃん」

　推定五秒間ほどの短い沈黙を挟み──

「ちょ、ちょっと何を言っているのか分かりません……」

　地味に辛辣な言葉を浴びせられた。つい最近、七なな海みさんにも同じことを言われた気が。

　そうなんです。こんな流れが導入口となり、大抵の恋人たちは恥辱に耐え切れず逃げて行く。年単位で恋人関係が続いたのは、最初に付き合った女の子だけだ。

　しかし、俺は救いを待つ女の子のためのＳＡＤＳサツズになる。

「少しだけエッチな姿で夜道を歩けば、通行人のほうから話しかけてくれると思うんだ。レナトがそこまでの勇気を秘めているか、自分を変えたいと心から願っているのか……本気度が見たいんだよ。本気のキミを、俺は本気で応援したいから」

　だから俺は一歩も引くわけにはいかない。世界中から「なんか言葉巧みに如何いかがわしいことを要求してない？」と疑われようとも、譲るわけにはいかないんだ。

「せめてフードだけでも脱がないと、相手も心を開いてくれない。素顔を隠した赤の他人がいきなり近づいて来たら、誰だって警戒しちゃうでしょ？」

「で、でもでも……」

　着ぐるみコスのフードに両手を添えたレナトは、脱ぐどころか目深にかぶり直す。俺の求めは断固として受け入れられない、とでも言わんばかりに。

「……わ、ワタシなんかを見ると……不快な思いをする人がいるかもしれません……。つ、辛い思いをする人もいるかもしれません……」

「そんなことは──」

「……ワタシという存在は……消えたほうがいいんです……。こ、コスプレして……顔を隠して……存在しない者として……生きるしか……」

　自意識過剰。自分に対する他人の評価や視線が過剰に気になって仕方ない状態。

　でも、俺はその言葉で片付けてしまうのは不適当な気がしていた。俺が思っていた以上にレナトはコスプレに依存していて、儚はかなく消し飛びそうな脆もろい自我を保っている。

　フードで素顔を隠し、コスプレで二次元のキャラになりきり、現実の孤独な境遇を脳内から排除するため……だとしたら。

「キミは自分を変えたいから、勇気を振り絞って俺を受け入れたんだと思ってる。だから同情するためじゃなく、状況を打破するために俺はここにいる。今日という日を、最高のスタートラインとするために──」

　軽く一呼吸置いた俺は極上のキメ顔で、

「ぱんつを脱いで」

　そう言い放った。躊ちゆう躇ちよなく。おはようございます、みたいな挨拶のテンションで。

「……そ、そろそろ活動限界時間がぁ……」

　チープな言い訳を述べながらアパート方面へ逃げようとするので、路肩のコンクリ壁にレナトを追い込み──壁に手を突いて逃げ場を封じた。

「……は、はわわぁ……ど、どど、どうして、ぱ、ぱぱぱ、ぱんつをぉ……！」

　壁ドン状態で迫られて、レナトは激しい動揺を隠せない。

「深夜の路上という釣り場に相応ふさわしいエサ＝ぱんつを穿はかないエロエロ女児。オーケー？」

「な、なるほどぉ…………え、ええぇ……!?　よ、よく考えると……おかしいような……」

　一瞬、肯定しかけるレナト。あっ、これちょろい。もう一押しで懐柔できる。

「今のリア充女子は基本的にブラをしないし、ぱんつも気分によっては穿かないんだよ。このままだと、経験のないレナトは女子の会話に付いていけない……。友達作りにおいて、同年代の会話に混ざれないのは致命的とも言える」

「う、うむむ……い、一理あるかもしれませんねぇ……」

「いつもの私服に着替えてもらうけど、フードは取らなくてもいい。でも、中身はありのままのレナトで勝負しないと本当の実力が測れないんだ」

　東雲甲こう式の理り論ろん武ぶ装そう。レナトは少し考え込んだ挙句、黙って頷うなずくしかなくなる。




　一旦、重い足取りでアパートへ戻ったレナトは、数分後に俺の元へ帰投。

　猫耳パーカーにスカートという馴染みの服装に着替えてもらったのだが、下着は身に着けていない。しかし外見上では特に違和感がなく、普通の小学生という印象。

「へ、変です……。ま、股下がすーすーしてぇ……パーカーの生地が胸に擦れて……」

　やはりムズムズするらしい。右手はスカートを押さえながら、内股で震えている。

「見た目は普通だから、露出狂ってわけでもないしね。学校生活では相手から話しかけてもらえる魅力が必要不可欠だから、確認テストさせてもらうよ」

「ふ、ふえぇええええ……や、やっぱり恥ずかしいですよぉ……」

　泣き言が止まらないレナトだったが、再び闇夜への航海を開始した。

　ある意味、恥ずかしいのは俺のほうですよ。小学生っぽい女の子を言いい包くるめて、ブラとぱんつを半強制的に脱がせるなんて……世間にバレたら社会的に終わる。

「欲望のためじゃなく、俺を必要としてくれる女の子のために力を使うと決めた。たとえ、世界の倫理委員会やＰＴＡ、モンペを敵に回したとしても」

　意味深に格好良いことを呟つぶやいてみて、背徳感を封殺しようという浅はかな自分。股間を右手で隠すように歩くレナトを遠い目で観察しながら、夜風に吐息を混じらせた。

　ミイラ取りがミイラになるとは、よく耳にするが、変質者取りが変質者になることもあるのが社会の厳しさ。

　時刻は深夜十一時近く。フードで顔、右手で股間を隠している謎の少女が、周囲を警戒しながら不自然に歩いていたら──

「あのー、ちょっといいですか？」

「ふ、ふえ……は、はわわわぁ……!?」

　周囲を巡回していたであろう女性警察官に、職務質問的な声をかけられても不思議ではなかった。案の定、警察官と相対したレナトは、ビクンと身体を震わせて後ずさり。

「こんな遅い時間に、子供が一人で何をしているのかな～？」

「は、はわわわわわわぁ……にゃ、にゃあぁああああぁ……」

　レナトは激しく動揺しまくって、普通の受け答えすらできない。人見知りに加えて、おそらく初体験であろう職務質問にすっかり萎縮していた。

「ついさっき『子供が夜道を徘はい徊かいしながら、通行人を妨害している』って通報があったのよ。子供は夜中に出歩いちゃいけないって親に教わらなかったのかなぁ？」

「こ、こん、こんここここ、こ、こんび……こ、こん、コンビ……こんびにぃ……」

「あ、コンビニに行きたかったの。夜中はお腹なかが減るわよね」

　警察官のお姉さんは幼児をあやす口調で、レナトの意思をなんとなく汲くみ取とり始めた。

「わ、わわ、ワタシは……これ……こ、これにてぇ……」

　一刻も早く楽になりたいレナトは立ち去ろうとするも、

「ちょっと待って」

　怪しさ全開で逆効果。勘を働かせた女性警察官が、咄とつ嗟さに呼び止めた。

「さっきから股間を押さえたり、胸をやたら気にしたりしてるわよね？　どうして？」

「ふ、ふぇ!?」

　レナトから漏れ出た豪快な裏声は、不審者の香りをさらに強調してしまう。変質者のエサとして放ったレナトが、変質者候補生となるのだ。俺の手によって。

　ちらっ。レナトがこちらを向いて、無言の助けを求めてくる。しかし、俺は二回ほど頷いてみた。特に助け舟の意図はない。

「あなたみたいな小さい少女を疑いたくはないけど、女性が危険物とか薬物の類を隠し持つところは下着の中が結構多いのよ。男性警察官だとセクハラだなんだで、身体検査できない部分でしょ？」

「そ、そんなもの……もも、も、持ってませぇん……！」

　そりゃそうだ。物体を隠す下着を身に着けていないのが問題なのだから。

「一瞬で終わるからさ、ちょっと身体検査させて。服の上から身体を軽く触るだけだから痛くないし、そんなに怖がらないで」

「そ、それはぁ……はわわわぁ……！」

　レナトが怖がっているのは痛みや不審物所持などではない。ノーパンノーブラで夜道を徘徊するという痴女スタイルなのが、公共の場で判明してしまうことなのだ！

「ではでは、失礼して。両手は上にあげて、そのままバンザイしていてね～」

「あ、ああ……だ、だめ……だめです……よぉ……」

　背後に立った女性警察官は、馴なれた手付きでレナトの身体を弄る。フェザータッチでくすぐったいのか、レナトの口からは途切れ途切れの吐息が漏れた。

　まずは肩周りに触れてから、検査の手が胸の周囲へ。揉もむというよりは撫でる軌道を描きながら、胸に異物の感触がないか確かめていた。

「あ、やあ……はあ……ううん……」

　なすがままのレナト。ノーブラがバレるかもしれないという危機感と、もどかしく甘い刺激が、初心うぶな少女の理性を搔かき乱みだす。

　あくまで事務的に、淡々と検査する女性警察官に開発されていくレナトは、芸術作品にも等しい。俺は貴族の気分で鑑賞せざるを得ないじゃないか。

「あれ？　ブラジャーしてないの？　そろそろ着けてもいい成長具合だと思うけどね～」

「ひゃ、ひゃひぃいいいい……!?」

　身長の割には育ちが順調な胸を下から持ち上げて、アドバイスする女性警察官。厚手のパーカ越しとはいえ、そこは女性の豊富な経験値。ノーブラを見破ったようだ。
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　ノーブラでの外出は稀まれにあり得る。今はカップ付きの肌着などが豊富なので、ちょっとコンビニへ行くときなどはノーブラな女子も多いと聞く。

　検査の手はレナトの身体をなぞり、

「やっ……そ、そこは……！」

　スカートに隠されたお尻の周辺へ。手触りが良さげな山脈を徐々に下って、レナトの背後から股間へ手を回す女性警察官。

「そ、そこまでぇ……ふぇええええええ……」

　露骨に焦るレナト。ノーブラは稀にあり得るが、ノーパンとなると痴女の領域。ノーパンで外を出歩くという行為に興奮を覚える変態系少女の称号は間違いない。

「あっ……はあ、んんっ……さ、触っちゃ……だ、だめぇ……」

「くすぐったいのは分かるけど、もう少しだから我慢してね～」

　太ももあたりのポケットを弄りながら、指先は太ももをゆっくりと蹂じゆう躙りん。

「あっ……ああっ……！」

　レナトのエッチな声が一際大きく響いたのは、女性警察官の指先が恥骨の守備範囲へ差し掛かった瞬間だった。さすがにスカートの上から、手触りだけでノーパンとは分からないはず。レナトが秘めている天然のエロさやフェロモンは、よーく理解した。

　この段階で、準備運動代わりの確認テストは充分すぎるほど完了したのだ。

「まさかとは思うけど……あなた、パンツ──」

　そろそろ引き際か……。東雲甲、武力介入に移行する。

「こんなところにいたんだ。まったく心配かけさせて」

　俺はなるべく自然な口調で、職質の現場に参上。レナトを迎えに来たという雰囲気を前面に押し出す。

「あなたはご家族のかた？」

「そうです。コンビニに行ったまま帰ってこないので、心配になってしまって」

　浅く頭を下げて謝罪した俺は、レナトを連れて現場から離れようとする……も、

「待ちなさい。その子、ブラもパンツも身に着けていないってことは……人目を盗んで露出行為を──」

　背後からの追撃。お仕事に熱心なのはいいが、貴女あなたは知り過ぎてしまったようだ。

　仕方ない。俺は踵きびすを返して、女性警察官に接近。自らの指で彼女の顎をクイっと持ち、俺の瞳を強制的に見つめさせた。

「あまり深入りすると……貴女の身体を検査せざるを得ません。快感で全てを忘れてしまうほど……隅々までね」

「そ、そんなことしたら逮捕よ」

　炸さく裂れつしたのは、艶やかな低音ボイスとへヴィな笑顔。鮮やかに決まった。硬派な女性警察官にすら愚行を許し、瞳を蕩とろけさせてしまう妙技『爽やかな冬朝──笑デイ顔・ス日マイ和リング』が。

「なに、これ……？　急に胸が温かくなって……」

　疑いの眼差しから、恋する乙女の瞳へ変化した女性警察官。全身の力が半強制的に抜けていき、俺のほうへ身体を預けてきた。

　反射的に彼女の首筋へ舌を這わせたところで勝る自我。自重しろ。理性で抑えるんだ。

「お仕事、頑張ってください。それでは失礼します」

　呆ほうけた相手にそう言い残して、レナトの手を引きながら夜の景色に紛れていく。プチ修羅場を潜くぐり抜ぬけた安あん堵ど感と、レナトをもっと知ることができた達成感を胸に留めながら。

「今後は、ぱんつを穿かないで出歩いちゃダメだよ。レナトに前科がついたら大変だ」

「は、はいぃ……。き、気を付けます……。ぱ、ぱんつ……穿きます……」

　極度の緊張状態から解放されたレナトは、胸に手を当てて深呼吸。同時に重要な事実に気付いたようで、隣を歩く俺のほうへすぐさま首を捻った。

「……よ、よく考えてみれば……コウさんのせいじゃないですかぁ……！」

「あ、流れ星だ」

「……え、ええ、どこですか……？　って……誤魔化さないでくださいぃ……！　ふにゃあぁあああああ……！」

　レナトの子猫みたいな愛らしい怒りを宥なだめながら、同どう棲せい初日の夜は更けていった。

　人間は極限状態に陥ると、より信頼関係が深まるらしい。今日の出来事は二人の距離を縮めるには最適だったというわけで、俺が思い描いた理想通りのプラン。

　長いようで短い夏休みは、一日たりとも無駄にできない。




「今年の夏コミに参加しようか。レナトはコスプレでさ」




　なので、明確に分かりやすい目標を設定してみることにした。

「……え、ええ……!?　そ、そんなの……学校にも行けないワタシにはムリなんじゃ……」

「夏コミという戦場を生き残ることができれば、学校生活なんてお遊戯会みたいなものだ。この短期間でレナトを立派なコスプレ兵ソル士ジヤーに育て上げてみせる！」

「そ、兵ソル士ジヤーじゃなくて……コスプレ野の良ら猫ねこくらいまで……育てていただければ……」

　やや遠慮気味ながらも、レナトは賛同してくれたみたいだ。

　アパートに戻ってから俺はすぐに寝てしまったのだが、レナトは朝までコスプレ衣装作りに励んでいたらしい。夏コミという目標を設定したことで、気合が入ったようだ。

　目指せ、ぼっちエリート卒業。明日からは本格的に実践を始めていきますよ。




　　　　　　　　※




「ひゃ、ひゃああああああああああああああ……!?」

　翌朝、発情した猫と聞き間違える悲鳴で叩たたき起おこされる。同時に、身体のあちこちが痛いことにも気付く。物が散乱している床に直接寝たからだ。

　さらにさらに焦げ臭い、クーラーで肌寒い、カーテンは閉め切っていて薄暗いという悪条件。

　廊下へ視線を向けると、誰かが着ぐるみパジャマ姿でキッチンに立っている。コンロに乗っているフライパンからは黒い煙がモクモクと。

　こっそりと背後に回ってみると、なにやら黒い物体を精製していたらしい。

　長年の引きこもりで編み出した禁断の黒魔術かな？

「……た、たた、卵焼きがぁ……ふえぇええええ……」

　メジャーすぎる卵料理だったようだ。黒魔術扱いしてごめんなさい。

「おはよう、レナト」

「ふぇ……？　もにゃあぁあああああああああああああああ……!?　い、痛っ……!?」

　苦く悶もんの声をあげたレナトの足がもつれ、ふにゃふにゃとバランスを崩す。俺は咄嗟にレナトの背中へ腕を回したため、抱き止めたような体勢に。

　数秒間の静寂が辺りを包み、少しだけ覗のぞいたレナトの頰ほおは真っ赤だった。

「あ、ありがとうございます……」

「そんなに驚いた？」

「そ、それもあるんですが……ぜ、全身筋肉痛で……驚いた拍子にあちこち痛みが……」

　レナトはフードで顔半分を隠しながらも、青白くグロッキー状態な口元は晒さらす。

「あー……少し走っただけで死にそうになるくらいの運動不足だもんね」

「にゅうぅ……な、情けないです……。ず、ずっと料理の練習をしていたのですが……全身が痛くなってきてしまって……」

　料理をしただけで、全身が悲鳴をあげる超インドア系少女がいたとは。

「つ、月に一度は……あ、秋葉原を散策するんですが……そ、それも夜の二時間くらいが限界で……。ふ、普段は……ネット通販大好き民族として細々と……」

「そっか。だからモフマップは夜じゃないとって……」

　不自然な森野の言動を思い出す。レナトが夜しか現れないということだったのか。

「え……？　ど、どうかしましたか……？」

「ああ、こっちの話。でも、社会復帰の努力はしてる。偉いよ、レナトは」

「きょ、今日は……コウさんの朝ご飯を……。その……普段はやらないです……」

　なるほど。慣れない料理に、俺のために一生懸命挑戦してくれたのか。健気で一いち途ずで優しくて、でも不器用。それがこの子の魅力なのだ。

「……す、すみません……下手くそで……。で、でもでも……あとは塩をファサ～っとして、オリーブオイルを回しかければ……」

　テレビに影響されやすい単純っ子ということも判明。

「ファサ～っとしてオリーブオイルをかけても、黒魔術を料理に変えるのは無理だ」

「う、うぅううう……」

　しゅん……と落ち込んでいるレナト。

　か弱い小動物を連想させる仕草が、いちいち男心を弄ぶ。そのままの状態で顔を近づけていくと、レナトは金魚のように口をパクパクと開閉させていた。

「俺、キミに美少女ゲームみたいなことしたい」

「……げ、ゲームみたいなこと……ですか……？」

「そう。例えば……痴漢みたいなトレーニング」

「～～～～～～～～～～～～～～!?」

　レナトは声にならない声を漏らす。

　身体が密着しているので、ダイレクトにレナトの感情の変化を感じられる。

「この夏休みでトレーニングをすれば、キミに隠された魅力や潜在能力を引き出せると思うんだ。俺はそれを手助けしたい」

「ふぇええええ…………で、でもぉ……ワタシ……エッチな経験とか……ないですし……」

　モジモジと内股を摩さすりながら困惑するレナト。

　短期間で結果を出すにはこの方法しかない。エッチなトレーニングは、斬新で画期的なアイディアだと、俺の本能が訴えかけている。欲望じゃない。本能だ。

「……です」

「え？」

「……と、トレーニングとしてなら……え、エッチなことしても……いいです……」

　数秒ほど悩んだレナトが、承諾のサインを呟く。

「料理は俺が教えるから、まずはスク水ニーソに着替えてくれ」

　目が点になったレナトは「……ふ、ふぇ？」という腑ふ抜ぬけた声を漏らした。

「まずはスク水ニーソに着替えてくれ」

「い、いえ……聞こえていますけど……りょ、料理をするときはエプロンなのでは……？」

　その疑問は間違いなく正論だが、今は不正解。

「スク水ニーソが王道だと、熱く語ってくれたのは誰だったかな？」

「あ、あれは、え、エロゲーの世界の王道であって……。わ、ワタシなんか……人見知りでオタクで……自宅警備員です……」

「俺はすごく見たい。レナトのスク水ニーソ」

「ふ、ふにゅうぅううう……」

　あざとすぎる困りボイスを垂れ流しながら、迷っているレナト。もうひと押し。

「名付けて『ＳＡＤＳサツズトレーニング』。これは短期間で、キミの魅力を引き出させると同時に、引きこもりの解消に繫つながるはずだから」

　痴漢連鎖先輩、謎の説得力という力を俺に分けてください！

「まずはさ、スク水ニーソに着替えて視線への耐性をつけよう。恥ずかしい姿をいっぱい見られることで、周囲の視線に対する羞恥心を取とり除のぞけるかもしれない」

「……そ、そういう効果が……あるということなら……ぐ、ぐぬぬう……」

　もにゃもにゃと口を泳がせながらも、僅かに頷いてくれるレナト。

　この子を自立させてあげたい。友達を作らせてあげたい。あくまで──あくまで純粋な心がそう叫ぶ。敬遠されてきたＳＡＤＳサツズ衝動が、この子の役に立つかもしれない。




　レナトは足取り重く部屋へ戻ると、乱雑に放ってある衣服やコスプレ衣装の中から、紺色のスクール水着と黒のニーソックスを掘り当てる。

「あ、あの……着替えるので……こちらを見ないでくださいね……」

　俺の怪け訝げんな視線に気付いたのか、レナトはスク水を両手で摘み上げながら、内股を擦り合わせていた。時折見せるその仕草は、レナトが恥じらいを表す癖みたいなものなのだろう。

　真剣な想いを伝えるために、レナトを壁際まで追い込んだ。

「いや、着替えも見せて」

「ふ、ふぇええええええええ!?　そ、それは……こ、困りますよぉ……」

　大げさにパタパタと両手を振った瞬間、推定Ｄカップの肉厚な果実が揺れる揺れる。

　さすがに男性の前で着替えるのはハードルが高いものの、俺にも考えがあるぞ。

「レナト、ラップタオル持ってる？」

　ラップタオルというのは、ボタン付きの大きなバスタオル。

　主に女子小学生が水着に着替える際、身体に巻いて恥ずかしさを軽減するものである。

　衣服や水着の着脱行為が薄いタオル一枚越しに窺うかがえるという、男のロマンが詰まった一品。運が良ければ、ボタンが外れて肌が露出するかもしれない夢と希望の象徴。

「も、持っていますけど……ま、まさか……」

「それを巻いて着替えてくれ」

「ふ、ふにゅうぅ……な、難易度が高いですぅ……」

　足元に視線を落とし、考え込むレナト。もうひと押し！

「これはトレーニングだ。俺の突き刺すような視線に慣れれば、学校という有象無象のヌルい視線なんて朝飯前だよ」

「こ、コウさん目が輝いています……」

　そう、俺の目は輝いている──が、倫理的に一発アウトな危険も隣合わせだ。

　正直、身体を弄ぶ系のトレーニングのほうが刺激は強く、即効性も段違い。しかし、目の前でモジモジしているのは、たぶん小学生で……。

「キミの身体に触ったりはしない。俺……無事に高校を卒業して大学も行きたいからさ」

「え……？　は、はぁ……つ、通報したりはしませんが……」

「世の中はキミが思うより、ずっと厳しいんだよ。子供は……天然記念物なんだ」

　意味がよく分かっていないレナトだが、俺が理解していればそれでいい。小学生に手を出した幼女嗜し好こう者として、警察のお世話になるのだけは断固避けたい。

　渋々ながらも頷いてくれたレナトは、スク水を掘り出した衣類の塊から、ラップタオルも掘り出す。そして、ゆっくりと身体に巻きつけ始めた。

　エロい。一言で表すとエロい。

　小学生用と思われる小さめのラップタオルが、窮屈そうに密着していく。凹凸が圧倒的存在感を発揮しているボディライン。膨らみかけというランクを凌りよう駕がしている。

　神よ、人間とは素晴らしい生き物です。

「そ、そんなにジッと見られると……は、恥ずかしいです……」

　恥ずかしがって、なかなか着替えてくれない。荒療治が必要ですね。

「早く着替えないと、俺が脱がしちゃうよ？」

　俺は声色を低くしながら、ラップタオルの裾をひらひら捲まくる。

　着ぐるみ足が現れたり～隠れたり～。ボタンを一つ外して～中を覗きこんだり～。

「……わ、わかりました……わかりましたから……や、やめてくださいぃい……」

「うむ。さっさと着替えなさい」

　業火よりも熱い俺の想いが届いたらしい。

　薄いラップタオル一枚を隔てた身体。レナトが俺に背を向け、器用に手を動かし始めた。

　この部屋に流れている楽曲は、肌と布が擦れる二重奏。次第にレナトから絞り出された色っぽい吐息が奏でられて、音色が三重奏へと変化。

「う、うう……うにゃあぁあああ……」

　時折、羞恥心により唸うなることで……極上のハーモニーが誕生するのです。

　でもさ……小学生の生着替えを観察するのって、法に反しないかな？　マジで大丈夫？

　未経験の背徳感で脳内が押し潰されそうになり、無駄に変な汗をかいてしまう。

「……や、やっぱり……着替えるんですか……？　は、恥ずかしいです……」

「スク水ニーソに着替えるとさ、友達や恋人ができるんだよ。リア充女子は男性の前でスク水ニーソに着替えるのが今のトレンドなんだ」

「……り、リア充の……トレンド……。い、イケイケなリア充の……う、ううっ……」

　ようやく覚悟を決めてくれたようだ。ちょろいぜ、レナトさん。

　ラップタオルの動きから、猫パジャマのファスナーを外しにかかったと推測できる。

　そのヴェールの下には、果実を包み込んで保護しているブラがあるはず。やがて、それすら外すことになるのだ。

　それだけじゃない。その下の縞しまパンだって……いや、今日が縞パンかどうかは分からないが、数分後には生まれたときの姿になるレナト。

　ここでお伝えしておきたいのは、視線恐怖症の克服という目的で生着替えをやらせているだけということだ。東雲甲の趣味だとか、小学生を毒牙にかける変態だとか、無粋な勘違いをしないでいただきたい。

　真剣にやっているレナトに失礼でしょうが!!




「ふゃ、ふゃにゃああぁ……！」

　突然、レナトの焦ったような悲鳴。

　脱ぐ動作において、かろうじて止まっていたラップタオルのボタン一つが外れたのだ。

　それにより、レナトの白すぎる背中の一部が露わになっている。ラップタオルのボタンはあと四つ。これが全部外れると、レナトの裸体が解放されてしまう。

「あ、ああ……み、見ないでください……」

　涙声でそう言われるが、クールフェイスでめちゃくちゃガン見する系男子。

　コーチはね……教え子の成長から目を逸そらしちゃいけないんだ。

　口では嫌々喚わめきながらも、なんだかんだで着替えを再開してくれるレナト。火が出そうなほど、顔面を真っ赤にしているのが容易に想像できる。

　ついにレナトは、かぶっていたフードまでも脱ぐ。ロングヘアーを両サイドでリボン止めしているおさげ髪が、フードという檻おりから解放されて嬉しそうに踊った。

　まだ顔は見せてくれない！　もどかしすぎる！

　そのままレナトの手は背中へ。指を小刻みに動かすと、白い衣類のようなものが足元に落下する。二つの大きな山脈に紐ひもがついた衣類……その名はブラジャー。

「シワになっちゃうから、服を畳んでおくね」

　レナトが背を向けているのをいいことに、ブラを優しく拾い上げてみる。脱ぎたてホヤホヤのレナトブラ。まだ、ほんのり残る人肌の温もり。小学生の温もり。

　ブラの雄大な放物線が、双丘の巨大さを物語っていた。

　プチンプチンとラップタオルがはだけて、肌色の景色を増やしていく。十五年間の人生で、これほどの絶景を目の当たりにしたのは初めてだ。

　脇腹と腕の隙間から、双丘の放物線が微かすかに顔を出す。こんにちは。

　完全に見えなくても、男子は果実の姿を妄想して楽しむことができるのだ。

「あ……だ、ダメです……！」

　急に着替えのスピードが上がる。ラップタオルが全てずり落ちる前に、着替え終わろうという浅はかな考えらしい。

　それにより、さらにボタンが取れる危険性が高まるとも知らずに。

　待ちに待った瞬間が訪れる。猫パジャマが、レナトの細くてしなやかな足を通り抜けた。

　それを追走する二番手走者は……ぱんつ。

　レナトの膝という最終コーナーを回って、見事に俺の手へゴール。

「や、やぁ……！　ひ、拾っちゃだめ……ですよぉ……」

　俺の右手にはレナトのブラ（まだ温かい）、左手には脱ぎたてパンツ（かなり温かい）。

　目の前には全裸体をラップタオルで包む少女。

　生き残っているラップタオルのボタンは二つ。一番上と一番下だ。

　すでにお尻の膨らみ始めまで目に刻まれたこの状況。命綱である上下のボタンが一つでもハジけた瞬間、レナトの封印が解き放たれる。

「はぁ……はわわわぁ……」

　不慣れな手つきで、スク水を両足から上に通していくが……裸体ご開帳の焦りからか、スムーズに物事が運べないらしい。

　追い打ちを仕掛ける。俺はスマホのカメラをレナトに向けて、無言でシャッターを切る。

　保存されたのは、ラップタオルから覗かせた白い足がエロティックな後ろ姿。

　まだセーフでしょ？　触ってないから。小学生の裸体（ラップタオル装備）を鑑賞して記録するという瀬戸際もトレーニングなのだ。

「しゃ、写真は、だ、ダメですにゃあ……恥ずかしいですにゃあ……！」

　焦りが限界を超えたからか、レナトの両足にスク水が絡まってバランスを崩す。

「あ、あれ……ふぇ……にゃ、にゃぁああああああああああ!?」

「あぶない！」

　そのまま俺の方へ倒れ込んできたレナトを、なんとか受け止めることに成功した。

　女の子特有の柔らかい身体を、両手で味わうように抱え込む。レナトの胸がエアバッグとして衝撃を吸収したため、怪け我がはないし痛みも皆無。

　ふにふにと、素晴らしい存在感が俺の懐に押し当てられる。ラップタオルが床に落ちている……ということは、倒れた衝撃でボタンが全て外れてしまったということ。

　俯うつむいているので表情は窺えない。だが、今はフードがない。それどころか、レナトを包んでいるものは何もない。

　大宇宙に浮かぶ全裸の星。さしずめ、俺は星を見守る太陽。

　モチモチで吸い付く至高の柔肌、最高級の白桃のように果肉たっぷりのお尻、押し当てられた生の双丘という三大絶景。三種の神器。三大巨匠。

　熱い──レナトの体温をダイレクトに感じられる。クーラーで冷え切った部屋の温度が上昇したかもしれない。それくらい、レナトの身体と俺の心臓は激しく脈打つ。
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「す、すみません……すみませぇん……わ、ワタシ……」

「大丈夫だよ。怪我はない？」

「は、はははは、はい……。あ、ありがとう……ございます……」

　お互いに抱き合った体勢での沈黙。この雰囲気は……アレだ。

　このまま見つめ合い、キスをしながら気持ちを囁ささやき合って、女性の身体に優しく触れるというのが一般的な流れ。

　しかし、小学生相手に高校生が考える流れではない。今の状態でも間違いなくアウトな気はするが、不可抗力という魔法の言葉を盾にすれば許される。許されてほしい。お願い。

　長引くと小学生リミッターが外れそうなので、俺は即座にスク水＆パーカー着衣をアシストしてあげた。




　　　　　　　　※




　ある意味ハードなトレーニングメニューを熟しながら、数日が経過した頃。

　俺は日用品や食料の買い出しに、街へ繰り出す。レナトも誘ったのだが昼の屋外はハードルが高いらしく、部屋中を逃げ回って抵抗された。結果、御お一人ひとり様さまでのぶらり散歩。

　クーラー全開で冷え切った部屋から、真夏の屋外へ飛び出した瞬間、

「あっつ……」

　温度差で立たち眩くらみに似た症状に襲われる。レナトだったら秒殺間違いなし。

　今後の生活に使う物や食料を買い漁り、一時間程度で帰宅すると、

「すー……すー……」

　レナトは美少女ゲームを掛布団にして、スヤスヤと寝息をたてていた。屋外の暑さなんて、異世界の話題とでも思っているに違いない。ユニフォームと化したスク水ニーソを装備したまま夢心地。猫耳フードをアイマスク代わりにして、縮こまりながら熟睡している。

　時刻は正午前──レナトの生活リズムは昼夜逆転している。

　俺より遅くまで寝ているのではなく、朝まで寝ていないだけなのだ。

「ぐへへ……ブラジャー脱がせちゃうにゃあぁ……すー……すー……」

　いったいどんな夢を見ているのかは知らないが、キャラが変わりすぎている。夢の中では、美少女ゲームの主人公になっているらしい。

　だらしなくよだれを垂らしていたが、とても幸せそうだった。

「……すー……すー……んにゃあぁあああああああ……ぐへ……」

　俺が歩いた振動で、エロゲタワーがレナトに崩れ落ちた。やはりこの部屋は散らかりすぎだろう。生活習慣や環境から根本的に改善していかなければ、脱引きこもりの道はない。

　掃除の邪魔なので、寝ているレナトの頰ほおをぷにぷにと押してみるが、

「……うんにゅうぅ……クリックしないでくだしゃい、コウさぁん……そ、そこはダメでしゅう……ら、らめぇええぇ……むにゃむや……」

　起きる気配ナシのスク水娘。今度は責めから受けにチェンジしたらしい。双丘の天てつ辺ぺんを押さえて、左右に寝返りながら悶もだえていた。

　夢の中ではその部分をクリックされているんですか、そうですか。

「レナトぉ、掃除するぞぉ～。起きろぉ～」

「ふぇえええぇ……明日から頑張りますぅ……くかー……」

「掃除機でおっぱい吸っちゃうぞぉ～」

「にゃあぁあ……エッチなことは……ダメですぅ……すぴー……すぴー……」

　奇跡的に会話が成立した。

「コウしゃあぁん……ワタシの衣装……どうれふかぁ……？　えっちですぅ……」

　むっつりスケベ猫の寝言はともかく、レナトの周囲には作りかけのコスプレ衣装が散乱していた。深夜から朝方まで毎晩、手縫いやミシンでコツコツと作業をしているみたいだ。

「すごいな、レナトは」

　素人の俺には、どのように複雑な衣装を制作しているのか見当もつかない。エッチなことをして起こそうと思ったが、レナトなりに日々頑張っている証あかしの爆睡。

　そこはかとない罪悪感には勝てず、今日のところは大目に見てあげよう。

　散らかっているお菓子のゴミや、空のペットボトルを分別して、ゴミ袋にまとめる。

　足の踏み場が顔を出してきたところで、床に散乱している美少女ゲームや漫画本の類、聳そびえ立たつ無数のエロゲタワーを壁際の本棚へ移送しようとするが、

「これは……」

　本棚にギッシリと詰まっていたのは、授業で黒板を書き写す普通のノート。勝手に見るのは申し訳ないと思いつつも、適当なノートを手に取り、パラパラと捲めくってみた。

　書かれていたのは、コスプレ衣装の設計図。お世辞にも上手うまいとは言えないイラストや説明文だが、レナトなりに頭を悩ませながら日々書き溜ためていたらしい。

　コツコツと積み重ねた努力を体現したのが、クローゼットから雪崩の如く溢れ出しているコスプレ衣装。たった三ヵ月あまりで、レナトは塵ちりを積もらせて山を作り上げたのだ。

　レナトの傍らに落ちていた最新のノートには、小さい文字でこう記してあった。




　今度こそ　がんばりたいにゃ




　寝る間も惜しんで制作中のコスプレ衣装に、そんな願いを込めたのだろうか。

　引きこもりを治したい。友達が欲しい。小さいけど、レナトにとっては大きい願いを。

　いつの間にか茜あかね色の夕日が差し込んできたレナトの部屋で、俺はノートを読みながら作業の手をすっかり休めてしまっていた。

「ふにゃあぁ……？　お、おはようございます……コウさぁあん……」

「おはよ、レナト」

　おはようございます、ではない時間帯に目を覚ますレナト。怠だるそうなレナトの腰へ手を回し、ゆっくりと上半身を起こしてあげた。

「……あ、あれ？　へ、部屋がなんだか……広くなったような……」

「いくらか掃除したからね。脱ぎ散らかしていた下着は、クローゼットの引き出しに入れておいたから」

「は、はわわわぁ……し、下着を見られて……。お、お恥ずかしい限りです……」

　ぺこぺこと恐縮したレナトだが、俺が手に持っていたコスプレノートに気付いたようで、

「ふぁああああ……！　そ、そのノートはぁ……！　ワタシだけのマル秘のぉ……！」

　地に上がった魚の霊が憑ひよう依いしたのだろうか、涙目でビチビチと跳ね回っている。ノートの表紙を改めて見てみると、魔方陣か紋章と見間違ってしまう謎の一文字が。

「これ、[image: まるひ]まるひって書いてあったんだ……」

「うう……か、漢字を書くのは苦手でぇ……。こ、コウさんはイジワルです……。も、もう知らないです……」

　イジけてしまったが、まったく怖くない。むしろ、これがレナトの魅力。

　それを堪能したいがために、レナトへちょっかいを出したくて仕方がないのだ。

「ごめんごめん。頭撫でてあげるから許してよ」

「え、えええ……？　わ、ワタシ……コウさんに褒めてもらうようなことは何も……」

　猫耳フード越しに頭を撫でると、レナトは頰を桃色に染めながら身構えた。

　俺は制作途中の衣装を手に取り、困惑していたレナトの前へ掲げる。

「レナトなりに少しずつ努力しているからね。俺は服飾について詳しくないけど、ここまでの衣装を作り上げたのは凄いと思うよ」

「す、好きですから……。こ、コスプレして……違うキャラになりきって生きるのが……。先が見えない不安を……忘れさせてくれる……唯一の拠より所どころみたいなもの……なんです……」

　そう訴えかけるレナト。コスプレは不安や孤独を打ち消す魔法のアイテムであり、趣味の領域を遥はるかに超えているのだが……俺の目が節穴じゃなければ、脆もろい大黒柱に縋すがっているようにも見えてしまう。だからこそ〝友達〟という二本目の強固な柱を、早急に打ち立てなくてはならない。

「コスプレしながらエッチなことをするのも好きだよね」

「そ、それも……って、それは好きじゃありませぇえん……！」

　誘導尋問には引っかからなかったが、初々しい恋人同士みたいな沈黙の空気に。相手の行動を探っているかのように、期待しているかのように、どちらも動かない。

　俺が顔を近づけたら、レナトも顔を近づけてくれるのだろうか？




　ピンポーン、ピンポーン！




「うわっ!?」

「ふ、ふぇえええ……」

　耳障りなインターホンの音が、火照った気持ちを急速に宥なだめた。猛烈に照れ臭くなり、背中合わせになる二人。スク水というフィルターを通したレナトの体温を味わう。

「で、出なくていいの？　誰か来たんじゃない？」

「こ、こんな姿じゃ出られませんよぉおお……」

　今のレナトは、スク水ニーソにパーカーを羽織っている過激なフォーム。変態女の子だと思われてしまう可能性が高い。レナトは変態じゃなく、ムッツリスケベなんだ。

　ぼっちが部屋でプールごっこをしていました状態で、初対面の人と話すのは無理だろう。

「た、たぶん宅配だと思います……。わ、ワタシ、某通販サイトをよく使いますから……」

「分かった。俺が受け取ってくるよ」

「あ、ありがとうございます……。い、いま注文しているぶんの代金はすでに払っていますので……う、受け取りのサインだけ……お願いできれば……」

　俺が玄関に向かうと、レナトはクローゼットの中にダイブ。よほどスク水ニーソ姿を見られたくないようだ。自称、猫だから丸まって身動きをしない。

　ドアを開けると、真夏の生暖かい外気が流入。そこには帽子を深くかぶった眼鏡の配達員が、段ボールを一箱抱えながら立っていた。長袖長ズボンに小太り体型、しかもマスク着用なので大粒の汗を滝のように流しながら。

　段ボールの側面には某通販サイトのロゴが記載してあるので、レナト宛てに間違いない。

「お届け物です。こちらのＰＣ部品でお間違えないでしょうか？」

「暑い中お疲れ様です。たぶんそれで間違いないかと」

「失礼ですが、受取人はご本人様でしょうか？」

　配達員に尋ねられる。炎上防止のために、俺の設定はレナトの兄だと指定されたっけか。

「いえ、兄です。妹は用事があって外出中なんですよ」

「では、こちらに受領のサインを頂けますか？　フルネームでお願いします」

　配達員から段ボールに入った商品を受け取ると、続けざまに紙とボールペンを渡される。

　受領のサインって苗みよう字じとかで構わなかったような？

　通販や宅配をあまり使わないので、確実なことは言えないけど。

「あの、早くサインしてもらえますかね？　次の配達先もあるんで」

　苛いら立だち気味の配達員に煽あおられるし、妙に身体を揺らして室内を覗くような仕草を見せる。

　真夏の屋外で待たされているからなのか、態度が鼻につくな。

　そういえばレナトの苗字ってなんだ？　兄が森野だから森野レナトか？

　無事に届けた証として管理するだけだろうし〝東雲レナト〟と書いた受領書を返す。

「ありがとうございましたー」

　軽く会釈しながら、配達員はそそくさと引き上げて行った。




　俺は中身が入っている段ボールを抱えながら、極寒に冷えた部屋へと戻る。

「お～い、そこに隠れている変態スク水猫さーん」

「は、はぁ～い……」

　ゆっくりと、クローゼットから這はい出てくるスク水の黒猫さん。猫耳パーカー越しに俺の方を観察したり、うーうー唸うなったりしている。

「はい、届いた荷物。また美少女ゲームとか買ったんでしょ？」

「……い、いろんなものを買いすぎて……予想できません……」

　段ボールを手渡すと、レナトはさっそく開封……しようとするが、手が止まった。

「こ、これ……おかしいです……。だ、段ボールに貼ってあるはずの伝票が……どこにもありません……」

　そう指摘されて、俺も違和感に気付く。

　段ボール自体は某大手通販サイトのロゴが印刷されているものの、発送元の情報や発送先の情報等が記載してある伝票が、どこにも貼り付けられていないのだ。

「それじゃあ、あの男はいったい──」

　瞳を見開きながら、手が震え始めたレナト。

　俺が代わりに段ボールカッターで封を切り、開封すると──




「なんだこれ…………」




　真っ先に突き刺さった感情は悍おぞましい狂気。

　レナトの写真が数十枚ほど同封されており、どれもカメラ目線ではない。いや、フード着用なので目線は分からないが、顔の向きが明らかに違う。

「こ、こんな写真……わ、ワタシは知らないです……」

　震えた声で首を振るレナト。

「盗撮か……。レナトが月一で外出する瞬間を狙っているのかもしれない」

　中身を漁っていると、写真に埋もれた一枚の紙を発見。俺の動どう悸きが不安定に再加速した。




　ねこねこ☆しゅべぇげりん氏へ捧ささぐ　愛の詩




　僕のエンジェル　いつもいつも　君だけを感じてる

　止まらないよ　この想いフォーエバー　君さえいれば　なにもいらない

　だから　君は　僕だけのもの




　これ以上　魅力的な　君の姿を　僕以外に見せるのは　許さない




　あまりの嫌悪感に耐えかねて、手紙をぐしゃりと握り潰す。

「さっきの男がストーカーだったのか。まさか配達員に成り済ましているなんて……」

　レナトの家から排出される通販の段ボール量は尋常じゃない。ストーカーがアパート周辺を調査しているなら、知っていてもおかしくない。

　その段ボールと同じものを利用して、堂々と配達しにくるなんて。帽子とマスク、眼鏡で顔を隠していたのは、顔バレ対策だったのだろう。

　もし、レナトが一人で部屋にいて、あの男から荷物を受け取っていたら？

　もし、俺が兄だと口に出さないで、レナトの彼氏だと誤解されたとしたら？

　たらればの憶測ではあるが、想像するだけでも背筋が凍る。

「……う、うう……うぐっ……うええぇ……ふっうう……」

　俺でさえ恐怖を禁じ得ないのだから、レナトは比べ物にならないほどの深い絶望に囚とらわれているはずだ。それを物語るのは、頰ほおを伝う大粒の涙。

「大丈夫。俺がいる……俺が守るから」

　俺ができるのは、レナトが泣き止むまで抱き締めてあげることだけ。

　胸元にしがみ付いて泣き喚くレナトの頭を、フード越しに撫でてあげることだけ。




　　　　　　　　※




　心身共に衰弱したレナトは俺の太ももを枕代わりに、慎つつましい寝息をたてていた。

　タイミングを見計らってスマホを耳に当てた俺は、通話先の森野へ事情を説明する。

『──過激派が本格的に動き出したアルか。かなり厄介だネ』

「警察に相談するべきなんじゃないのか？　付き纏まといどころか、家にまで来てるんだぞ」

『──部屋に侵入するとか、相手に性的な目的で触れるとか、奇行がエスカレートしないと逮捕は難しいネ。最初は警察から犯人に警告があると思うアルが、犯人が逆上して凶行に及ぶパターンも少なくないヨ。吾わが輩はいはそれが恐ろしいネ』

　事前に相談していたのに、被害者への殺傷を防げなかったという事件は多く耳にする。

『──アイドル的な人気者には、昔からこういう過激派ファンが数多くいるネ。いちいち逮捕していたらキリがないと思われているアル』

「もはや、ファンじゃなくて過激なアンチだろ。エスカレートしないうちに対応しないと、学校へ行くどころじゃなくなってしまうぞ」

『──吾輩たち穏健派は、できる限り協力するアル。東雲氏も気を付けるコトヨ』

　俺たちはより一層の団結を約束して、通話を切った。胸に不安感を沈殿させたままで。
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　過激派による陰湿な先制攻撃が行われてから三日後。

　あれから特に身の危険を感じることもなく、俺とレナトは平穏な同どう棲せい生活を続けていた。

　通販の発送先も店頭受け取りに変更したので、コンビニに届いた商品を俺が引き取るという安全策。

　いつもの日常と少しだけ違っていたのは、レナトが部屋の掃除を自分から実行するようになったこと。脱ぎ散らかしていたコスプレ衣装も、俺が就寝している深夜～朝方の間に、クローゼットや衣装ケースへ片付けたらしい。

　不要なゲームや本、アニメＤＶＤの類は段ボールへ小分けにしたらしく、部屋の片隅に十箱以上も置かれている。

「凄い段ボールの山だね。これ、全部売るものなの？」

「……は、はい……。もう必要のない物なので……ね、ネットオークションで落札していただいた方に譲ろうかと……」

　部屋が片付いたので、埋もれていたフローリングの大部分が顔を覗かせていた。

　同棲初夜はゴミ屋敷同然だったレナトの部屋が、現在はだらしないオタク女子の部屋レベルにまで落ち着いている。




「……で、なんで吾輩たちが労働に駆り出されるネ？」

「俺一人じゃ時間がかかりすぎるから」

　その日の午後。コンビニから荷物を発送するため、お手伝いとして森もり野のと七なな海みさんを召喚。肌を焦がすコンクリート密林を、男子勢は段ボールを二個ずつ抱えながら歩く。

　正直、段ボールが結構重たくて、猛烈な日差しとの連携技が体力を急激に奪った。

「ほらほら、二人ともがんばって～」

　マイ電動自転車をスローペースで漕こぎながら、俺たちを先導する七海さん。女性ということもあり、自転車の荷台に荷物を括くくり付つける方法で、運搬を手伝ってもらっている。

　七海さん担当の荷物は小さめで、発送先も俺たちの荷物とは異なっていた。

「七海さん……ちょっと休憩を──」

「ダメです。コウくんを甘やかさないって決めてるからねぇ」

　七海さんの尻に敷かれるようになってしまった！

「コウくん、夏休みはしっかり三食バランス良く食べてる？　学校ではいつも購買とかコンビニのパンだったよねぇ」

「最近はコンビニパンの他に、スナック菓子とチュリオでバランスをとっているから大丈夫なん──」

「大丈夫じゃないよぉ。市販のものは添加物も多いし、主食、主菜、副菜をちゃんと考えて野菜や魚も食べないと病気になっちゃうから」

　さすが、上井草高校お嫁さんにしたいランキング一位の七海さん。喰くい気味で俺の貧相な食生活を全否定する嫁スキルは素晴らしい。

「でも……七海さんが心配してくれるだけで嬉うれしいな」

「甘い台詞で誤魔化されませんよぉ。改善されないようなら、コウくんの母親代わりとしてお弁当を作っていくからねぇ」

　お母さん、あなたのポジションを狙う期待の新人が現れましたよ。

「七海氏～、吾輩は昨日何も食べてないアル～。あ～辛いアル～」

「森野くんなら大丈夫そうな気がする」

「なんでアル!?　東雲しののめ氏と同じヒューマンなのにネ！」

　格差社会に泣く森野。七海さんは俺たちの扱い方を熟知してきた気がする。

「そういえば、この大荷物は誰のものなの？　森野くんのオタク趣味グッズとか？」

　七海さんも箱の中身が気になるお年頃。

「さりげなくディスられているようなアル……。妹がオークションで売るゲームとかネ」

「え？　森野くんの妹って、ちゃんとした人間だったんだぁ」

「東雲氏と同じような反応をしないでほしいアル！　空気嫁や画面の中じゃないヨ！」

　二人で森野をイジったり、七海さんに俺の食生活を心配されたりしながら、楽しい運搬作業とコンビニでの発送を終えた。

　バイト代替わりとして、レナトから千円をもらっていたのでアイスを購入。三人はコンビニの前で、アイスを食べながら休憩することに。

「夏コミまで約三週間アル。吾輩のサークルからレナトの写真集を出すなら、そろそろ撮影しないと製本が間に合わないコトヨ」

「最近いろいろあったから、夏コミのことをすっかり忘れてた……」

　夏コミは八月中旬。今日が七月の下旬なので、本を作るなら撮影を早く始めないと印刷が間に合わない……と、森野は言いたいのだろう。

「写真集は出せなくても、レナトにはレイヤーとして夏コミに参加してほしいんだ。引きこもりからの脱却もあるし、大勢のレイヤーが集まるなら、友達だって作れるかもしれない」

「学校に復帰する前の肩慣らしとしては、夏コミが最適かもしれないネ！」

　七海さんが「二人が私の知らない話をしてるぅ……」みたいな不満顔で、アイスを舐なめていたので、

「七海さんのアイス美味おいしそうだね。一口食べさせてよ」

「もぉ～、仕方ないなぁ。もうコウくんの彼女じゃないんだから、今日だけ特別だよ」

　お互いにアイスを食べさせ合うと、みんな笑顔で幸せ～♪

「アー、アー、吾輩には見えナーイ。バカップルリア充なんて見えナーイ」

　一人だけ両手で目を覆う不幸せな男は、あえて放置しておこう。それが友情だ。

「でも、レナトがコレクションを整理するなんて記憶にないネ。東雲氏がアドバイスでもしたアルか？」

「いや、別に片付けを強制したりはしてないと思うが」

　眉をひそめる森野の表情から察するに、違和感を覚えているようだ。

　その日のレナトは、慣れない掃除や片付けで疲弊したらしく、俺より先に寝てしまった。

　買ってきたコンビニ飯も、大好きなチュリオも、まったく口にしないまま。




「レナトさーん、そろそろコミケの準備を始めませんか？」

　翌日の夕方になっても、愛用の猫デザイン寝袋に包くるまって横たわる部屋の主あるじは、俺の言葉を受け流す。近距離なので聞こえていないわけじゃない。

　それなのに、屍しかばねの如く返事がないのだ。

「コミケに出るのが嫌になっちゃったの？　強制しているわけじゃないから、怖いのなら無理はしなくていいんだよ」

「…………………………」

　寝ているとは思わないが、俺に対してそっぽを向きながら身動きがない。

　うーん、いきなり決行した片付けといい、レナトから発せられる閉塞感といい……正常ではないことは明白。レナトと知り合って日にちは浅いけど、それくらいは分かる。

「俺、レナトを怒らせるようなことでもしちゃったかな？」

　横たわった状態で、ビクビクと左右に身体を揺らすレナト。どうやら俺の質問を否定しているらしい。

「もしかして……女の子の日？　うおっ!?」

　高速で転がってきたレナトのローリングアタックが足に直撃。

　女の子に対して失礼な質問だと認識しているが、強烈な反応が返ってきてホッとした。

　そのまま、俺の足元でまた沈黙を決め込む大きい猫。

「甘えんぼうのでっかい猫は……仕方ないな」

　俺はゆっくり屈かがんで、レナトが自分から話してくれるのを待つ。ちょっとしたワガママでも言うのかと甘く考えていた。美少女ゲームを買ってきてとか、服屋に着ていく服がないとか、俺が呆あきれながらも仕方なく承諾してしまう程度の悩みごとであればいい──と。




「……もう……この部屋には……来ないでください」




　鼓膜を突き抜けたのは、非情な通告だった。

「……どうして？」

　諭すように理由を尋ねてみる。レナトは寝袋から手を出し、自らのスマホを操作した後、俺に画面を突きつけた。

　ねこねこ☆ぶろぐ師匠。

　ねこねこ☆しゅべぇげりんが運営している個人ブログらしい。ブログに寄せられた数多くの応援コメントは、とある衝撃によって一瞬で視界から消し飛ぶ。




　ねえねえねえ　一人暮らしじゃないの？　僕　知らなかったんだけど

　お兄ちゃんと暮らしているなら　教えてくれればいいのに　それは裏切り行為だ

　秘密はよくない　よくない　僕と君のあいだに　隠し事はいらない

　世界は僕と君だけのもの　甘いマスクのチャラ男に　優しい君は騙だまされているんだ

　僕のほうが　君を大切に想っているよ　君もそうだよね　ＦＯＲＥＶＥＲ　ＬＯＶＥ

　そうだ　僕がお兄ちゃんになってあげる　僕の前だけで　かわいいコスプレをして

　だから　　　　　　　　　　　あんな男は　　　　　　　　　　　　いらないよね




　冷や汗が頰ほおを滴り落ちて、思わず息を吞のむ。

　コメントの文面から推測すると、森野への嫉妬ではない。配達員を装った小太りの男に、俺は〝兄〟と説明した。部外者で俺をレナトの兄だと勘違いしているのはそいつだけ。

　レナトをコスプレ界から排除したいという、卑劣で遠回しな意思表示。

「……コウさんに万が一のことがあったらと思うと……怖いんです……。もう、ワタシなんかに関わらないほうが……いいんです……」

「レナト……」

「……も、もう何もしません……。コスプレなんか始めたから……ワタシみたいなぼっちが調子にのったから……周りの人にまで迷惑を……」

　言葉の意味にようやく気付いて、咄とつ嗟さにクローゼットや衣装ケースを開けたときには、もう遅かった。

「コスプレ衣装が……ない」

　俺は馬鹿だった。大馬鹿だった。なんで不自然さを疑問に思わなかったんだ。

　昨日、発送した段ボールに詰められていたのがコスプレ衣装だったなんて。

「……ダメなんです……。ワタシがコウさんに関わると……あのときみたいに壊れて……気持ちを……無意識に……土足で……踏ふみ躙にじってぇ……」

　レナトが悲痛な感情を絞り出す。俺たちは、出会って間もないはずなのに──

「……戻るだけですから……。また……一人に戻るだけですから……。だから──」

　レナトは息を吸って、強く言葉を押し出す。




「もう……ワタシのことは忘れてください」




　以降は口を噤つぐみ、頭部まですっぽりと寝袋に潜り込んでしまうレナト。

　その場ば凌しのぎの気休めを並べたところで、どうにかなる程度の軽い問題でもない。

　俺はあえて場に留まろうとはせず、自分の私物を持って部屋を後にする。

「俺は自分の保身のために去るんじゃない。そうする必要があるんだ」

　と、ミノムシ状態のレナトに言い残して。




　レナトにだって落ち着く時間は必要だろうし、俺自身やれることがまだあるはず。

　しかし、レナトを完全孤立状態にするのは不安だ。俺が私物を持って去ったことを喜んだ不審者が、レナトへの奇行をエスカレートさせる可能性もある。

　ここは頼れる助っ人に接触を試みよう。その相手、スマホはおろか携帯電話すら持たない懐古趣味な人間性なので、プライベートにこちらから連絡をするのは初めてだ。

　小学生の頃は学校か剣術道場に足を運べば、大抵は会えていたから。

「あの頃と番号が変わっていなければ、家いえ電でんに通じるはず……」

　アパートから外に出た俺は、記憶に残る番号へ電話をかけた。

　数回のコールが耳元で繰り返されて、ふいに途切れる。




「もしもし、枚ひら方かた柚月ゆづきさんのご自宅でしょうか？」




　　　　　　　　※




　……もう、何時間が過ぎたのかな。

　コウさんの優しげな声が、吐息が、温もりが──ワタシの前から無くなってから。

　お腹……減ったな。

　そういえば、昨日から何も食べていない。ネット通販でまとめ買いしていたレタス太郎を一つまみ。

　辛いときでも、お腹は減る。喉も渇く。

　ムクリと起き上がり、冷蔵庫からチュリオを取り出して、チビチビと飲む。

　物が少なくなって閑散とした部屋を見渡す。驚くほど静かで、広く感じられて。

「慣れてる……慣れてる……」

　自分に言い聞かせるよう、そう連呼した。

　三ヵ月あまり前に学んだはずだった。肝に銘じたはずだったのに、愚かな願望を繰り返してしまった。元々、人の温もりを知ってはいけなかった。優しさを知ってはいけなかった。

　知らなければ辛さを味わうことがなかったから。失うことの虚無感を知ることはなかったから。そのことは、よく理解していたつもりだったのに。

　寂しいからって、コウさんの優しさに甘えてしまって。優柔不断だから拒絶できなくて。

　だから、神様が罰を与えたんだ。

　ぼっちが調子にのって大勢の人へ迷惑をかける前に──有頂天まで持ち上げてから、奈落へ叩たたき落おとされる。

　ワタシは這はい上あがれない。一人では絶対に這い上がれないのを、神様は知っている。




「そういえば、最近は動画サイトを見てなかった……」

　独り言。相手がいないので、全て独り言。

　スナック菓子を頰ほお張ばりながら、パソコン画面を眺める。カーテンを閉め切った薄暗い部屋は、時間の感覚を狂わせた。

　時折、鑑賞していた動画の仕様で画面が黒くなる。そこに映り込む自分の顔は、生気が感じられないほど醜かった。目を背けたかった。

　だけど、これが本来の自分。かつての幸せな自分は、まぼろし。夢でも見ていた。現実から目を背けるため、ずっと寝ているんだ。心の中は、無意味な現実逃避で縛られる。

　コウさんは存在していなくて、ワタシはぼっちで部屋に引きこもっている日常。

　そう、戻っただけ。やがて、誰にも悲しまれずに一人で死んでいくだけの日常へ。

　わかっている。わかっているのに──

「うっ、うう……うえぇええ……ぐすっ、はぁ……うええん……」

　涙が……止まらない。胸が締め付けられて、痛くて、寂しくて。どうして、閉とじ籠こもった殻の内側に……あなたは穏やかな笑顔で現れるのだろう。何度も、何度も。

　辛いから、あなたは助けてくれる。だから、ワタシはもっと泣いてしまう。

　瞳から流れ出た水分を補給するため、チュリオを飲んでみても、

「ふ、ふえぇええ……しょっぱいよぉ……」

　口元まで流れる涙と混ざり合って、甘い炭酸飲料がしょっぱく感じる。

　口直しにレタス太郎をかじってみても、

「こっちもしょっぱいよぉ……」

　これはソース味なので当たり前。

「……けほっ……かはっ……は……むぐぐっ……」

　豪快にむせる。




　全てがリセットされたような喪失感を味わったのは、初めてじゃない。

　春先に学校へ行き始めた頃にも、同じ感覚を味わったことがあった。

　あのときワタシは生まれて初めて──友達と呼べるかもしれない女の人ができて、自分を助けてくれた男の人に胸の鼓動を狂わされた。




「……やだよぉ……。何もしないぼっちのエリートなんて……」




　また学校に行きたい。また友達がほしい。唯一の道みち標しるべであるコウさんを失ってしまったら、ワタシの人生は──詰む。敗北のエリートとして、失敗のスペシャリストとして死ぬ。

　変わりたい。ワタシは──逃げ続けて得たエリートの称号なんてイヤだ。

　ぼっちという事実は覆せなくても、学校に通って、自分から友達を作ろうと足あ搔がいて、『結果的にぼっち化する勇気を持ったぼっちエリート』でありたい！




「……そ、そりゃああああああああああああああああああああーーーーーーーーっ!!」




　寝袋を脱ぎ捨てたワタシは駆け出した。弱虫ミノムシから、孤高の黒猫へと脱キヤス皮トオフ。

　立ち上がった瞬間、低血圧による立たち眩くらみが襲うも、ずしりと重い両足を、前へ前へと交互に突き出す。

　極度の運動不足なダメ猫。でも、取り柄がないダメ猫だってやるときはやる！

　黒猫着ぐるみパジャマのまま玄関を飛び出すと、昼すぎの殺人的な直射日光が上空から降り注ぐ。数ヵ月ぶりの日光は、ワタシを天国へ導かんとしているかのよう。

「は、はわあ……はわわわぁ……」

　脳がぐわんぐわんと揺れて、アパート前の景色が二重に乱れる。

　引きこもりエリートには拷問すぎる戦場を、ワタシ史上最高速度で走り始めた。

　周りの人から見れば、亀より遅いかもしれない。ワタシを見ているだけで、素早いウサギになった感覚を堪能できるかもしれない。

「はぁ……はぁ……ワタシは亀じゃない……。猫なのにゃぁあああああああああ……!!」

　速い！　ワタシは速い！　猫だから！　そう言い聞かせれば、気持ちは折れない！

『マトリちゃんコスの女の子が、死にそうな顔でジョギングしてる』という視線で通行人からカメラを向けられたけど、足を止めてはいられない。

　ＳＮＳにアップするなり、エロ画像とアイコラするなり好きにして！

「ママー。あのねこさん、ぜんぜんまえにすすんでない～」

「あれはワザと遅く走って、深手を負っている戦闘中のキャラになりきってるのよ」

　違うよぉーっ!!　これで全力なんだよぉー!!

　通行人の怪け訝げんな声や視線が嫌というほど掃射されても、余裕がないので完全に無視。

「今は早く……コウさんに会いたい……！」

　アパートから数十メートルしか走っていないのに、胸が苦しくなってくる。酸素を小刻みに取り入れざるを得ず、過呼吸の一歩手前に陥る。

　足首や膝も千切れそうなくらいの激痛。正直、蹲うずくまって泣き喚きたい。

　強くなるんだ。コウさんに褒められるくらい、強くなるんだ。

「はぁ……はぁ……くっ、はっ……ひぃ、ふう……はぁ……ぜい……」

　自分の嗚お咽えつや呼吸音しか聞こえない。激しい眩暈めまいがしてきて、風景がぼやける。

　もつれた足でバランスを失い、前のめりに崩れ落ちる自らの身体。

　車のようなエンジン音が近づいている……。

　誰にも必要とされない野良猫は車に轢ひかれて……野垂れ死ぬのかな。




　ダメ……四よつん這ばいになっても、コウさんを見つけてみせる……。

　だって……それが猫の生き様だからぁ……………………………………………………。




「レナト」




　──声。

　もう戻ってこないと思っていた人の声。

　灼しやく熱ねつの地面へ倒れたはずなのに、苦痛をまったく感じない。

　それどころか、安心する匂いと感触がワタシを包み込む。

　そうかぁ……ワタシ、死んだんだぁ……。

　人生の最期に最高の夢を見させてくれるなんて、神様も粋いきな計らいをしてくれる。

　そして、ワタシは眠るように瞳を閉じた。




　　　　　　　　※




「ぐへぇへへへ……コウしゃあん……そこはダメですぅ……」

　涎よだれを垂らしながら、夢心地なレナトの頰ほおを指で突いてみると──

「ふ、ふえぇ……はにゃああぁ…………ファ!?」

　閉じていた瞳がビクッと開眼。

　ぼーっとした寝ぼけ眼で、床に横たわりながら左右を見渡す。

「……あ、あれ……ワタシの部屋……し、死んだはずなのに……」

「へぇ～、猫から幽霊設定に変更するんだ」

　傍らで見守っていた俺の声に気付いて、顔をこちらへ向けるレナト。

「こ、ここここ、コウさん!?　ど、どどどどど、どうして!?　あっ、にょわわわぁああああああああああああああああああああああああああああ…………」

　驚いて身体を起こそうとした瞬間、ロボットダンス風の悶もん絶ぜつを繰り出しながら、発情した猫と聞き間違える鳴き声を披露。

　どうやら、全力で走ったせいで身体のあちこちが悲鳴をあげているようだ。

「びっくりしたよ。『灼熱の屋外をマトリちゃんコスの女の子が彷徨さまよっている』って画像付きの呟きをＳＮＳで見つけてさ。画像のＧＰＳ情報を元にすぐ駆けつけて、ここまで運んできたんだ」

「さ、彷徨ってたわけじゃ……あ、あれは、コウさんを探しに……」

　そう言いかけて、啞あ然ぜんとするレナト。




「だ、段ボールが戻ってる……」




　改めて部屋を見渡して、変化に気付いたらしい。

　殺風景だったレナトの部屋には、十箱ほどの段ボールが積み重なっていたからだ。

「こ、コウさん……こ、これって……」

「レナトが売ってしまったコスプレ衣装。全部買い戻すのに、二日かかってしまったよ」

「え、ええぇ……？　そ、そんなに経っていたとは……」

　引きこもりによって日付感覚を失っているレナトは、まさか二日も経っているとは思っていなかったらしい。

「……って、全部買い戻した……んですか……!?　衣装は段ボールで小分けにして……関東以外の人にも売ったのに……」

　レナトが驚くのも無理はない。

　東京や関東近郊に加えて、西日本や東北方面の人も落札していたからだ。

「幸い、発送先の住所は吾わが輩はいや東雲氏、七海氏が覚えていたからネ。吾輩のサークルメンバーであるファントム・ほるもん氏が運転する車で、吾輩たちは奔走したヨ」

　部屋の入口に立っていた森野が、事情を補足説明した。

　ファントム・ほるもん氏とは、路上でレナトの写真を撮ろうとしていたカメコの一人。

　森野が協力を依頼するとノリノリで受諾してくれたオッサンだ。愛車がマトリ仕様の痛ハイエースだったので、四人＋十個ほどの段ボールを積載することができたのである。

「そ、それじゃあ、いっぱいお金かかったんじゃ……。高速代とかガソリン代は……」

「ダイジョーブ。ファントム・ほるもん氏曰いわく『独身中年の有り余るお金を、愛する娘のために使うことができて本望ですぞ』らしいネー。ご褒美として、コミケで写真でも撮らせてあげてほしいコトヨ♪」

「……今度会ったら……おじさん、ありがとうって……頑張って言うね……」

　そんなことをしたら、ファントム・ほるもんさんは幸せすぎて絶頂死を迎えそうだ。

「吾輩やファントム・ほるもん氏が落札者を訪問しても、居留守を使われて大変だったネ。東雲氏と七海氏が訪問すると、室内に招き入れるアル。格差社会に吾輩は涙したネ……」

「痛車で乗り付けたカメコがいきなり自分の家に来たら、普通は怖いだろ」

「カーッ！　その考えがイケメンとキュート女子の上から目線ネー。買い戻しを渋った女性に対して、必殺の笑デイ顔・ス日マイ和リングで心から堕とす手法は、天才結婚詐欺師みたいだったヨ」

　俺たちのくだらない雑談を聞いていたレナトが、口元を押さえてクスリと笑った。

「レナトが一円で売ってくれていたからさ、買い戻しの費用もあまりかからなかったよ。もう勝手にこういうことしちゃダメだからな」

　俺が右手をあげると、レナトは小突かれると覚悟したのか、咄とつ嗟さに両目を瞑つぶる。

　そのまま、レナトの頭へ右手をポンっと添えた。

「俺はキミの前からいなくならないよ。俺はキミを守りたい。生まれて初めて、自分の意思でそう決めたんだ」

「コウ……さん……」

「だからさ、レナトがやりたいことをやれば良いんだよ。俺や森野……その仲間たちはレナトの味方なんだ。卑劣なストーカーなんかに、俺たちの関係は壊せない」

　泣き虫な猫の見慣れた泣き顔だが、今度は晴れやかな涙。

「ありがとう……ございます……。ありがとう……ございます……。ううっ、ぐすっ……」

　不安が吹き飛んで、安あん堵どした瞬間に溢あふれ出だす暖かい感情は、涙腺を簡単に崩壊させた。

「お、お兄ちゃんも……ありがと……」

　泣きながら恥じらう妹から、極小の声でお礼をもらった森野の眼鏡も崩壊。

　妹のデレが珍しすぎて、喜びを超越した放心状態に陥ったらしい。




　一ひと先まず、アパートの外に出た俺と森野は、車内で待たせていた七海さんとファントム・ほるもんさんに改めて頭を下げた。

「七海さんにも心から感謝してる。レナトも礼を言っていたよ」

「いやいや、旅行みたいで楽しかったから気にしなくて良いよぉ。こんな経験、なかなかできないからねぇ」

　移動時間を利用しての車中泊で疲れているだろうに、笑顔で接してくれる七海さんに心の底から感謝した。困ったときは七海さんに頼っている気がする。

「ファントム・ほるもんさんも、ありがとうございます。これ、例の報酬代わりです」

「う、うおーーーーーーーーーーーーーーーっ!?　我が人生に悔いはないですぞ……」

　レナトの猫パーカースク水ニーソ画像をスマホでチラ見せすると、ファントム・ほるもんさんは絶頂寸前の顔に。俺たちは電話番号を交換して、奇妙な友人関係になった。

「根本的な問題は解決してないネ。東雲氏はこれからどうしていくアル？」

「俺はレナトを救うヒーローじゃない。ただのＳＡＤＳサツズなんだ。それならＳＡＤＳサツズの流儀で、レナトを狙うクズを……消すだけだ」

「フゥーっ！　久々の獲物を狙う冷たい瞳ネーっ！　吾輩たちも、もちろん協力するアル！　倍返しネ！」

　散々、好き勝手やってくれたなストーカー野郎。レナトを追い込んで、泣かせて、大好きなコスプレを奪おうとした罪は重い。今度はお前らが狩りの標的になるんだ。

　物陰から悪意を向けてくる卑劣なハイエナを、俺の手のひらに引きずり出してやる。

「決戦は夏コミだ。たとえ泣いても嫌がっても……許さないよ」




　　　　　　　　※




　七海さんと森野は、ファントム・ほるもんさんが車で送ってくれるというので見送る。車が見えなくなったところで、俺はアパートの屋上に佇たたずむ人影を見上げた。

　俺と目が合った人影は、軽快な大跳躍から俺の前へ着地。相変わらず、常人離れした身体能力の持ち主だ。

「この二日間、周囲に怪しい敵影はなかったぞ。夜道で馬鹿騒ぎする無骨者や、近所で窃盗した盗ぬすつ人とを蹴散らして警察へ突き出した程度だ」

「あはは……さすがの強さだね」

　この苦笑いしてしまう戦闘力の持ち主は枚方さん。

　木刀を片手に握る彼女には、レナトの周辺警護を依頼していたのだ。

「枚方さん、ありがとう。レナトの周辺警護なんて枚方さんにしか頼めなくて」

「礼などいらん。私は東雲甲こうと不ふ埒らち者が大嫌いなだけだ」

　いつもの刺とげ々とげしい言葉を返し、枚方さんはこの場から立ち去ろうと踵きびすを返す。

「正直、枚方さんに依頼を引き受けてもらえると思わなかったんだ。俺からの依頼だったし、断られるんじゃないかと」

　俺の言葉を聞いた枚方さんは、数秒ほど沈黙した。何か思い耽ふけっているような。

「罪滅ぼし……なのかもしれん。あの娘への──」

「え……？」

「狡ずるくて愚かだった女の後悔だ。忘れろ」

　あの娘とは、もしかしてレナトのことなんだろうか。

　思い返してみれば、先日も路上でレナトを守るために戦ってくれたし、今日だって〝レナト〟という名を出したら護衛を引き受けてくれた。

　枚方さんの存在はレナトへ明かさないこと、という条件を出されたのも奇怪だし。

　背中に哀愁を漂わせながら、枚方さんは今度こそ帰るために歩を進める……も、

「枚方さん、ちょっと待って」

「……なんだ？」

「苺いちご大福を買って来たんだけど、報酬の代わりにどうかな？　昔から好きだったよね」
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　好物に反応した枚方さんの動作が一時停止。

「いらないなら俺が食べちゃうけど。もったいないし」

「食べるっ！」

　煽りを真に受けた彼女は、即座にクルリと反転。ぐぬぬ、と唇を嚙かみ締しめていた。

「あと、ハッピーパーンもあるけど」

「……魔法の粉は多めか？」

「もちろん、枚方さんが好きなパウダーＭＡＸ」

「それも食べるっ！」

　苺大福と洋風煎餅を同どう梱こんしたビニール袋を、素早く受け取った枚方さん。

　俺にペースを握られて悔しいのか、頰ほおを赤らめながら瞬時に姿を消す。

「ああいう素直なところは、昔から変わらないなぁ」

　初々しい記憶を思い出しながら、子供の頃と変わらない夏空を見上げた。
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　八月某日。いよいよコミケの日を迎えた。森もり野のが説明したコミケ会場へのルートはこうだ。

　最寄り駅から新木場へ電車で移動。そこから、りんかい線へと乗り換えて、国際展示場駅で下車するのが一般的らしい。レナトへの負担を考慮して、俺たちはファントム・ほるもんさんの車で新木場まで送迎してもらうことになった。

　早朝五時すぎにはアパートを出発したので眠気が半端ない。ゆっくり朝食をとる時間もなかったことから、予あらかじめ持参しておいたコンビニの軽食を車内で頰ほお張ばる。

「レナトもサンドイッチ食べる？　まだ朝ご飯食べてないでしょ」

「……あ、ワタシは……だ、大丈夫です……ぺろっ……」

　そこには、予想だにせぬ信じられない光景がっ!?　と、大げさなナレーションをつけたくなるレナトのぺろぺろ。小瓶に入った塩を手に振りかけて、小さい舌でぺろぺろと舐なめているではないか。俺の……育て方が間違っていた。

「レナト、キミって子は……」

「……か、可哀そうな人を見る目はやめてくださいぃ……。こ、コミケはトイレが大敵なんです……。と、トイレはかなり並ぶみたいですし……大手サークルの列に並んでいるときにトイレに行きたくなったら……地獄なんです……」

「水分・食料断ちはコミケガチ勢の常識ネー。吾輩は前日から何も食べてないヨ。そもそも、飯やトイレの時間なんて買い子には存在しないネ。並んだ列は死んでも譲らないネ」

　今、初めて「この二人はやっぱり兄妹なんだなぁ……」と切なくなった。

「……そ、尊敬するきらきら氏に教えてもらいました……。こ、コミケの作法が分からない的なことを呟つぶやいたら……メッセージが来て……塩を舐めておけば、脱水症状は回避できるだろうと……」

「鍛えられたガチ勢の流儀を、貧弱なレナトに吹き込むなよ……。ゼリー飲料を持ってきたから、お腹が減ったら飲むんだぞ。あと、おでこを冷やすシートもあるからね」

「……は、はい……。が、がんばります……」

　娘の遠足を心配する父親か、俺は。不安でたまらないんだが。




　駅の近辺で車から降りた俺たち一行は、りんかい線への乗車を目指すも、ホームの時点で異様な混雑に巻き込まれる。揉もみくちゃにされながら、かろうじて乗車。

　あとは目的地への到着を待つだけなのだが──

「……ひゃ……ひゃぇあぁぁ…………」

　レナトさん、志半ばで死す。

　魂が抜けたように呆ほうけて、口をあんぐりと開けながら乗車口近くに突っ立っていた。

　レナトは電車トレイン処ヴアー女ジンでもあったらしく、今日初めて電車に乗ったという。

　ＩＣカードの使い方が分からず、自動改札でブザーが鳴り「ふ、ふにゃぁああああああああああああああ……」と錯乱していたのは可愛かったんだけどさ。

「……あっああ……ふあぁああああ…………おにゃぁあああああああああああ……」

　カーブで遠心力がかかると、豊満なおっぱいごとドアへ押し付けられるレナト。

　俺はレナトを庇かばうようにして立っているのだが、通勤通学ラッシュを超越した異常な人混みの圧力は、前後左右へ一歩踏み出す余裕すら与えてくれない。

「会場まで車で行くことはできなかったのか？」

「当日搬入組以外は不可能アル。会場の駐車場も封鎖されるネ」

「なるほど……どうりで電車が混雑するわけだアッーーーー!?」

　電車の揺れでバランスを崩した俺は、レナトへ覆おおい被かぶさったような体勢に。背後から強引にレナトへ身体を押し付けているようだ。

『痴漢連鎖』でも、同じシチュエーションが結構見受けられたような……。

　鼻び腔こうを撫なでる女の子の香りは、俺を惑わせる媚び薬やくとなってしまう。

　意識しないように努めていたのに、そんなフェロモンを撒まかれたら……ＳＡＤＳサツズ衝動のスイッチが──相手は（たぶん）小学生なのに。ロリ巨乳の小学生なのにィ……。

「なんだ？『痴漢連鎖』と同じようなことしてほしいのか？」

「ちょっ……ち、違いま……やっ……だめですぅ……！　こ、こんなところでぇ……」

　レナトの身体を背後から弄らざるを得ない。

　痴漢プレイ？　いいえ、違います。これはＳＡＤＳサツズトレーニングなのです。

「恥辱に耐性をつけることで、人前でのコスプレをしやすいようにメンタルを改善できる効果があるんだよ」

「は、はい……。で、ですが……こんなところで……」

「これからレナトは、大勢のカメコにエロい目で犯されてしまう。ここで身体を弄られることで、予め慣れるんだ。痴漢される恥ずかしさに比べたら、撮影なんて恥ずかしくない」

「……ひえぇ……勢いで誤魔化されているような気がぁ……あっ、ふあぁ……」

　パーカーの上から下乳の周辺を撫でたり、スカートごと太ももを揉もみ込む。逃げようと身体をよじるレナトだが、逃げ道などないんですよ。満員電車という監獄にはね。

「本当にお前は淫乱だな。隠してきた性欲がどろりと溜たまって漏れているぞ、ここに」

「……だ、だめですよぉ……。あっ、はぁっん……んん……はぁ……」

　痴漢連鎖先輩から学んだ台詞を耳元で吐きながら、レナトの下腹部に手を這わせた。

　軽快な手つきで円を描くように撫でると、敏感に伝わるエッチな震え。

　未知の快楽から逃れようとするレナトだったが、この人口密度では逃げ場がない。

　喘あえぎを必死に押し殺すしか選択肢がないのだ。

　そろそろ、快楽の彼方かなたを見せてやる。

　意識を集中させて妙技を発動しようとしたとき、目の前の乗車口が左右に開放された。

『──国際展示場～国際展示場～』

　火照った脳を常温に戻すアナウンス。車外へ飛び出していく人の群れに押し出された俺とレナトは、猛烈に照れ臭くなって瞳を逸らす。リアル犯罪者にならなくて助かったぁ。

「あの二人はもう着いたのか？」

「吾わが輩はいたちは予定時刻より遅れているアル。もうここで待っていると思うヨ」

　待ち合わせ場所に指定していた駅の出口へ向かうと、

「ふあぁああ……おはよぉ」

　改札を抜けた先には、朝が弱いため寝ぼけ眼の七なな海みさんが待っていた。

　今どきのオシャレ女子に相応ふさわしい肩出しカットソー、デニムショートパンツ、足元は裸足にカジュアルサンダルの組み合わせは渋谷原宿だと自然に溶け込む。だが、コミケというオタクの戦場では逆に異質でかなり浮く。

「うひょーっ、七海氏のリア充オーラが眩まぶしいネ！　記念に一枚撮らせてほしいアル！」

　大興奮のあまり、全身を撮り始めた森野。

　同類だと誤解されたくないので、あからさまな距離を置く。

「今日は七海さんに紹介したい子がいるんだ」

　俺の背後に隠れながら縮こまっていたレナトの背中を、軽く押してやる。すると、七海さんの眠たげな瞳が微妙に開き、興味を示したような兆候を見せた。

「れ、レナト……です。今日はよ、よよ、よそしくおねがらみましゅ……」

　レナトさん、緊張で嚙かみ嚙かみ！　思わず俺が噴き出してしまった。

「七海です！　あーっ、この子が森野くんの妹さん？　小さくて可愛いねぇ～♪」

「……ちょ、ちょ……ふえぇええええええ……」

　七海さんが眠気を完全払拭。一目でレナトを気に入ったらしく、全力で抱き着く。

　溢あふれ出でるリア充の気配に萎縮するレナトは、されるがままに硬直していた。重度の人見知りなレナトにとって、いきなり七海さんの煌きらびやかさはハードルが高かったか。

　臆病な野良猫と人懐っこいマンチカンくらい異なる境遇の両者だし、自己紹介できただけ成果は上々と捉えておく。

「七海さんたちは先に会場へ行ってくれないかな。俺の知り合いもコミケに来たらしくて、簡単に挨拶しておきたいんだ」

　少しの間だけレナトと離れる必要があるため、俺はそう提案。コスプレ衣装が詰め込まれているキャリーケースを七海さんへ託す。詳細を知らないレナトはやや首を傾げるも、

「自己紹介も終わったところで、さっさと会場へ行くあるネ～」

「お邪魔みたいだし、わたしたちは先にいこっ♪　レナちゃんも早く♪」

　気を利かせた森野と七海さんがナイスアシスト。俺以外の三人が一足先に会場へと歩を進めたので、俺はレナトの華きや奢しやな背中を見送った。




「今日は〝こみけ〟とやらの祭りで警護をすればいいのだな」




　聞き慣れた声で正体はすぐに分かったけど、気配もなく背後に忍び寄るのはやめていただきたい。暗殺者アサシンの末まつ裔えいか、枚ひら方かたさんは。

　冷や汗を流しながら振り返ると、夏休み中にも拘かかわらず制服姿で竹刀袋を持参。もちろんコスプレ制服ではなく、上井草高校指定の見慣れたものだ。

「それにしても、どのような祭りなのだ？　重要な警護案件があるというので来てみれば、撮影男の同種が同じ方角へと駆けていくばかりだぞ」

　撮影男とは、もちろん森野のことである。量産型森野たちがコミケダッシュとやらをしている風景は、枚方さんの目に奇怪な印象を与えているのだろう。

「自分で描いた同人誌を売ったり、レイヤーがコスプレをしたりするイベントなんだってさ。俺も詳しくは説明できないけど、アニメファンが順番待ちのために急ぐらしいよ」

「どうじんし……？　れいやあ……？　こすぷれ……？」

　予想通り、枚方さんの頭上には数億個の疑問符が咲いた。

「要するに、あにめえしょんを好む者たちの文化祭か。昔から校内行事の警護は慣れているのでな、今回も完遂してみせるぞ」

「ざっくり言えばそんな感じかな。森野曰いわく数十万人規模が押し寄せるらしいから、いつもより難しくなると思うけど、レナトをお願いね」

「……………………善処する」

　微妙に目を細めた枚方さんだったが、静かに頷く。

　七海さんにレナトの世話を手伝ってもらい、不審者への威嚇は枚方さんに協力を仰いだというわけだ。着替えやお手洗いを考慮すると、男性の俺では守備範囲に限界がある。

　あわよくば、二人がレナトの友達になってくれれば──という淡い期待も込めて。

「東雲しののめ甲こうに言いたいことがある。私に相談事を持ちこむのは許すが、実家に電話してくるのはやめろ」

「え、どうして？」

　理由を尋ねると、枚方さんがプチ怒り顔でこちらに詰め寄ってくる。

「母かあ様さまが電話番なのは知っているだろう。貴様からの電話だと……いろいろ勘繰られて大変なのだ……っ！」

「あー、声を弾ませながらよく聞かれるよ。甲ちゃんは、ゆずちゃんとのお付き合い──」

「ここで口に出すな……っ！　とにかく、面倒なので家に電話するのはやめるのだ……！」

　周囲の雑音に搔かき消けされる程度の小声だが、強い口調で警告してくる枚方さん。せめて携帯電話くらい使えるようになってくれないと、懲りずに実家へＴＥＬします。枚方さんのお母さんとお喋しやべりするのは、昔から楽しいしね。

「できれば、レナトと会ってやってくれないかな。枚方さんは孤高な気き質しつだから、意外にレナトと相性良さそうだなーと思って」

「仲良く……なれるわけないだろう。私のような馬鹿女が……」

　枚方さんは非力な声色で視線を落とし、握った拳を震わせた。相手に威圧感を放つことは日常茶飯事な彼女が、弱々しい仕草を曝さらけ出すことは滅多にないのに。

　そんな彼女を目の当たりにして、これ以上レナトの話をすることができなかった。

「……私は陰に身を潜めながら、貴様たちの周囲を警戒する。それではな」

　居心地が悪そうに去りゆく枚方さんの肩を咄とつ嗟さに摑つかむ。

「枚方さん……木刀は駅のコインロッカーへ置いてきて。もし会場で木刀を振り回したら、長なが物もの禁止令が復活して大迷惑って森野が口うるさく言ってた」

「なん……だと？　剣は幼少期からの友……それを捨て置けというのか!?」

　ごねる枚方さんを五分間ほど説得し、ようやく各々の任務へ就いたのだった。




　　　　　　　　※




　○ Girls side




　サークル参加者や先行入場通行証が当選したレイヤーは、一般参加者よりも早く会場へ入ることができるため、ワタシたちは長蛇の列を華麗に追い越して会場内へ。

　お兄ちゃんは自サークルの設営があるので、途中で別行動になった。

「う、うぐ……ふえぇ……」

　すでに待機組の膨大な人壁で酔ったし。人類多すぎ……ワタシのメンタル雑魚すぎぃ。

　コウさんから預かったキャリーケースを七海さんが引いて、ワタシたちは会場内の女子更衣室へ移動。先行入場通行証を提示して入場した更衣室は、一般的なロッカールームではなく無機質な広いホール。

「女子だけなら恥ずかしくないけどさ、もう着替えを始めている人が結構いるんだねぇ」

　七海さんが広大なホールを見渡しながら驚く。ワタシたちが入場したときには、すでに数十人が自慢の衣装に袖を通していたり、派手なメイクを施している最中だった。

「……い、一般入場が始まると、ここは一時間待ちになる……みたいです……。が、ガチ勢は開場まで五時間待って……更衣室に入るまで一時間以上待つ……らしいですよ……」

「そうなんだぁ。ハロウィンみたいに賑にぎやかで楽しい祭りになりそうだねぇ」

　七海さん　ＩＳ　ＧＯＤ。向こうから積極的に話しかけてくれるので、ワタシは受け身でいられるのが気楽。会話が途切れないから、気を遣う必要がない。

　うへぇ……笑顔も素敵だし、ワタシが男だったら勘違いして惚ほれてしまいますね。

「あ、あの……こす、コスプレ……嫌じゃないですか……？　む、無理しなくても……」

「ううん？　むしろコウくんにお願いされたときから興味津々で、すぐ快諾したんだよぉ」

　ありがてぇ……。女神はここにいたのにゃあ……。

　ワタシ一人でニヤニヤしながら、お互いに着替え始めた。こういうの友達っぽい。更衣室で着替えながらの談笑とか、すごく友達っぽい。ワタシ、アキバ生まれ（噓うそ）コスプレ育ち。コスプレ好きはだいたいトモダチ。

「ねぇねぇ、どうかなぁ？」

　七海さんに呼ばれたので振り向くと、息を吞のむほど素敵なエ──────ックス！

　これは一昔前のエロゲで頻繁に見かけた奇抜デザイン制服の一つ。紫や赤といったコントラストのインパクトは絶大で、パフスリーブや結び目が大きい帯が特徴的な絶滅危惧種。

　そして、七海さんのしなやかな髪をまとめるエ──────ックスな、でかリボン。

　結び目で交差する軌道で、巨大なリボンが芸術的なＸを描いていた。

「……さ、サテライトキャノンさん……と、お呼びしても……いいですか……？」

「七海さん、のほうがいいかなぁ」

「え、ええええぇええ……？　そんな……」
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　四よつん這ばいで絶望するが、いつまでも落ち込んでいるヒマはない。ワタシもそろそろ仕上げないと。自前の衣装やアクセサリー、ウィッグを取り出して、メイク道具を床に展開。

　ここからは神経を研ぎ澄ましながら、二次元への扉をノックする作業なんだ。

　約二十分後──ワタシはリアルの姿を捨てて、別次元へと到達。素顔の原形は欠片かけら程度しか残っていないので、大量のカメコさんを前にしても大丈夫！　……のはず！

「わあ～、レナちゃんのコスプレかわいい～っ♪」

「あ、あり、ありがとうござ、うにゃぁああアアァアアアアアアあゝっももっもにょ!?」

　七海さんにいきなり抱き着かれて、二度と再現できない奇声を漏らしてしまう。

　いつもの黒猫着ぐるみを装備キヤス解放トオフし、魔法少女らしいファンタジーなデザインと黒を基調としたゴシックな雰囲気が混合した衣装。『魔法猫ろこもこ☆ホロロ～コロニー落とし編～』で、ネクストレベルに到達した魔法黒猫マトリの新コスチュームなのだ。

「あぁー、コスプレ姿も可愛すぎるよぉ。わたしの妹にしたいくらいだよぉ♪」

「あ、ああぁあああああ……はぁあああ……ふぇえええええええ……」

　衣装の説明すら不可能な勢いで、七海さんは頰ほおずりしてくる。

「……だ、ダメですぅ……。の、のの、ノンケなので……ゆ、百合ゆりはちょっとぉ……」




「あんた……もしかして、ねこねこ☆しゅべぇげりんちゃん？」




　七海さんと女子更衣室から出た瞬間、とある人物に落ち着いた声で話しかけられた。

『魔法猫ろこもこ☆ホロロ』の主役であるホロロのコスプレをした女性が、ワタシのほうに手を振りながら近づいてくる。

　こ、このリア充ゲージがフルスロットルな神々しさを放つ御お人ひとはぁ……っ！

「わ、わわわわ、ワタス、ワタ、ワタ、ス……ワ、タシ、はっ……お、おおおおっ……」

　あーっ！　初対面だから緊張して舌が上手く回らない！　変な子扱い確定だーっ……。

「いきなりビックリさせて堪忍な。ウチは〝きらきら†ミツバチおーがすと〟って名前で活動している女子大生レイヤーや。あんたの写真はネットでぎょうさん見たことあるもんで、もしかしたら～って思うて、つい声かけてしもうたわ」

「……ね、ねね、ねこねこ☆しゅべぇげりん……です……。わ、ワタシも、あ、ああ、あなたのことよく知っています……。いつも……ネットでは話しかけてもらって……」

　思考回路を硬直させながらも、身振り手振りを交えて感謝の気持ちを伝えた。

「大学生はヒマを持て余しとるから、レイヤーの話し相手がほしくてなぁ。ねこねこちゃんはコミケ初参戦らしいけどホンマなん？」

「ほ、ほほ、本当……です……。あ、そ、そういえば……コミケの作法……お、教えてくれて……ありがとうございました……。し、塩……舐なめて……が、がんばります……」

「レイヤーでもトイレは大敵やからなぁ。無駄な水分は取ったらアカンで。ほな、またコスプレエリアで会おうな～」

　素敵な笑顔で去っていくきらきら氏……超良い人っ！　人見知りには脂っこく聞こえる関西弁の人だけど、大人っぽくて背も高くて、ワタシの挙動不審さも気にしない大きな器。

　写真集は即完売でプレミア価格、大手サークルから被写体や売り子でのオファー多数な大人気コスプレイヤーが、こうして話しかけてくれるなんて……泣いてもいいですか。




　　　　　　　　※




　朝十時──夏コミ一日目がスタート。ジワリと気温が上昇していく屋外のコスプレエリアで、待ち合わせをしていたレナトたちを発見。レナトの新たな魔法猫コスを肉眼で拝見できたのも感動だし、七海さんの奇抜な制服コスにも胸が高鳴った。

　顔見知りということもあって、軽く右手を上げながら接近すると、

「ふぇ……？　は、はわわわぁ……」

　レナトはビクリと肩を跳ねさせて、七海さんの背後に隠れた。

「あ、あの……七海さんのお知り合い……ですか？」

「えっと、たぶん知らない人だと思うけどぉ……」

　はいはい、知らない人イジり的な流れね。

「あのぉ、凄くお綺き麗れいですけど……モデルさんか芸能人の方でしょうか？」

「東雲甲ですが」

　謎の静寂からの──

「えっ」

「えっ」

　ひらがな一文字のシンクロ。

「えーーーーーーーっ!?　コウくんなのぉ!?　テレビメディア用に運営側が仕込んだモデルさんかと思ったよぉ」

「し、しし、信じられない……です……。てっきり、七海さんのリア充友達かと……」

「二人して、そんなに驚くことないでしょ……」

　瞳を限界まで見開いて、驚きよう愕がくの声を響かせた七海さんとレナト。

　今の俺は、赤×白を基調とした膝丈ロングスカートの制服を着用して、鮮やかな赤色のロングヘアーウィッグをかぶっている。それに加えて黒ストとブーツを穿はいているのだから、体感温度は想像以上に高い。

「俺だって最初はおかしいと思ったよ。コスプレとはいえ、女装なんて俺くらいしかいないだろうって……。でも、だんだん分からなくなってさ、男子更衣室のはずなのに、出て行くときには皆、女の子になっているんだ。オッサンだろうがマッチョだろうが、手て馴なれた手付きでメイクに勤いそしんでいたんだよ。だから、俺のコスプレ姿は普通なんだなって」

「コウくん」

「はい」

「最近のコウくんってさ、たまに何言ってるか分からないときがあるよね」

　最近の七海さんは辛辣ツッコミを投げてくる……。甘やかしてくれた彼女はいずこへ。

「というか、女装するなんて聞いてなかったぞ。少年漫画の男キャラって話だったのに」

「……く、クズのほうのお兄ちゃんがこっそり……衣装を入れ替えていました……」

　あのクズがぁああああああああああああ……。後で会ったらスープレックスをかます。




　開場してから数分後、広大なコスプレエリアは一瞬で戦場と化す。

「ねこねこ☆しゅべぇげりん氏の晴れ舞台ですぞっーーーーーーー!!」

　ファントム・ほるもんさんを先頭に、フォーメーションを組んだ森野サークルのカメコたちが各々の配置へ。レナトをフラッシュの海へ引きずり込んだ。

　ＳＮＳやブログで告知していたので、森野サークル以外のカメコも続々と参戦。レナトはオタサーの姫へと祭り上げられた。

「ふ、ふぇええええええ……あ、あまり撮らないでくださぁああああい……」

「生ふぇえええええええ……いただきましたぞっ!!　怖がる仕草がたまらんですぞ!!」

　四方八方から浴びせられる生々しい男の眼差しに、悶もだえた声を隠せないレナトだったが、本心は嫌がっていないようだ。

「ふ、ふへへへへ……にゃあぁああああああああ……」

　時折、ニヨニヨと口元を緩ませていたからだ。次第に慣れてきて、撮られる行為が恥辱ではなく快感に変化しているのだろう。ＳＡＤＳサツズトレーニングの効果、我ながら恐るべし。

「こんこん☆えっぐまふぃん氏、こっちにもポーズお願いします」

「こうかなぁ？　えへへっ♪」

　カメコの要求に笑顔で応える七海さん。彼女の人気もレナトに負けず劣らず、隙間なく取り囲んだカメコの城壁で姿が確認できなくなるくらいだ。

　コスプレエリアの全女子を超越した美貌の持ち主なので、この異常な白熱ぶりは必然と言える。ちなみに〝こんこん☆えっぐまふぃん〟とは、七海さんのこと。

　レナトが事前に命名したコミケ用のハンドルネームだ。

　レイヤー、カメコ、スタッフ、見物人が大集結しているため、一段と周囲を警戒しながら、怪しい奴を炙あぶり出ださなくてはならないが──

「しのしの☆でぃくまいやぁ氏、こっちを向いて笑ってくれー！」

　どうして俺にもカメコが群がってくるんだよ！　身動きがとれないだろ！

　とりあえず愛想笑いを振ふり撒まいてみると、謝罪会見のようなシャッターの嵐。

　しのしの☆でぃくまいやぁ（仮名）は、女装姿を撮られている背徳感で押し潰されそうになりながら、公開処刑を無言で耐え続けた。

　それにしても、やたらと低い体勢の奴が数人いる。カメラを地面スレスレで構えたり、寝そべったりして、スカートの中を狙っているかのような……。

　執しつ拗ように向けられる不快な性的趣向を読み取った俺は、スカートを手で押さえた。

　俺がウンザリしていた……そのとき──




「我らがねこねこ☆しゅべぇげりん氏に、ローアングル行為は許さないですぞ!!」




　怒号が轟とどろいた。レナトの撮影スペースからだ。

　カメコの壁を抜き去ってレナトの元へ駆けつけると、周囲がざわついていた。

　ファントム・ほるもんさん率いるカメコ軍団と、一部の異端なカメコ軍団が一触即発の睨にらみ合あいに陥っている。

「様々な角度から被写体を撮影したいのは、カメラマンの性さがだろ？」

「ふざけるな！　オマエらの行為は撮影ではなくて盗撮ですぞ！　ねこねこ☆しゅべぇげりん氏はボクたちが守る！」

「言いがかりも大概にしとけよ、こらぁ」

　両軍ともに激げき昂こうし、摑つかみ合あいの乱闘騒ぎになる寸前、

「成人した大人が喧けん嘩かとか、みっともないからやめとき。ねこねこちゃん、怯おびえとるやん」

　臆せずに仲裁したのは、近くで撮影会を開いていた女性レイヤーだった。

　ぺたんと女の子座りで震えていたレナトの背中を、優しく摩さすってあげている。

「大丈夫かいな？　もう安心やで～」

「……あ、ありがとう……ございます……」

「カメコさんたちを嫌わんといてな。ローアングラーなんて一部のバカ連中やねん。まともな人のほうがずっと多いで」

　恐怖を宥なだめるような口調で、レナトを介抱している女性レイヤー。

「おおおおおおおっ！　何枚か撮らせてください！」

　人気レイヤー二人がセットになったことで、穏健派のカメコたちがシャッターを切って切って切りまくる。少女同士が寄り添う可愛さもあり、聡そう明めいな姉が弱々しい妹を護まもっているような、美しい一枚絵にも映る被写体となっていた。

「神聖な表舞台にローアングラーの居場所はない！　帰れ帰れーっ！」

　穏健派のカメコ軍団が、異端なカメコ軍団を非難する大合唱。場の空気が濁ったのを察したのか、舌打ちと悪態をつきながら、異端なカメコ軍団は撤収していった。

「ほるもんさん、何があったんですか？」

「その声、しのの……いや、しのしの氏か。実はな、ねこねこ氏のスカート下からカメラを滑り込ませて、盗撮を狙うローアングラーがいたんですぞ」

「俺のところにも何人かいました。あのローアングラーはグループなんですか？」

　小さく頷いたファントム・ほるもんさん。

「レイヤー盗撮集団……通称、下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ド。奴らは盗撮画像を収集したり、ネットに流したりして、性的欲求を満たしている。稀まれにアフターと称して、卑ひ猥わいな撮影会へ持ち込もうとする過激派の凶悪犯予備軍もいますぞ」

「ということは、あいつらの中にレナトのストーカーがいる可能性も……」

　俺の憶測に興味を示したのか、ファントム・ほるもんさんが耳打ちの体勢に。

「森野サークルのネットワークで仕入れた情報によると、下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ドに狙われているのは、新人レイヤーや人気急上昇のレイヤー。卑劣なローアングラーにより、経験の浅いレイヤーは恐怖を感じて、花が咲く前に潰れるパターンも少なくないですぞ」

「それが偶然の結果ではない……と言いたいんですか？」

「可愛い新人や人気上昇中のレイヤーを潰して、下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ドが喜ぶとは思えない。性的な趣向だけではなく、別の思惑が働いている気がしますぞ」

　ファントム・ほるもんさんが向けた視線の先には、レナトを介抱している女性レイヤーの姿が。レナトと出会った日、森野が彼女の素性を語っていた。

　俺は画像で確認したくらいだが、この女性レイヤーは同一人物だと断言できる。

　きらきら†ミツバチおーがすと。

　このコスプレエリアで、ナンバーワンの注目と喝采を浴びる女王蜂。

「自らの脅威になりそうな者を潰している……とは考えたくないですぞ。あくまで、可能性の話と捉えてほしいですぞ。ねこねこ氏の信者として、ライバルのきらきら氏を色眼鏡で見ているだけかもしれんが」

　まだ憶測の段階ではあるが、注意喚起をしてくれる。確かにネット上では様々な疑惑が飛び交っているが、根拠はなく信しん憑ぴよう性せいは薄い。頼れる姉貴分みたいな雰囲気で、新人潰しを画策する人には見えないけど。

「それと、もう一つ重要なことを伝える。ねこねこ氏一筋だったのに、コスプレ姿のしのしの氏へ浮気したいと思った自分が許せないですぞ」

「いいから森野んとこ帰れ」

　冷たくあしらわれたファントム・ほるもんさんは、サークルの手伝いへ戻っていった。

　遠くから微かに聞こえたのは「俺のカメラが破壊されてるーっ!?」といった、ローアングラーどもの汚い絶叫。目撃者の話によると、先程の下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ドが忍者コスをした何者かの奇襲を受けたようだ。

「忍者コスが似合いそうな知り合いはいるけど、コスプレなんて頼んでないしなぁ……」

　暗躍する必殺の仕事人に感謝しつつ、撮影会は賑わいと平穏を取り戻した。




　午後のローアングラーは、比較的大人しい。森野サークルのカメコたちが、意図的にバリケード陣形をとっているため、手出しが難しいようだ。

　謎の忍者コスプレイヤーにカメラが破壊された件も、尾を引いているのかもしれない。

「はあ？　誰の許可で写真撮っとんねん。裸に四よつん這ばいで出直してきいや」

「あ、ありがとうございます！」

　異様な熱気を拡散させているのは、きらきら†ミツバチおーがすと。膨大な数のカメコを罵倒し、女王蜂に口撃された者は昇天顔で感謝を述べる。

「おどれのようなニート野郎が、ウチのパンツを狙うなんて百年早いわ。いっぺん死んでこいやワレぇ」

「ああーーーーっ!?　ママに買ってもらった高級カメラがーーーーっ!?」

　ローアングラーのカメラを蹴っ飛ばした女王蜂。

　蹴飛ばされた本人は悲鳴をあげながらも、嬉しそうなのはなぜなんだ……。




　レナトの体力を考慮した俺たちは、コスプレエリアとして開放されている公園へ移動。テントが立ち並ぶイベントスペースを借り、休憩させてもらう。

　立ちポーズが多かったレナトの体力は著しく消耗しており、椅子に座った瞬間、

「……へ、へぁああああああああああああ……」

　という掠かすれた声を漏らしながら、テーブルに突っ伏す。

　そして持参していた塩の小瓶を握り、震えた手のひらに散布。

「ぺろっ……こ、これは塩っ……」

「ほら、汗拭かないと。ゼリーも食べてないでしょ。冷却シート貼るから、おでこ出して」

　塩をぺろぺろするレナトの顔周りをタオルで拭い、おでこにシートを貼ってやる。

　蓋を開けたゼリー飲料を差し出すと、突っ伏したままチューチューと力無く吸った。

「レナちゃん、無理はダメだよぉ。しばらく休んでいこうね」

「七海さんの言う通りだぞ。ずっと炎天下に晒さらされているんだから、そろそろ体調が悪くなってもおかしくない」

　うちわでレナトを扇ぐ七海さん。売れっ子アイドルの面倒をみるマネージャー状態の俺たちは、レナトに長時間の休憩を促す。

「身体の熱を早く冷ますには、首筋や腋わきを冷やすのがいいらしい。凍らせた保冷剤を持ってきているから、手を上げてくれ」

「……え、ええ、えええぇ……!?　わ、腋ですかぁ……!?　あ、あ……っ」

　モジモジと縮こまるレナトの左腕を持ち上げたことで、俺の前に降臨する白い聖域。

　ほのかに汗ばむレナトの腋は、てらてらと輝いて濃厚な色香を漂わせていた。

「……あっ、ああっ……つ、つめたっ……。い、いやっ……は、恥ずかしいですぅ……」

　保冷剤で腋をノックすると、連動してリズミカルに跳ねるレナトの身体。保冷剤と人肌の温度差で浮き出る水滴が、汗と混ざり合って白い腋を濡ぬらしていく。

「ま、待ってぇ……じ、自分でやりますから……」

「いや、俺にやらせてほしいんだ」

　でたー！　女性が怒りを鎮めてくれる妙技〝爽やかな冬朝──笑デイ顔・ス日マイ和リング〟がーっ！

　爽やかすぎる笑顔を目の当たりにして、レナトは「ふぇえええ……」以外、言い返せなくなってしまうのだ。

「これはトレーニングなんだ。レナトが夏コミを満喫しながら友達を作るには、万全の状態でコスプレすることが不可欠だから。俺がサポートするしかないんだ！」

「あ、やっ……ひ、ひえぇええええ……。つ、つめた、やっ、あっああ……！」

　エッチな声が止まらないレナトに触発されたのか、俺は時間を忘れて没頭するも──

「コウくん、いいかげんにしようねぇ♪」

　作り笑顔が恐ろしい七海さんに保冷剤を没収され、俺のサポートは打ち切られた……。

「……そ、そろそろ……さ、撮影に戻りましょうか……」

　多少体力が回復したのか、静かに立ち上がるレナト。

「もう少し休んでいったほうが良い。明日もあるんだし、午後はもっと暑いんだぞ」

「レナちゃんが倒れたら、元も子もないんだよぉ？　趣味も大事だけど、自分の健康が一番大切なんだからぁ」

　なに、この愛まな娘むすめを溺愛する夫婦みたいな二人。しかし、それだけ俺も七海さんもレナトを心配している証拠なのだ。

「……楽しいんです……。こんなに注目されて……声をかけられるのが初めてだから……時間を無駄にしたくなくて……」

　ぎこちなく笑った口元を確認して、まだ限界ではないと胸を撫なで下おろす。

　それがレナトなりの瘦せ我慢だったなんて、この時はまだ知らずに。




　レナトは撮影のためにテントを離れて、公園内の芝生が敷かれたエリアへ。テントに残留した俺たちから目視できる位置で、カメコに包囲されている。

「そういえば枚方さんも会場にいるんだよねぇ？　今もわたしたちの近くにいるのかな？」

「どこかにいるとは思うけど、姿を現すのは避けているみたい。気弱な性格のレナトがビビると思って、枚方さんなりに気遣っているのかも」

　枚方さんは俺たちを……というより、レナトを避けているような気がしてならない。名前すらレナトに教えるな、という条件付きの警護だし。

　愛娘の運動会を見守る親御さん気分を満喫していたとき、噂うわさをすればやってきたのは目つきが鋭い黒髪ポニーテールのコスプレイヤー。

「東雲甲はいないのか？」

　クマ耳のエロエロ忍者さんがまいられたぞーーーーーーーーーーーーーーーーっ!!

　思わず口から零れ出そうな歓喜を、必死に飲み込む。肌の露出面積が大きい忍者衣装に、モフモフのクマ耳とクマ手を着用している枚方さんは、普段の刺々しさが皆無。

　クマっ子な仮装での勝気な瞳には、拘束からのエロ尋問という浪ロ漫マンが凝縮されていた。

「なんだ？　恥ずかしいのであまり凝視するな……」

　スリットが深いため、健康的な太ももの大部分が晒されている。股下を隠す布を手で伸ばしながら、ニーソックスとの絶対領域を隠そうと足あ搔がく仕草がたまらない。枚方さんは制服だと黒タイツを穿はいているから、生の太ももってレアな天然記念物なんだよなぁ。

　胸の高鳴り最高潮から、血の気が引くまで一秒もかからない。俺にコスプレ姿を見られたということは、激昂して殺される可能性も……。

「お前は……七海の友人か？　ずっと協力しているようだったが」

　あ、あれ？　東雲甲だと気付いていない？　首を上下に振って肯定を示す。

「枚方さんもコスプレしてたんだぁ。すっごく可愛いけど、意外すぎておどろきだよぉ～」

「いや……武装がないと落ち着かんと撮影男に直じか談だん判ぱんしたら『熊忍者なら運営に許可されているアル～』などと抜かしたのでな。まんまと口車に乗せられてしまった……」

　森野……最高の仕事をしてくれるじゃないか。今だけは友達として誇らしい。

「枚方さんはコウくんを探してるのぉ？　だったら──」

　咄とつ嗟さに七海さんの衣装袖を摑んで、首を振った。正体を明かしたらいけない……。

　空気を読んだ七海さんは、

「あ、あーっ、コウくんは同人誌スペースのほうを見回るとか言ってたよぉ」

「あの男……会場入りしてから姿を見かけていないのだが、やる気はあるのか？」

　喉まで昇った言葉を押し戻して、強引に誤魔化してくれた。

「だが東雲甲には仮装姿を晒したくなかったので都合がよい。不埒者どもの写真機を拾ったのでな、遺失物として届けようと思っていたのだ」

　枚方さんは、持参していた風呂敷をテーブルへ広げる。言葉通り、風呂敷に包まれていたのは数台のデジタル一眼レフカメラだった。

「これ、たぶん枚方さんが撃退したローアングラーのカメラだ」

　男声を聞かれるとマズイので、七海さんへ顔を接近させながら耳打ち。午前の忍者コスプレイヤー奇襲騒動は、やっぱり枚方さんの仕事だったのだ！
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「もしストーカーのカメラがあったとしたら……レナトのプライベート画像とか、犯人の写真とか、いろいろな証拠が眠っているかもしれない」

「あ、なるほどぉ。今はデータでしっかり残っているもんねぇ」

「二人で何を密談しているのだ？　う、奪ったのではないぞ。あくまで盗撮に関する証拠の提供を促して、写真機を地面に置いてもらい、許可を得て拾ったのだぞ」

　声が上ずっている枚方さんの言語を通訳すると──恐ろしい尋問をして証拠品を提出させ、半強制的に拝借したらしい。世間ではそれを恐きよう喝かつと呼ぶが、相手が盗撮犯なので許す。

「私は機械類に疎いのでな、お前らに委ねる。たしかに遺失物は届けたからな」

　強奪物……いや、遺失物を届け終えた枚方さんは、付近の警戒へと戻るべく忍者走りで姿を消した。こっそりスマホで撮影したクマ耳忍者さんを保存保存っと。

「俺は写真のチェックをしてくるから、レナトのお世話をお願いしてもいい？」

「うん、いってらっしゃい♪」

　この場を七海さんに任せて、俺は建物内へ戻ろうとすると──反対にこちらへ歩いてくるのは女王蜂こと、きらきら†ミツバチおーがすと。




「なんや忙しないなぁ～。ねこねこちゃんのお兄さん」




　彼女との擦れ違いざまに、そんな言葉を囁ささやかれた気がした。




　　　　　　　　※




「森野、パソコンを貸してくれ。写真データのチェックがしたい」

　ホール内のコスプレブースにて、自サークルの売り子をしていた森野へ詰め寄る。

　午後は来場者数がピークを迎えて、森野サークルのスペースにも最後尾が見えない程の行列ができていた。

　それを凌りよう駕がしていたのが、きらきら†ミツバチおーがすとの壁サークル。本人の写真集やＲＯＭを販売していたらしいが、すでに売り子が完売御礼の謝罪を繰り返す。

「しのしの氏の姿で話しかけられると、胸がドキドキするからやめてほしいネ。リアルの美少女と話すのは慣れてないアル」

「パ　ソ　コ　ン　貸　せ」

　頰ほおを桃色に染めたキモい森野からノートパソコンを借りただけなのに、美少女がオタクから物品を巻き上げていたという空気に……。

　さっそくスペースの一角を借り、カメラに保存されているデータを調べ始めた。

　数人のサークルメンバーも協力を申し出てくれて、各々のパソコンやタブレットを駆使しながら、カメラ本体や記録媒体の写真データをチェックしていく。

「エロい写真が多いですね。十五禁レベルも結構あるし、無断で撮られたら新人レイヤーにはきついと思いますよ」

「ボクらが妄想で我慢している領域に、奴らは土足で入り込む。け、けしからん」

「言っておきますが、自分用にコピーするのは厳禁ですからね。証拠になりそうな写真以外を、五秒以上開くのも禁止です」

　協力は非常に助かるのだが、物欲しそうに写真を吟味する変態が何人かいるので、深く釘くぎを刺しておく。




「おお、この写真ではないですかな!?」

　無言で作業すること数十分後、ファントム・ほるもんさんが声をあげた。

　俺を含めた作業班の面々が、そのパソコン画面を覗きこむと……レナトの家に段ボールで届けられた盗撮写真と同じ画像データが表示されていた。

「やはりローアングラーの一味だったか。このデータが入ったカメラを持っていた奴が犯人で間違いない」

「それと、きらきら氏のデータも大量に入っていましたぞ。これは盗撮というより、撮影会やオフショットといった雰囲気ですぞ」

　確認させてもらうと、たしかに彼女の写真が大量に入っていた。それも、64ギガバイトという大容量ＳＤカードが上限に達するほどの枚数。

「この写真は誰ですぞ？　ボクらは知らない人ですぞ」

　一枚だけ、知らない女性の写真が混入していた。都内の高校と思われる制服を着た小太りの少女は化粧気がなく地味な印象で、卒業証書用の賞状筒を持ったポーズもやや控えめ。

　撮られた日を表す日付データは約二年前。現在は大学生か社会人ってところか。

　はっきりとした心当たりはないけど、誰かに……誰かに似ている気が。薄らと既視感のある面影が、脳内で記憶との照合を繰り返す。ああ、これ思い出せないと眠れないやつだ。

　一ひと先まず切り替えよう。動画データもあったので、再生ボタンをクリックすると──

『──なんや、使えないボンクラやな～。もっと、ウチのために手足となって死ぬ気で動かんかい。ホンマ、無能なゴミカスばっかやわ～』

『──も、申し訳ありません！』

『こんなんじゃ潰れんねん。流出したら精神崩壊するような写真を撮ってこんかい、アホンダラぁ。きったない無能なゴミ虫は踏んでやらんぞボケェ』

『──あっああっ！　あ、ありがたき幸せ！』

　…………へ、変態だぁあーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー!!

　女王蜂をローアングルから撮ったと推測される映像は、撮影者が罵倒に合わせて踏まれるたびに画面が激しく振動。撮影者自身が、彼女の足蹴にされているのだ。

「きらきら氏の信者が所有していたカメラだとすると、レナトのファンではなさそうネ。個人的なアンチ活動として、レナトを潰すためにストーカー行為をしたのか……あるいは、信者が崇拝する絶対的な女王蜂に利用されているとすれば──」

　森野の推理で焦燥感を煽られ、額からは脂汗がドッと噴き出す。

　女王蜂のファンがアンチ化したわけじゃない。脅威となるレイヤーのファンになりすまして、出会い厨やストーカーを装いながら標的を潰す兵士蜂だったのだ。

「……まずいぞ。今、レナトの近くには女王蜂がいるかもしれない！」

「な、なんだってアルか!?」

　居ても立ってもいられなくなり、すぐに七海さんへ電話する。

「七海さん、そこにレナトはいる!?」

『──いないよぉ。今さっきコミケスタッフの人に聞いたら、レナちゃんの体調が少し悪くなって、きらきらさんが救護室まで連れて行ったってさぁ』

「七海さんはその現場にいなかったの!?」

『──ごめん。知らない人に道案内を頼まれたんだけど、あまりにしつこくて断りきれずに案内したんだよ。十分くらいで戻ってきたんだけど、そのときにはもう……』

　なぜスタッフじゃなくて、わざわざ七海さんに道案内を……不自然だ。

「キミに話しかけてきた人は、女王蜂が放った刺客の可能性がある。レナトを一時的に孤立させる目的だとしたら……！」

『──ええ!?　だったら……きらきらさんがレナちゃんをどこかへ連れていったのぉ!?　ごめんなさい……わたしが目を離したばっかりに……』

「いや、ちゃんと休憩させなかった俺の責任だ。とにかくレナトを探そう。コスプレ姿では帰宅できない規則みたいだし、まだ遠くには行っていないはず」

『──うんっ！　わたしはコスプレエリアを探してみるねぇ！』

　電話を切った俺は周囲を忙しなく見渡すも、人が多すぎて眩暈めまいを起こしそうだ。

　コミケという大海原から一匹の魚を探すようなもの。

「でも、まだ断言できない。本当にレナトを救護室へ連れて行っただけだとしたら……」

　闇雲に探さず、ここは救護室へ行ってみるべきか。しかし東ホールからだと、急いでも片道十分以上はかかる。空振りだったときのタイムロスは致命的。

　そのとき、先ほど通話を終えたばかりの七海さんから着信が入った。

『──ＳＮＳで検索してみたんだけど、人気レイヤー二人を東ホール付近で見かけたって最新の投稿が数件あったよぉ！　それからまた屋外に出ていったみたい！』

「助かるよ！　引き続き、コスプレエリアの捜索をお願い！」

　七海さんのおかげで、広大な敷地を無駄に往復する必要がなくなった。不自然な行動範囲だが、この付近に近づいた後、再び屋外に出たのは間違いないらしい。

「おい！　あの猫娘と蜂女はここに来ているか！」

　スペースに怒鳴り込んできたのは、焦りの表情を滲にじませた枚方さん。

「くまくま☆さみだれっと氏、どうしたアルか？」

「蜂女が猫娘を公園から連れ出したのでな、不ふ埒らちな行為をした瞬間に現行犯で捕縛しようと追跡していたのだ。だが、この広場へ入ったとき二人を見失ってしまった」

「くまくま氏を振り切るため、ワザと東ホールの膨大な人混みに紛れたかもしれないネ。木を隠すには森の中だネ、森野だけに☆　んあっ!?　ダブルで痛いアル!?」

　空気を読めないダジャレをかました森野の頭を、俺と枚方さんが同時に引ひっ叩ぱたく。

　枚方さんが追跡に長たけているとはいえ、今日初めて訪れたばかりの広大な公共施設。

　コミケに詳しく、施設の構造を知り尽くした常連には、まんまと出し抜かれてしまう。

「このカメラの所有者はどんな人物だったアル？　そいつを探し出せれば、いろいろ尋問できるかもしれないネ」

　問題のデータが入っていたカメラを、森野が枚方さんへ提示した。

「念のため、不埒者どもは拘束して正座させている。数秒だけ待っていろ」

　風と共に去った枚方さんは、宣言通りの数秒後に帰投。小太りで眼鏡、マスクに帽子と完全ステルス武装したカメコを突き出す。

「わ、分かった。抵抗しないから、そのカメラと大切なデータだけは無傷で返してくれ」

　この容姿と声……覚えがあるぞ。レナトの家に来た偽の配達員の風貌と瓜うり二つだ。

　ストーカー男は森野からカメラを返されると、

「お願いだ。きらきら氏を……いや、千ち代よ子こさんを負の連鎖から救ってくれ……！」

　それを宝物のように抱えながら叫んだ。




「ふひひ、そういうわけにはいかない。女王蜂を守るのは兵士蜂なり」




　買い子の客に紛れていたのか、いつの間にかサークルスペース前に陣取る下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ド。

　戦闘に特化した小隊らしく、カメコなのに無駄な屈強さを示す極太の剛腕。

　一匹の女王蜂を守護する捨て身の兵士蜂の群れは、足止めと時間稼ぎのつもりか。

　のんびりしてはいられない。俺が喧けん嘩かを買って出ようとすると、

「ここは私に任せて、お前は先に行け」

　枚方さんに手で制される。

「そして油を売っている東雲甲を見つけたら、引きずってでも連れて行くのだ。あの男は不埒者だが、救いを求める女を絶対に見放さない」

　黙って頷いた俺は、サークルスペース内から机を飛び越えて包囲網を突破。

　枚方さんの信頼を背中に受けて、人の波を切り裂きながら猛進した。

「待て！　逃がすと思っているのか！」

　追跡しようとした下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ドだが、すぐに足を止めざるを得ない。

「貴様らの相手は……この私だ」

　戦闘態勢な瞳に切り替えた枚方さんが、立ち塞がったからだ。

「エロ忍者めがぁ。縄で縛ったあとは淫辱な尋問タイムといこうぜぇ、くひひひっ！」

　舌なめずりを繰り出しながら、下げ種すな笑いで取り囲む武闘派の下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ド。多勢に無勢状態の今なら、いかに強い忍者とて屈服させられるという過信があるのだろう。

「俺たちは優しいからねぇ。エッチな写真を撮らせてくれれば、許してやらんことも──」

「五月蠅うるさい」

　悍ましい殺気を放出した暗殺者アサシンに臆したのか、下アン界ダーのグラ監ウ視ン者ドは無意識に後ずさり。

「今のくまくま氏は長物を持っていないネ！　そんな丸腰の状態では──」

　心配する森野を鼻で笑う不敵な枚方さん。クマ手の右腕を誇示しながら、高く掲げた。




「貴様らなど　剣の如き我が爪だけで充分だ」




　　　　　　　　※




「ん、んんう……」

　ふわふわと身体が浮く感覚に包まれて、頭がぼうっとする。暑い。溶けるように暑い。

　たしか、ワタシはきらきら氏との合同撮影中に気分が悪くなって……。

「目が覚めたん？　気分はどうかいな？」

　まぶたを開くと、徐々に景色が鮮明に映って……身動きがとれない!?　両手首と両足首が結束バンドで固定されていて、口にはタオルらしきものが巻かれていた。

　な、なんで……どうして……。怖い……怖いよぉ……。

「んんっ……んんんう……ふぐっ、うむむ……」

　でも、恐怖の言葉すら出せない。唸うなりながら、芋虫のように這はうしか手段がない。

「逃げようとしても無駄やで。逃げ道なんてあらへん」

　陰湿な笑みを隠さずに、四よつん這ばいで迫ってくるのはきらきら氏。

　咄とつ嗟さに周囲を見渡して、密室状態なのだと悟った。外の風景が透けている窓があるので、後部座席が倒されたワンボックスカーの車内だと思われる。

「んんーっ！　うんっんーっ！　ん、んう……！」

　貧弱な筋肉をはち切れんばかりに活用して、窓の外に身体を振ってみても、通行人が気付いた素振りはなかった。

「あっはっは～、懸命なところもかわええなぁ。この車にはスモークフィルムが貼ってあるさかい、外からこっちは見えへんで」

　僅かに抱いていた希望が削がれていく。すでに体力は限界を超えていて、身体が言うことを聞かない。エンジンを切っている車内は灼しやく熱ねつ地獄と化し、身体を捩ねじるたびに汗が絞り出された。仰向けのワタシに覆おおい被かぶさるような体勢で、きらきら氏が口角を上げる。

「ジワジワと弱らせたかいがあったわ～。虚弱体質の引きこもりちゃんが、塩だけ舐なめて夏コミとか自殺行為やで」

　ワタシに塩舐めを教えたのはこの人……計画的な犯行だったんだ。

　いや、ワタシも真に受けて実践しちゃうアホの子だけどさ！

「なんのためにこんなことを？　って聞きたそうな顔やな。ウチを脅かしそうな有望株を早めに潰したかったんや。出る杭くいは打たれる、どこの世界でも変わらんで」

「うむーっ！　うむむっ！　ん、んんんーっ！」

「それだけで、こんなに時間かけて回りくどい方法をとるのかって？　蜂の毒は一回では効かへんねん。まずは獲物に挨拶しておいて、次の機会に仕留めるんや」

　おもむろに手を伸ばしたきらきら氏は、ワタシの下腹部をソフトタッチ。指先で円を描くように、ヘソの周辺を摩さすってくる。

「あかんなぁ。自分の巣を守る女王蜂の前に、か弱い子猫が黒い衣装で来ちゃったら」

　そして、きらきら氏の蕩とろけた瞳が淫乱な眼差しへと変貌。

「ウチは蜂やから、めっちゃ興奮して……針で刺したくなってしまうやん」

「うむううううう！　んーんんっ！　んっ、うむむう……んっん……ふむ……」

　ヤバい。この人ヤバい。吐息を荒くしながら、ワタシの上半身をまさぐり始めた！

　涙目になりながら必死に抵抗するも、身体を揺らすだけでは効果なし。汗で濡ぬれた首筋の匂いを嗅がれたり、湿地帯となっていた太ももまで何度も撫でられた。

　二人分の体温が混ざり合い、さらに胸の奥底が熱を帯びてくる。大玉になった汗粒が衣装をも濡らしていく。次第に、ワタシの抵抗力は失われていった。

「ええよぉ、その泣きそうな声。ゾクゾクするわ～。変質者を仕向けても潰れんかったのは、ねこねこちゃんが初めてやで。これも、あのイケメンお兄ちゃんのおかげなんやろか」

「んっ……うむう……ん、んっ……んっんーっ……うむ……ぅぐっ……」

「ウチには……そんな人おらへんかった。だから、自分で切り開くしかなかったんや」

　少しだけ、遠い目を垣間見せたきらきら氏。

「許せへんねん。たいした挫折もなく人気になる奴らが。いつもいつも、ウチを底辺へと蹴落とそうとする悪意の塊が」

　しかし、すぐにニヤリと舌なめずりを繰り出すと、ワタシの衣装を止めている胸元のボタンへ触手を伸ばした。この人は温厚なミツバチなどではなく、猛毒の女王蜂だったのだ。

　背筋が凍る。きらきら氏の瞳には、深く根付いた憎悪すら宿っていたから。

「必死に抵抗した子猫ちゃんに敬意を表して……ウチの猛毒で心の隅々まで犯したるわ」

　一つ二つと、ボタンが外されていく。胸元がはだけていく。

　やだ……。やめてよ……。

　こんなところで身体を弄ばれて、触られたくないところを触られて──好きでもない人に屈してしまうなんて。いやだ。いやだ。いやだ！

　呼んでしまう。あの人の名を。何度も、自分を支えてくれた人の名を。

　苦境に立たされたとき、いつだってヒーローは駆けつけてくれたから。




「迷い猫、みーつけた」




　光が差し込んだ先には、ワタシのヒーローがやっぱりいてくれた。




　　　　　　　　※




「ど、どうしてここが分かったんや……？」

　瞳孔が拡張し、開いた口が塞がらない女王蜂。

　スライドドアを開いた俺の姿を呆ぼう然ぜんと見つめて、理由を問う。

「この付近で充分なスペースを確保できて、なおかつ密室になれそうなのは、ワゴン車の車内だと思いました。あなたのサークルが売り子側になるのは今日で、物品は即完売の大人気壁サークル。大量の写真集やＲＯＭを搬入するには、車を使うと考えたんです」

　俺が駆けつけたのは、サークル用の臨時駐車場。東ホールからやや離れたこの場所に、駐車場の抽選で勝利したサークル参加者が搬入・撤去用車両を停とめている。

「ただの憶測やろ！　それに、サークル駐車場はここだけやあらへん！　外からは見えへんのに、どうして場所や車種まで特定できる!?　なんで、鍵まで開けられ──」

　途中で言葉を詰まらせる女王蜂。息を切らしながら到着した男に気付いたようで、

「てめぇが情報をこいつらにゲロったのか!!　きもちわりぃローアングラーでも、同級生のよしみで贔屓ひいきしてやっていたのによぉ!!」

　沸点を超えたからなのか、ぎこちない関西弁が消えて口調が荒々しくなった。

　そう、鍵を提供し、車のナンバーを教えてくれたのはストーカー男。側近として奴隷のように扱い、雑用を任せていたことが仇あだになったのだ。

「どうしたの？　お飾りの関西弁を忘れているよ？」

「くっ……余裕かましやがってクズ男が！　てめぇみてえな勝ち組の奴らが、ウチの人生をいつもいつもいつも……いつもいつもいつも邪魔してぇえええええええええええっ！」

「反省の様子がないあなたには、お仕置きが必要ですね」

　ここから先はＳＡＤＳサツズのショータイム。

　目隠しで女王蜂の視界を奪い、車内のアシストグリップと両腕を目隠しで結びつける。

　彼女を大の字に拘束したのは妙技『狂きよう闇あんに染まる恥辱連鎖──秒キース速リンクの・フエル暗堕メンシア』……技の発動は瞬まばたきよりも速い。

「な、なにするんや！　仕返しでもするつもりなんか!?」

「仕返し？　レナトを恐怖させた罪は重いということを、あなたの身体に叩き込むだけだ」

　ワゴン車へ乗り込んだ俺は、両手に神経を集中させた。

　始まる。危険すぎる魅惑の超振動が、標的の心に波紋を広げる！

　東雲甲が誇る三種の妙技の一つ『撃震する協奏曲──第十七ヴアイト短ブレー調光シヨン速の・ヴイ宇宙オラ』がでたーっ！

　精神を極限まで集中し、筋肉をコントロールすることで、東雲甲の右手は一秒につき数十往復という、驚異的な速度の振動を発生させることができるのだ。

「あっ、いやっ……!?　そ、そんなところ……触んなやぁ……っ！」

　無防備な太ももの付け根を、触れるか触れないかのフェザータッチ。

　高級和紙に魂を乗せる書道家のように、繊細に、それでいて大胆に、時には荒々しく。

「あっ……いやぁ……ンっ……んんっ、な、こんなことして……ウチが屈すると……」

　振動する指先で長い美脚を侵しながら、未知の快楽を引き出していく。

「くぅ、んん……こ、こんなん全然……気持ちよく……あぁ、んぁあ……ない……！」

「口ではそう言っても、身体のほうは正直なんだね」

　それにしても──俺好みの逸材だ。口では抵抗しつつも、快楽の電流が蓄積する美体を弄ぶ。秘境には決して触れない。

　肩周りや腋わき、お尻の周辺を撫で回して、もどかしい戸惑いだけしか与えない。

「お仕置きなのに、あなたは感じすぎだ。これではご褒美になってしまうな」

「やっ、ああ……ダメや……！　う、くふぅ……あぁ、いや……そこ……ん、はぁ！」

「長くて白い……そして、敏感な最高の足だ。いつまでも触れていたいくらいに」

　耳に吐息を浴びせると、熱く蕩けた口内を晒さらす女王蜂。警戒心という防壁を崩してしまえば、後は快感に対して無防備になる。下腹部が熱を帯びようとも、敏感なところには絶対に触れないのだ。お互いの汗が蒸発して、男女の匂いを車内に充満させる。

「ああ……千代子さんがこんなに乱れるなんて……」

　ドアを開けたまま行為に及んでいるので、外に突っ立っていたストーカー男は呆然と見入っていた。憧れの女王蜂が目隠しされて、自分以外の人間に責められている光景を脳内に焼き付けているのだろう。
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「俺の得物をストーカーに触れさせはしないけど、写真を撮りたいなら好きにしていいよ」

「なっ……!?　アカン……！　てめぇみたいなキモ豚なんかに……ああっ!?」

「誰が喋しやべっていいって言ったのかな？」

　女王蜂の脇腹を這うように侵攻する俺の両手は、抵抗しようとした彼女の口を喘あえぎ声で上書きさせた。ストーカー男は欲望に負けて、カメラのレンズを女王蜂の痴態へ向ける。

「ああ……千代子さん！　どＳな千代子さんの貴重なマゾ顔がっ！」

　連続で切られていくシャッター。無我夢中といった言葉が相応ふさわしい連写の嵐に、女王蜂は激しく身み悶もだえた。

「と、撮るなやぁ……。てめぇみたいなキモ豚がぁ……ウチの恥ずかしい姿を撮るなんて許さへんぞ……！」

「憧れの女王蜂が寝取られている姿でも興奮するのなら、夜の自家発電にでも使うといいよ。この女もそれを望んでいるはずだからさ」

「ば、バカ言うなやぁ……！　あっ……ぬ、脱がせたら……アカン……！」

　コスプレ衣装に手をかけて、下着姿にしてしまう。視界が奪われた状態で、一方的に脱がされていく恐怖感は、俺の手によって淫いん靡びな刺激に変換。

　女王蜂へ息を吹きかければ、意識が真っ白になるくらいまで性感が昂たかぶっていた。

「わ、分かった！　は、白状するから……もう……堪忍してや……」

「謝る相手が違うだろ？」

　厳しい口調の俺に観念したのか、女王蜂は全ての抵抗を放棄。目隠しと拘束を解いてあげると、膝から崩れ落ちるように脱力する。

「……ねこねこちゃん……本当にすまんかった……。もう二度と……こんなことはしないと誓います……」

　色っぽい吐息を混じらせながら、上気した顔で謝罪。レナトの口を封じていたタオルの結び目を解いて、結束バンドを外してくれた。

　レナトを狙った一連のストーカー騒ぎは、ＳＡＤＳサツズ流の制裁によって終結。

　コスプレという道標を失うことなく、無事に一件落着したのだった。




　俺は自分のスマホに転送しておいた〝あの画像〟を女王蜂へ突きつける。

　ストーカー男から全ての事実を明かされたため、正体が判明した制服姿の写真だ。

「な、なぜそんな写真が残って……知らん！　そんな女は知らんのや！」

「いいや、知っているはずだ。だって、これは過去のあなたなんだから」

　今現在の女王蜂とは別人のような容姿。顔つきが僅かに面影を残す程度なので、教えてもらわなければ気付かなかっただろう。

「あなたは大学デビューしたんだ。関西出身とか見え透いたウソをついて、過去の汚点を抹消しようとしたのかな？」

「ち、違う！　違う違う！　そんなゴミみたいに醜い女は……女王蜂なわけがない！」

「高校までは地味で目立たず、ふくよかな体型がコンプレックスで良好な交友関係は作れなかったようだね。コスプレという魔法を知って、生まれ変われるかもしれないと思った？」

　絶え間なく並べられる残忍な責めの台詞を嫌い、女王蜂が自らの耳を塞ぐ。意図的に、あえてオブラートに包まずに、過去の姿を言い聞かせた。

「コスプレ衣装を着るため、必死に瘦せて綺麗になったあなたは、現役モデルとして大学でも人気を博し、オタクにも持もて囃はやされた。スクールカーストの頂点に君臨して、コスプレ写真集で大金を稼いだことで、周囲を完全に見下すように──」

「やめてぇええええええええええええええええええええええええええーーーーーっ!!」

　耳を劈つんざく女王蜂の悲鳴に、レナトは一瞬驚いて肩を震わせる。境遇はレナトと似ているのに、二人は違う道へと分かれてしまった。コスプレという入口から、弱い自分を変えて友達を作ろうとしている者。底辺から頂点へと成り上がり、周囲を見下そうとしている者。

　後者が悪いと決めつけるつもりはない。俺はそこまで干渉しない。女王蜂が犯した最大の愚行は、前者を潰そうとしたこと。ゆえに俺は見過ごすわけにはいかなくなったのだ。

「やめてぇえええ……ワタシの居場所を奪わないでよぉ…………」

「キミが言うなよ。他のレイヤーを潰して地位を得たキミが」

　冷酷に言い放った俺は、適当なアドレスで入手したＳＮＳのアカウントを見せつける。

【人気レイヤーきらきら†ミツバチおーがすと　衝撃の黒歴史が流出！】という文章と共に、例の写真を添付。あとは送信のボタンをタップすれば、ネット上に拡散する状態だ。

「今と容姿が違うとは言っても、過去の同級生が見れば一発で本物だと分かるだろうね。顔の特徴とかで特定する猛者もネット上にはいるみたいだし」

「じょ、冗談……やろ？　やめっ……やぁ……」

　手を伸ばして哀願する女王蜂を見下ろしながら、スマホをレナトへ渡した。

「レナトが決めてくれ。この女を許すのか、許さないのか」

「ワ、ワタシ……ですか……？」

　いきなりで困惑気味のレナトだが、両手でスマホを受け取ると、迷いなく画面へ触れた。




　ＳＮＳを閉じるボタン──レナトは彼女を許したのだ。




「たしかに怖かったですが……ワタシは……それ以上に……友達が欲しかったんです……。きらきら氏に誘ってもらえたから……コウさんの力を借りて……夏コミに来られたんです」

　憔しよう悴すいした顔で項うな垂だれる女王蜂。もちろん、本気で写真を拡散させる気は最初からなかった。少なくとも俺は。レナトならたぶん許すと思ったから、選択を託したんだ。

「死に物狂いで得た居場所を守るためでも、他人の居場所まで奪う権利は誰にもない。今のあなたは、あなたを見下していた連中と同じなんだよ」

　放心状態でぐったりと座り込む女王蜂へ、俺は言葉を続ける。

「あなたが求めていたのは、ナンバーワンの称号だったのか。それとも、生まれ変わった自分だったのか。二年という月日が、大切なことを忘れさせてしまったんだね」

「大切なこと……」

「あなたを撮り続けてきた一人のために、コスプレしてあげるのも悪くないんじゃない？　女王という居場所を失っても、あなたを慕ってくれる人は近くにいると思うので」

　ストーカー男は、そっと女王蜂の元へ歩み寄り、

「ち、千代子さん、これ……」

　プリントアウトされていた制服姿の写真を手渡す。

「アホちゃう、じぶん……。こんな写真、いつまでも持ち歩いてんなや……」

「貴女あなたと初めて会話した日の想い出だから。僕みたいな冴えない男にも、優しく微笑んでくれた千代子さんに……戻ってほしくて」

　卒業式に初めて話したということは、写真を撮らせてほしいとでも頼んだのだろう。容姿など関係なく、理想の被写体として保存しておきたくて。

「もう……この顔には戻りたくないのになぁ……。めっちゃええ顔しとるわぁ……」

　手に持っていた写真を彩るのは、女王蜂の瞳から零れ落ちる数滴の涙。このときだけ、二人の時間が二年前に戻っていたと言われたら、俺は信じていたかもしれない。

「さっきの百合な寝取られ写真……特製の写真集にしてもいいかな……？」

「何撮っとんのやドアホウ!!　さっさと消さんとぶっ殺すぞワレぇ!!」

　激昂する女王蜂にマジ蹴りされるストーカー男を残し、俺はレナトの手を引いて車から降りた。これ以上、俺たちが居座るのは無粋──というか百合じゃねぇ。そこは訂正だ。

「あんた……何者なん？　ウチの策略を撥はね除のけたのは、あんたが初めてや」

「俺はどこにでもいるＳＡＤＳサツズ。あなたみたいな女性の嫌がる顔が見たいだけだよ」

　顔だけ振り返った俺は、笑デイ顔・ス日マイ和リングを発動させて憎たらしく勝ち誇ってやった。

「あ、あの……きらきら氏……」

　やや遠慮気味ながらも、レナトが一歩前へ。

「さ、さっきの話を聞いて……もっと親近感を抱きました……。ち、近寄りがたい勝ち組だと思ってたんですけど……ワタシとあまり変わらなくて……ぼっちエリートで……」

　レナトがコスプレに目覚めたのも、違う自分になるという願望からだ。根本的には女王蜂と大差なく、同じジャンルの人間だったから、レナトは躊ちゆう躇ちよせずにこう言うんだ。




「冬コミも……一緒に参加してくれると……嬉うれしいです……」




　お人ひと好よしすぎて呆あきれたのか、それとも内心は嬉しかったのか、女王蜂は鼻で笑ったものの、指で輪っかを作ったオーケーのサインを返しながら、

「ありがとう……。ねこねこちゃん……ホンマありがとうな……」

　素直に微笑む。邪気が一切感じられない自然な笑顔で、初めての約束を交わす。

　コスプレ界の女王蜂と新星猫。非常に楽しみなコンビが結成されたのだった。




「レナトも反省しないとダメだぞ。ちゃんと休憩をとって、ご飯もしっかり食べること」

「は、はーい……反省してます……。えへへっ……♪」

　皆の元へ戻る途中、甘えんぼさんになったのか、俺にぎゅーっと密着してくる可愛い生き物。やわらかーい胸を押し付けられて歩きにくいけど、臨時の兄として妹のワガママは許してやるのが紳士のたしなみ。

「明日もコスプレして撮影会をするの？」

「……あ、明日は……おそらく疲労困こん憊ぱいなので……家でごろごろですかねぇ……えへへ」

　レナトのだらしない微笑みを守ることができただけで、俺は幸せなのだから。

　遠くから手を振りながら、迎えに来てくれる仲間たちがいるだけで、幸せ者なのだから。

　彼女が嫌がる顔で興奮するＳＡＤＳサツズなのに、そして嫌われるのが当然なのに。

　今はこんなに頼れる仲間がいて、頼ってくれる人がいて、俺の名を呼んでくれる。




　　　　　　　　※




　激動の初日が終了した後の帰り道。森野はサークルスペースの後片付けがあるので、俺たちは一足先に私服へ着替えてから、学校付近の最寄り駅まで戻ってきていた。

　レナトや七海さんとは駅前で解散し、俺一人になったところで、

「これで問題は解決……という認識でよいのだな」

　常に遠くから見守っていたであろう枚方さんが、駅前の雑踏から姿を現す。表情はいつも以上に険しくもありつつ、煮え切らないような力無さも混在していた。

「そうだね。今回も突然の依頼を引き受けてくれてありがとう」

　沈みゆく夕日を背負った枚方さんが告げたのは、

「これで役目は終わりだ。私にはもう関わるな」

　俺の返事など望まない一方的で冷たい台詞。彼女が去っていく背中を、俺はじっと見つめていただけだったのだが、小柄な影が進路を遮った。




「……ひ、枚方さん……あ、ありがとうございました……！　いつも……見守ってくれて、助けてくれて……」




　枚方さんと対たい峙じしたのはレナト。

　おそらく、俺と枚方さんの度重なる密談現場を目撃していたとしか思えない。枚方さんの存在に勘付いたレナトは勇気を振り絞って、感謝の言葉をぶつけにきたのだ。

　声を懸命に張り上げながら、無視されるんじゃないかという恐怖心と戦いながら。自分の本音をぶつけたいけど、ぶつけられない……そんなもどかしさを抱えて。

　一瞬だけ立ち止まった枚方さんは、レナトから視線を逸らした。露骨に……躊ちゆう躇ちよなく。




「お前に感謝される資格なんて……ない」




　言い残したのは弱々しい拒絶。レナトと擦れ違った後ろ姿に、いつもの屈強な牙は見る影もなく。レナトより脆ぜい弱じやくなんじゃないかと錯覚してしまうほど──足早に逃げ出した。

　枚方さんの姿が完全に消えたとき、啞あ然ぜんとしていた俺をレナトは正面から見据える。

「ワタシと枚方さんは……友達だったときがあったんです……。少しだけだったけど……それでも、ワタシは友達だと思っていた時間が……」

「レナトと枚方さんが……？」

「こ、コウさんは……弱いワタシを助けてくれました。何回も何回も……迷惑をかけてばかりでした……。だからワタシも、過去と向き合う勇気を出さないといけません」

　俺の前まで歩いてきたレナトは、酸素を吸い尽くすほどの深呼吸をしながら──




　おもむろにフードを脱ぎ取った。




「……ワタシの名前はレナト・モリノビッチ。あなたとは上井草高校で……会っています」




　色白な美肌を彩る円つぶらな瞳。ふわりと踊るおさげ髪は、過去の記憶にしっかりと刻まれていた外国人の少女。派手なメイクやウィッグ、カラコンを身に着けていない素顔のレナトが、森野と同じような眼鏡を装着したことで、思い描いた面影と完全に一致した。

　まさか──いや、薄々は察していたのかもしれない。

「レナトって…………小学生じゃなかったんだ」

「……え、ええ……!?　そ、そっちの驚きですかぁ……!?　にゃ、にゃあぁあ……！」

　プンスカと怒ったレナトは猫パンチを繰り出した！
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「ここは……どこ？」

　四ヵ月前──田舎から上京したばかりのワタシは、入学式の朝にも拘かかわらず大都会を彷徨さまよっていた。日本人の父親とセルビア人の母親の間に生まれたハーフなのだが、小学校低学年まではセルビアに住んでいたため、日本の地理には疎い。

　ましてや、中学時代は国交断絶レベルの引きこもり娘だったので、外の世界をまるで知らなかった。上井草高校入試のとき、親に送迎されて以来というチャレンジャー。

　父親の仕事の都合で日本へ移住したワタシたち家族だったが、中学での不登校を心配されて、セルビアの高校へ戻るという選択肢もあった。

　祖国でも友達が多いってわけではないけど、仲のいい幼おさな馴な染じみの姉妹がいる。時折、無性に会いたくなって、向こうへのメールや手紙を送りながらすすり泣くこともあった。

　でも日本に残り、東京の高校を選んで一人暮らしを始めた理由。それは──

「……憧れの東京！　秋葉原！　アニメ、漫画、ゲーム、コスプレの聖地！」

　これがあるから頑張れる。特にお兄ちゃんから教えてもらったコスプレは、キャラになりきって情けない自分を忘れることができる最高のツール。

　でもでも、学校の人にレイヤーだとバレたくないので、お兄ちゃんから眼鏡を借り、長い髪を二つに結った。牛乳ビンの底に匹敵する厚さのレンズは絶妙にダサいけど、影が薄く目立たないキャラは眼鏡とおさげ髪が王道。日本の漫画知識ですけど。

「それより……まずは学校へ辿たどり着つかないと……」

　未来の問題より、目の前の問題をどうにかせねば。

「地図によれば……このへんだと思うんだけど……」

　スマホで地図アプリを開いてみるも、似たような道や風景が多くて混乱する。

　春とはいえ、クーラー部屋で過ごしていたインドア肌には辛すぎる直射日光。通勤・通学時間帯で行き交う数えきれない人々。人生で最も歩いたと自負する底なしの疲労感。

　あ、これ本当にヤバいかも……と、今さらながら痛感したときには、吐き気と頭痛と筋肉痛がワタシの中でフェスティバルを開催。

「……レナト・モリノビッチ……十五歳……中卒独身で孤独に死す……」

　もう歩けない。足が凍りついたように、凝り固まって痙けい攣れんする。

　東京迷宮を彷徨ったあげく、力尽きたワタシは前のめりに崩れ落ちた。

　ああ、来世は何にも縛られず自由に生きたい。好きに流離さすらう野良猫のように──

　夢……夢を見ている。

　失意のどん底で朽ち果てる寸前の姫を、大らかに包み込んでくれる王子様の夢。

　その腕は暖かく、笑顔は春の陽気のように人々を安心させて。

　閉鎖されたモノクロの世界を鮮やかに彩る彼の世界。

　枯れ果てた女の子の心へ触れるには眩まぶしすぎた──




「それ、自作のポエムかな？」

「ふ、ふえぇ？」

　まぶたを開くと、爽やかな笑顔を自然に振り撒く男性の姿が瞳に映った。

　尖とがりのない潤い豊かな瞳で、顔立ちのバランスは黄金比、毛先を遊ばせたミディアムヘアーは、モテ男子の風格をひしひしと伝えてくる。冷静に状況を分析すると、ワタシは歩道の中央で、男性に背中を支えられていたみたい。

　……って、ポエム!?　朦もう朧ろうとする意識の中で、泣きゲーのテキストっぽいのを無意識に口ずさんでいたの!?　つ、辛いです。心の汗が止まらないよぉ、ママぁ。

「体調が悪いなら病院まで付き添うよ。ここらへんは詳しいからさ」

「い、いえ……日々の不摂生が祟たたっただけですので……入学式には参加できます」

「それならよかった。その制服と学年章、上井草高校の新入生だよね。俺も入学式に行く途中だから、一緒に行こうか」

　その男性は手を差し伸べてきて、ワタシを迎え入れてくれて。

　まるで、少女漫画の出会いに等しい運命を強く感じて。

　それなのに、ワタシのお腹は空気を読まずに「ぐう～」と鳴いて。

　春休みは夜更かし～昼起床スタイルだったので、朝ご飯を食べる習慣がなかった。

「は、はわわわぁ……」

　間抜けな声を出しながら、耳まで完熟トマト化しているアホの子フェイスが容易に想像できる。ロマンチックな運命の出会いは、一瞬にして敗北の歴史へと変貌するんだ……。

「ご、ごごご、ごめんなさい！　わ、ワタシ……」

「ちょっと待ってね」

　顔色一つ変えずに、男性は自分の鞄かばんからビニール袋を取り出して、ワタシへ差し出す。

　中を覗のぞいてみると、コンビニで買ったと思われるコロッケパンとお茶が入っていた。

「え、ええええぇ……!?　も、申し訳ないので受け取れませんよぉ……」

　ぐう～。ぐう～。ぐう～。

「ひゃぁああああああ……!?」

　静まってーっ！　ワタシの可愛いお腹の虫っ！

「入学式でお腹が減ったら、また倒れちゃう。俺は朝飯食べてきたから大丈夫だよ」

「あ、ありがとう……ございます……。で、では……お言葉に甘えて、いただきます……」

　遠慮しながらも空腹には勝てず、ビニール袋を受け取る。

　そのまま、ワタシはコロッケパンをもさもさと啄ついばみながら、男性と肩を並べて歩き出す。

　学校に着くまでの会話は、緊張でほとんど覚えてはいない。胸の鼓動が他人にも聞こえるのではないかと錯覚するくらい、気分が高揚していたのは確かだった。

　この人と同じクラスだったら良いな。

　そう強く願ったのだけは、はっきりと覚えている。




　──現実は残酷だ（白目）。

　教室前の廊下で男性と別れるはめになってしまったのは、クラスが異なるから。

　君に巡り会えたそれって奇跡ぃ～な想定外のファーストインパクトだったので、これ以上の高望みはできない。

　レナト・モリノビッチ。ぼっちエリートとして出世街道を邁まい進しんしていたワタシが、今年掲げる新たな目標。友達を百人作るんだーっ！

　ちらっ。ちらっ。

　自分の席から半径十メートルにレーダーを張り巡らせて、チラ見を駆使しながら動向をチェック。精神を研ぎ澄まし、クラスメイトの会話を傍聴すると……衝撃の事実が!?

　すでに、クラスメイト同士の同じオナ中学校チユーグループが形成されつつある。

　電話番号や通話アプリのＩＤを交換しているリア充な景色は、ワタシがずっと〝都市伝説〟だと自分に言い聞かせていたもの。

　いくつかの集団が教室のあちこちに散らばり、身内ネタや地元ネタに花を咲かせているため、ワタシには取りつく島もない。最寄りの中学同士は似ている環境であるため、吸収合併を繰り返してコミュニティへと拡大していた。

　ぼっちのワタシは過疎な村。吸収されずに地図から消される空白地帯に等しい。

　ここでワタシが、なぜユーゴスラビア連邦は解体されたのかという話題を振ったところで、誰も共感してくれる気がしない。

　瞬まばたきをしたら雫しずくが零れるくらい泣きそうだけど、初日で泣き始めたら変な子扱い確定で高校生活が詰む。負けるな、レナト。あなたは猫なの。首輪がない自由な猫なのよ。

「あの女の子、眼鏡かけているけど外国人だよな。小さくて可愛いから、きっと彼氏いるんだろうなぁ」

「日本語は話せるのかな？　お友達になってみたいよね」

　き、キターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！

　小声での会話が耳に入り、興味本位な視線を感じ始める。

　キョロキョロと見回しても、外国人（ハーフだけど）の女の子はワタシしかいないので、心拍数が露骨に上昇の一途を辿った。

　に、日本語喋れますアピールしなきゃ……！

　こういうとき、リア充系はどういう独り言で世間にアピールするのか。

　意識低い系が最近の若者だし、それらしいことを……。




「あ～、入学式だりぃ～。帰りてぇ～」




　空気が──絶対零度を下回った気がした。




「え……？　あの子、ヤンキーなの？　めっちゃ意外なんだけど……」

「なんかずっとガン飛ばしてたし、アウトローなのかも……」

　ち、違うんですぅ!!　皆さんの動向をチェックしていただけなんですぅ!!

　などと、意味不明な供述をする度胸もなく、ワタシは真っ白な灰になって燃え尽きた。

「お前は日本へ来たばかりなのか？」

　ふえ……？　どこかから声がかけられたような。

　振り返ってみても、真後ろの人は席を外しているみたいだし。

「お前に話しかけているのだが」

　声がした方向は左隣の席。そこに座っていた女生徒が、ワタシのことを見据えていた。

　鋭利で強気な瞳を装飾するしなやかな黒髪が、大和やまと撫なでし子こな雰囲気を際立たせている。

「わ、ワタシですか……？」

「そうだ。まだ日本語が不得意だから、見当違いな発言をしたのかと思ったのだ」

「は、はい……！　実はまだ分からない文法が多くて……えへへ……」

　お隣の女生徒がフォローしてくれたおかげで、教室は再び和やかに。ワタシへの誤解は早々に解けたようだ。この人……超良い人っ！

　善意につけこんで、苦しい言い訳を抜かした自分に喝だっ！　喝っ！

「私も片田舎から東京に戻ってきたばかりでな、この学校には顔見知りがいないのだ。不束ふつつか者ものではあるが、友好関係を結んでくれると有難い」

「わ、わわ、ワタシで……いいんですか……？」

　予想外の幸運が舞い込んできたので、声が裏返って辛つらい。

「枚ひら方かた柚月ゆづきだ。よろしく頼む」

「れ、レナト・モリノビッチです……。至らない点も多々ありますが……末永くお付き合いしていただけると幸いです……」

　固く結ばれた握手が意味するのは、友情の成立……でいいんだよね？

　こうして、人生で初めて幼馴染以外の友達ができたのだった。




　担任の先生がこれからの流れについて説明した後、入学式のため体育館へ移動。

　在校生は休日なので、四百人ほどの新入生だけが集結した広い空間は、高校生活への期待と不安が交差していた。敷き詰められたパイプ椅子が、新入生の多さを物語る。

『──新入生代表の挨拶。一年生主席、枚方柚月』

「はい！」

　進行役の先生に名前を呼ばれた枚方さんは、堂々と胸を張って登壇。マイクを通さずに、聡明さを舌に乗せた声で抱負を述べた。

　主席ということは、枚方さんは入試でトップの成績を収めたんだよね。すごいなぁ。

　その後……先生方の真面目な話が連続で襲い掛かり、校長先生の順番になるころには足が震え始めていた。正直しんどい、長い。

　開始から一時間以上、起立したり着席したりのスクワット状態なので、寝不足と貧血の引きこもりには拷問。身体の軸がふらついて、景色も二重に霞かすむ。

　このままだと倒れちゃう。で、でも……こんな締まった空気の中で、遠くに立っている先生を呼びづらい。枚方さんは主席なので列の一番前。ワタシは列の後方なので、大きい声を出さないと呼べない。変に声を出して、皆の視線が突き刺さるのが怖い。

　そうこうしているうちに、足元がふわふわと浮かぶ感覚の立ちくらみが襲来。フラリとよろけたところで、誰かに受け止められた。

「先生、この子が体調悪いみたいなので保健室に連れて行ってもいいですか？」

　聞き覚えのある声は、今朝も助けてくれた男性。隣の列からワタシの異変を察知して、人目も憚はばからず駆けつけてくれたんだ。

　先生の許可をもらったその男性は、倦けん怠たい感かんで脱力していたワタシを抱きかかえて、

「ごめんね。保健室まで我慢して」

　颯さつ爽そうと体育館から走り去る。ワタシをお姫様抱っこしながら。女子から黄色い歓声があがっていたので、霞む意識の中でちょっぴり優越感に浸ることができた。




「ん、んあぁ……ああ……」

　目が覚めたのは、保健室に茜あかね色の光が差し込む時間だった。

　入学式が午前中だったので、かなり眠っていたらしい。

「目が覚めた？　気分はどうかな」

　声がした方向へ首を捻ると、ベッドの傍らにある椅子に腰かけていた男性と目が合う。

「保健の先生が言うには、軽い貧血と寝不足だってさ。校長の話が長かったからね」

「あ、あの……ずっとここで待っていてくれたんですか……？」

「二度も倒れられたら、さすがに心配するよ。でも、大事には至らなくて良かった」

　安あん堵どの息を漏らす男性。今朝出会ったばかりのワタシを、本当に心配してくれていたんだと嬉しくなってしまう。今まで経験したことないくらい、顔が火照って落ち着かない。

　男性と目が合う度に──

　声を届けてくれる度に──

　笑顔を見せてくれる度に──

　心拍数が自己ベストを更新し続けた。

　これはまさか……不整脈？

　心を覆う謎の濃霧がすぐには整理できないけれど、高校生活は希望溢あふれるものになりそうで、口元が緩んでしまう。

「ん？　どうしたの？」

「な、なんでもありません……えへへ……」

　バレてしまうと恥ずかしいので、口元まで布団をかぶって表情を誤魔化した。

　あれ……気のせいかな？　今、保健室の入口に女性がいたような気がしたんだけど。




「はい、二人組を作ってー」

　体育の先生が唱えたのは、ぼっちを抹殺する呪文。

　入学式から数日後、初めての体育は柔軟体操だったんだけど、二人一組で行うという。

「は、はわわわぁ……」

　右へおろおろ。左へおろおろ。これが、ぼっちエリートの芸術的なサイドステップ。

　ペアが続々と決まっていく中で、ワタシは亡霊のように彷徨い、取り残されていく。

　涙目状態のワタシが、必殺の保健室逃亡を試みようとした瞬間、

「よければ私と組まないか？」

　舞い降りた神が救済を与えてくれた。

「ひ、枚方さぁ～ん、うええぇええ……」

「な、なぜ泣いているのだ……。それほど柔軟体操が嫌いなのか？」

「いいえ、大好きですぅ……。枚方さんがぁ……」

　大泣きしながら始めた柔軟体操は、常に全力が信条の枚方さんによって、限界まで身体を折り曲げられるという現世の地獄と化す。

　痛みで涙はもう涸かれ果てたけど、ぼっちよりは何百倍も有意義だった。




　教科書を忘れたときには一緒に見せてくれて、家庭科の調理実習では班を組んでくれた。

　ワタシにとって、心の拠より所どころになりつつあった枚方さん。

　今思い返せば、無意識に依存していたのかもしれない。

　ワタシには枚方さんがいる。枚方さんがいてくれるなら、このクラスでも頑張れる。

　そう勘違いしていた。




　　　　　　　　※




　入学から二週間ほど経過した日の朝。

　近所の民家から逃げ出した飼い犬（小型のトイプードル）に通学路で追い回されて、登校どころじゃなかったんだけど、今日もワタシのヒーローが助けてくれた。

　そのまま、流れに任せて一緒に登校するのは二度目。本日もその人の名前を聞けず、昇降口では瞬く間に女子が群がるので、お邪魔な野良猫は自分の教室へと逃げ込む。

「ひ、枚方さん……おはようございます」

「ああ、おはよう」

　少しだけ、枚方さんと挨拶するのに慣れてきているのが嬉うれしい。真面目な彼女はいつもワタシより先に登校し、自らの席で授業の予習をしていた。見習いたい。切実に。

　ワタシが泣きながらトイプードルと死闘を繰り広げている間に、枚方さんは学業の鍛錬をしているというレベルの違いを痛感しながら着席した。

「不ぶ躾しつけですまないが、お前はあの男と登校しているのか？」

「え……お、男ですか……？」

　鉛筆を休めた枚方さんから、不意の問いかけ。ぼっちエリートのワタシにとって、心当たりがあるのは一人しかいない。

「ま、まだ二回目ですけど……。名前も分かりませんが……困ったときは助けてもらったりして……」

「うむ……。あの男なら、お前のような弱い女を助けてしまうのも──」

　小さな声で何かを言いかけた枚方さんだったけど、すぐに言葉を打ち切る。

「お前にとって、その男はどういう存在なのだ？」

「ど、どういうって……いきなり聞かれても……」

　どういう存在なんだろう。自分でもよく分からないし、頻繁に会っているわけでもない。

「あの人は……ワタシにとっての……ヒーロー……みたいな……。よ、よく分からないですけど……困ったら顔を思い浮かべてしまって……えへへ……」

　えへへ、だって。いやーっ！　勝手にニヤニヤしてしまう！　ワタシは気持ち悪い！

「そうか……。いや、すまないな。ただの興味本位なので忘れてくれ」

　微妙に眉をひそめながら、予習を再開させた枚方さん。鉛筆を握る右手は多少の痙攣を帯びており、やや太い芯の悲鳴が聞こえてくるかのようだった。




　同日の昼休み──いつもなら、教室で枚方さんと昼食を食べるんだけど、今日は「人と会う約束がある。五分程度で戻る」と言い残して、屋上へ行ってしまった。

「も、戻ってこないよぉ……」

　持参のパンには手を付けず、ぽつんと自分の席に座って待つこと十分くらい。

　痺しびれを切らした（というより、ぼっち状態で泣きそうだった）ワタシは、余計な詮索とは思いつつも様子を見に行くことに。

「まさかヒラカターンが同じ高校になるなんてね。最初は驚いたよ」

「ふん、私だって東雲しののめ甲こうの名前を聞いたときは耳を疑った。二度と会いたくなかったがな」

　枚方さんを屋上まで捜しにきたワタシは、偶然ながら二人が話しているところを目撃してしまう。

　ワタシを助けてくれた男性と枚方さん。あの人は東雲甲って名前だったんだ。

　動揺したワタシは、条件反射的に屋上へと繫つながるドア前の空きスペースへと身を潜めた。

「俺は会えて嬉しかったよ。ヒラカターン、しばらく見ないうちにもっと綺麗になった」

「ば、馬鹿者！　そのような戯たわ言ごとを平然と抜かすな！　あと、その呼び方はやめるのだ！」

「えー？　小学校のときはこう呼ばれても怒らなかったのに」

　頰ほおを真っ赤にしながら取り乱す枚方さんを、初めて目の当たりにした。

　え、ええ、えええええ!?　ちょ、ちょちょちょ!?　思わず両手で顔を覆い、開いた指の隙間から薄らと覗のぞく。

　東雲さんが枚方さんへ徐々に近づくと、屋上のフェンス際まで追い込んでいた。あの強気な枚方さんが、弱々しい瞳を晒して後ずさりするなんて。

「や、やめるのだ……。こんなところで、何を考えている……！」

「じゃあ、なんで逃げないの？　俺を殴ったり、悲鳴をあげればいいのに」

「だ、駄目だ……。それ以上、コウちゃんに近づかれると……私は──」

　フェンスに背中を押し付けられながらも、逃げたり抵抗したりする素振りはない枚方さん。

　ワタシの目が節穴でなければ、言葉でしか嫌がっていないように思えた。

「『撃震する協奏曲──第十七ヴアイト短ブレー調光シヨン速の・ヴイ宇宙オラ』。キミはこれが好きだったよね」

　足の付け根から伸びている内ももの筋を、容赦なく責め解ほぐす東雲さん。謎の言葉が示すように東雲さんの右腕は光速で振動して、枚方さんの性感を強引に目覚めさせた。

「や、やぁ……も、もう本当にやめ……はぁ、あぁん……や、いやぁ……アぁ！」

　振動する指先が枚方さんの太ももを蹂じゆう躙りんして、股関節や骨盤を擽くすぐる。

　制服の中へ手を差し込み、汗でしっとりとした腋わきや、鍛えられた脇腹を揉み解さんとばかりに持ち上げるような手つきで滑らせて……甘い痺れと喘あえぎを引き出していく。

「キミが転校してから、誰にも手を出していないんだよ。ヒラカターンしか俺を満たせなかった。ヒラカターンだけが、本当の俺を受け入れてくれるから」

「私も……コウちゃんのことを──」

「勇敢なヒラカターンの顔が、俺の手で蕩けるのがたまらない。口では嫌がりながらも、拒絶しないから……枚方柚月という麻薬を絶つことができない」

　磁石で引き寄せ合うかのように、東雲さんの唇が枚方さんの唇へと誘われる。

　親指と人差し指で顎を持ち上げられた枚方さん。彼女の瞳は淫いん靡びに染まり、艶やかな唇が快感を欲しているように、吸い寄せられて。




　キーンコーンカーンコーン。




　予鈴のチャイムという名の稲妻が落ち、二人の行為は即刻中断された。

　ワタシは二人の行為を齧かじりついて凝視していたため、すっかり時間を忘れていた。

　な、なんで……あの二人が……？　未だに状況が飲み込めず、嫌な汗が収まらない。

「次は移動教室だから早く戻らないと。それじゃあ、またね」

　東雲さんは急ぎ足で階段を降りていったため、開いたドアの陰に隠れたワタシに勘付かず、見向きもしなかった。

　ふう、と疲労困憊の溜ため息いきを吐ついた枚方さんも、ゆっくりと歩いて階段を下ろうとするが、

「どうやら、何者かが覗き見していたようだな」

　足を止めて、そう言い放つ。

　独り言なのか、ワタシに対してなのか、そのときは分かりかねた。

「誰かは知らないが、もし私の言葉に聞き耳を立てているなら覚えておけ。東雲甲に不ふ埒らちな理由で声をかけるようなら……許嫁の枚方柚月が容赦はしない」

　枚方さんは殺気を纏まとった警告を言い残して、階段下に消えて行った。

　膝が笑った。立っていられず、壁にもたれ掛かりながら座り込んでしまう。

「枚方さんは……ワタシだって気付いて……？　それとも、顔は見られていないの……？　今まで通り……東雲さんと接してしまったら……ワタシは──」

　真実が生殺しの中、疑心暗鬼な自分に対するストレスで摩耗する胸の奥。

　ワタシの中で初恋と友情を天てん秤びんにかけたとき、脆もろい精神が崩れていく音が響いた。

「許いい嫁なずけ……東雲さんと枚方さんが……」

　枚方さんを失ったら、ワタシは中学時代のように底知れぬ孤独へ陥る。

　でも、東雲さんの善意を拒絶することがワタシにはできない。

　もし、枚方さんがワタシだと知っていて警告したのだとしたら、これから先は友達として接することなんて無理だ。彼女の顔を直視できる自信が、もう欠片かけらも残されていない。

　駄目だったんだ。ワタシはこの世界で生きてはいけないんだ。

　誰からも必要とされず、誰にも弱音を吐くことはできないんだ。

　もう何も考えたくない。

　頑張ったよね。引きこもりが奮起して、二週間も学校に通ったんだから。

　だから、もういいよ。




　ワタシが誰とも関わらなければ、誰も傷つかないよね。
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　無事に夏コミが終了し、新学期という憂鬱な足音が間近に迫る時期。

「七なな海みさん、こっちこっち」

　七海さんがファミレスに入店してきたので、レナトの対面に座っていた俺が自分のテーブル席へ手招きした。

　午後二時前──夏コミの打ち上げということで、森もり野の主催のパーティが間もなく開始される。俺たちはそのために集合していたのだ。

「コウくんとレナちゃん早いねぇ。わたし十分前に到着したのに」

「俺たちも今さっき来たところだよ」

　ハンカチで額の汗をお淑しとやかに拭きながら、レナトの隣へ腰かける七海さん。

　パーティとはいえ、所詮は高校生の予算。もちろん貸切ではなく、ファミレスで和わ気き藹あい々あいと飲み食いするだけなので、気取った恰かつ好こうをしている人はいない。

　七海さんが来てからほどなくして、

「お、みんな揃っているアルね！」

　毎回同じ私服姿の森野とファントム・ほるもんさんが入店。俺たちの席は五人となった。

「全員揃ったことだし、さっそく食べ物を注文するヨロシ」

「え？　今日はこれで全員なのか？　お前のサークルはもっとメンバーがいるだろ」

「東雲しののめ氏～、今日は平日の昼間ネ。大抵の社会人は仕事中だから、昼は来られないヨ」

　ちゃんと働いている人が多いようで、なにより。

「ボクは有給を使っての参加ですぞ。ねこねこ氏に会える貴重な機会ですぞ」

「あ、別に聞いてないです」

　ファントム・ほるもんさん渾こん身しんの眼鏡クイっ→ドヤ顔の流れ技を軽くスルー。

　各自が食べたいものを注文し、ドリンクバーで乾杯した。

「ひ、枚ひら方かたさんは……来ないの……？」

「コミケの日にお誘いをかけたアルが、普通に断られたネ。午後は実家の道場で剣の鍛錬があるみたいヨ」

「そう……なんだ……」

　分かりやすく、意気消沈してしまうレナト。

「剣術鍛錬は枚方さんの日課だから仕方ない。それと一度も外食したことがない人だから、ヒマだったとしても来ないと思う」

「今どき、そんな女子高生がいるアルか……。絶滅危惧種みたいな属性が揃ってるネ」

　枚方さんは打ち上げに来ないと予想はしていた。そして、予想通りになった。

　でも、心のどこかでは来ることを期待していたのかもしれない。

　レナトや七海さんと触れ合っているところを、ひと夏の想い出にしたかったから。

「そういえば、夏コミで撮影したコスプレ写真で写真集を制作中ですぞ。お二人の写真が中心なので、完成したらねこねこ氏とこんこん氏にプレゼントですぞ」

「ありがとうございますっ♪　楽しみにしていますねぇ」

　三次元美少女のハジけるスマイルで、ほるもんさんの心が撃ち抜かれた。純粋な男子を勘違いさせる七海さんの罪作りな魔力よ。

「ＲＯＭは持ってきてるアル。打ち上げということで、みんなで見てみるネ」

　森野がリュックサックからＲＯＭを取り出して、持参していたノートパソコンへ挿入。

　カチカチとクリックしながら、みんなで写真データを閲覧していく。

「お祭りだったとはいえ、今さら恥ずかしくなってきたよぉ」

　七海さんは少し顔を赤らめながら、自らのコスプレ姿を直視していた。

「何気にノリノリだったもんね。七海さんのコスプレ写真は凄く可愛いから、何枚でも欲しいくらいだよ」

「さらっとそういうことを言うからずるいなぁ、コウくんは」

　照れながらむくれる七海さんは、抱き締めたい衝動を刺激してくるから困る。

「心残りなのは、枚方氏のコスプレ写真を一枚も撮れなかったことヨ。こっそり撮ろうと試みたアルが、命の危機を感じたネ……」

　シャッターを切った瞬間に、森野の首まで切られていたかもしれない。割と冗談抜きで。

　スマホで隠し撮りできた唯一のショットを、国宝に指定しよう。

　他人ひと事ごとで完全に油断していたとき、黒歴史になりそうな見知った写真が表示された。

「いや～、ファントム・ほるもん氏がどうしてもって聞かなかったアル。しのしの氏専用のＲＯＭを即日作って夏コミで販売したら、儲もうかった儲かったネ～♪」

「なので、今日は奢おごりますぞ。しのしの氏への問い合わせも増大して、冬コミは写真集がバカ売れする予感ですぞ」

「てめぇら、オモテでろ」

　親指で店外を指さし、盗撮販売豚二匹を連行。入口付近で正座させて『ぼくは豚です。餌を与えないでください』と書いた紙を二匹の顔に貼り、ファミレスへご来店されるお客様が観賞用に楽しんでいただけるよう公開放置した。




　その後は三人で写真鑑賞を進めたのだが、レナトの表情があまり浮かない。いや、表情自体はフードで判別できないのだが、気落ちしているような雰囲気は伝わってくる。

「枚方さんが来ないから落ち込んでいるの？」

　無言で俯うつむきながら、ふるふると首を横に振るレナト。

「それとも、学校へ通うのが怖くなった？」

「そ、それは……」

　うーん、と顎に手を当てて悩むレナト。学校に登校したら、猫耳フードをかぶりっぱなしというわけにはいかないし、変な子扱いされて友達作りの障害にもなり得る。

「学校へ通うなら、フードは完全に取らないといけないと思うんだ。友達を作りたいと思うなら、なおさら相手の目を見て話さないとね」

　心を鬼にして、そう訴えかけた。

「キミの心身を解きほぐすために尽力してきたつもりだし、人見知りもずいぶん改善されてきた。七海さんや女王蜂と楽しそうに会話できるようになったのが、その証だよ」

　レナトはコクリと小さく頷うなずく。

「なら、あとはレナトが頑張らないといけない。自分の足で一歩前に踏み出さなきゃね」

　腕を擦り合わせて、俯きながら押し黙るレナト。

　自分自身の弱いメンタルへ、何度も何度も発破をかけているように感じる。

「高校に入学した頃、身体が弱くて危なっかしい外国人の少女と出会ったんだ。でも一生懸命なほど、学校生活に馴染もうとしてた」

「コウさんはその少女を……今でも応援してくれています……。そ、その少女だとは気付いていなかったですが……それでも助けてくれて……背中を押してくれました……」

「ずるいよ、レナトは。ずっと隠していたなんてさ」

　意地悪に笑むと、レナトは申し訳なさそうにペコペコと陳謝した。

「あのとき、キミの名前を聞いてなかった俺が悪いんだけどね。まだクラスメイトの名前すらうろ覚えな時期だし、違うクラスだし、顔を隠されたら分かるわけないよ」

「わ、ワタシだけがコウさんだと気付いてました……。モフマップのときから……ふへへ」

「ふへへ、じゃない。まったく、黙ったり笑ったり調子が良いんだから」

　場が和んで、レナトが饒じよう舌ぜつになってきた。話しやすい空気になってきただろうか。

「で、でも……正体を明かすのが怖くて……。ひ、枚方さんに伝わってしまったら……悩ませてしまって……辛い顔をしてしまいます……」

　コミケ初日後、レナトが自らの正体を打ち明けて、俺と七海さんは二人の過去を聞かせてもらった。小さい声ながらも、しっかりと芯が通ったレナトの言葉で──

「今さらだけど、屋上で許いい嫁なずけに手を出すコウくんって最低男だねぇ」

「返す言葉もございません。若気の至りです」

　四ヵ月前の失態を断罪されて、速やかに頭を下げながら謝罪せざるを得ない。

「レナトもごめん……。レナトが不登校になったのは俺の責任かもしれない」

「……い、いえ……コウさんは……ワタシのヒーローです……。中学も不登校だったダメ猫が二週間も通えたのは……コウさんがいてくれたおかげですから……」

　心苦しい。俺なんかを許してくれて、ヒーローだと言ってくれたから。

「もし枚方さんとまた出会ってしまったら……邪魔なワタシなんかの顔を見せてしまったら……怖い顔をさせてしまうのではないかと……。だからワタシは……」

　素顔を完全に隠した、というわけだったのか。たった二週間だけでも、友達だった相手の憎悪に満ちた表情を見たくないから。そんな顔を枚方さんにさせたくない一心で。

「というか、コウくんと枚方さんが許嫁ってことが驚きだよぉ。お互いをよく熟知していそうな雰囲気はあったけどさぁ」

「仲がいい親同士が決めた事柄だけど、小学校のときまでは付き合っていたからね。枚方さんが遠くへ引っ越してからは疎遠になったけど」

「……お、お母さんと一緒に実家へ戻ってきたらしいです……」

　止まっていた俺と枚方さんの時計は、再び時間を刻み始めたかに思えたが──すぐに終結を迎えることになる。

「だけど、枚方さんは俺を拒絶した。屋上での一件以来、俺を避けるようになったんだ」

　枚方さんは棘とげを張り巡らせた檻おりに閉じ籠った。

　俺を遠ざけるため……あるいは、自分自身を閉じ込めるため。

「枚方さんと偶然ながら再会したとき、俺は本当に嬉うれしかったよ。でも……許嫁なんて過去の縛りは、今の彼女にとって無意味と割り切るしかなかった」

「だからコウくんは……わたしたちの告白を受け入れたんだね。もう、枚方さんとの繫つながりが完全に途切れたと思ったから」

「本当にごめん……」

　七海さんに図星を突かれて、深く頭を下げた。許嫁という言葉だけで繫がっていた奇妙な関係は、枚方さんにとって残酷だったのかもしれない。

　告白もせず、好きとも告げず、枚方さん相手に覚醒してしまった自主サデイス規制テイツクな衝動。枚方さんだけはＳＡＤＳサツズの俺を受け入れてくれたから、高校でも甘えようとして嫌われた──

「許嫁とか関係なく……枚方さんは……コウさんのことが好き……です……」

　遠慮がちに、レナトが言葉を絞り出す。

「雑魚のワタシなんかにヤキモチを焼いて……えげつない殺気を放って……ワタシは殺されるかと恐怖しました……。枚方さんにとって……コウさんは自分を汚してでも、他人には渡したくない人……だったんです……たぶん……」

「嫌いなら、そもそもレナちゃんに嫉妬しないよねぇ。恋敵を排除しておきながら、自分はコウくんと距離を置くなんて不自然じゃないかな、やっぱり」

　第三者の公平な目線は、状況を整理するのに最適。レナトを脅威としておきながら、俺とも距離を置くのは違和感がある。結果的に枚方さんが一人になってしまうだけだ。

「わ、ワタシは学校に行きたいです……。でも、枚方さんと真しん摯しに向き合ってからじゃないと……前には進めません……。だって……」

　積もりに積もった想いが、レナトの瞳から涙となって溢あふれ出でる。

「だって……初めての……お友達だったんですから……。う、うぐっ……ぅう……ずっと擦れ違ったままなんて……イヤなんです……！　う、うええぇ……ぐっ……」

　人目も憚はばからず嗚お咽えつを漏らすレナトを、ぎゅっと抱き締める七海さん。

「唯一の友達と擦れ違いになったら辛いよね……。ほんとコウくんが悪いし、コウくんが最低だし、コウくんがいろんな女性に優しすぎるのがいけないんだよ。変態なのも悪い」

　拗すねた口調で俺を流し目で見る七海さんに、苦笑いで対応することしかできない。

「女の子にとって、残酷な優しさを撒まいたコウくんが責任をとらなくちゃ。レナちゃんが前に進むためには、コウくん自身も過去に決着をつけなくちゃね」

「七海さん……」

　でも──ウインクしながら、俺の背中を笑顔で後押ししてくれる。

　困ったときは傍にいてくれて、今も隣を歩んでくれていたんだ……七海さんは。

　俺はすぐさま立ち上がり、中途半端に捻ねじ曲まがった関係へ終止符を打つことに決めた。

「打ち上げ中に申し訳ないけど、ちょっと道場破りに行ってくる」

　店外へと飛び出して、行き交う人波を疾風の如く駆け抜けた。

　微笑みながら見送ってくれた七海さんに感謝しながら、腕を振り上げて、足を交互に突き出すのを止やめない。自分の答えを示すために。枚方さんの本心を示してもらうために。

　蒸し暑い空気抵抗に抗あらがい、子供の頃によく遊んでいた場所を目指した。




　　　　　　　　※




「はっ！　やあ！」

　懐かしい木造の香りと、耳に馴染んだ心地良い鍛錬の声。

　静寂を切り裂く木刀の素振りは、年季が入った大木の梁はりを伝って、道場全体を揺らすかのよう。壁には枚方家の家紋や掛け軸を始め、薙なぎ刀なたや小刀といった刀剣が飾られている。

　枚方一刀流　柚ゆず柳りゆう館かん。

　近所では有名な剣術道場で、俺はここで遊んでいたことがある。

　今、目の前で背を向ける胴着姿の枚方柚月ゆづきと──

　お互いの母親が親友同士だった両家。同じ年に東雲家では男児が生まれ、枚方家では女児が生まれたことで両家が許嫁に定めたらしい。

　物心ついた頃には道場を遊び場とし、玩具おもちやの剣でチャンバラごっこをした記憶もある。

　当時から枚方さんは強すぎて、一度も勝てたことはないけれど。

　俺と枚方さんの歴史は、この場所から始まったと言っても過言ではない。

「ここに来るのは、ヒラカターンが引っ越した五年生のとき以来だね」

　想い出話に花を咲かせる気がないのは、向こうも同じ。俺の言葉を切り捨てるかのように木刀を振り下ろした後、剣先を足元へ下ろした。

「私に関わるな、と言ったはずだ。その呼び方もやめろ」

　決して俺の方を振り向かないまま、枚方さんはそう吐き捨てた。

「あの頃はずっとヒラカターンって呼んでいたから」

「笑止。私と貴様は赤の他人同士なのだ。過去も未来も……そうでなくてはならない」

　一歩ずつ前に進みながら、枚方さんへ近づこうとするも、




「それ以上近づくなぁ!!」




　彼女の悲痛な絶叫が……木霊こだました。

「間合いに侵入すれば……斬る」

　木刀を握る右手に力を込める枚方さん。本当に、本当に斬り裂かれてしまいそうな覚悟が、彼女の背中から伝わってくる。

「俺が悪かったのかな……。ヒラカターンに距離を置かれたからって、当てつけみたいにいろんな彼女を作ったりしたから」

「違う……違うのだ。私が勝手に遠ざけて、勝手に罪悪感を覚えていただけなのだ……」

　否定を表しているのか、枚方さんが首を横に振った。

「貴様に……コウちゃんに触れられると、女の自分が抑えきれなくなってしまう!!　私はコウちゃんの許嫁でコウちゃんが大好きだったから!!　今だって、まだ恋仲が続いていると思い込んでいる滑稽な馬鹿女なのだ……!!」

　言葉が出ない。虚勢という棘が抜け落ちた姿が、あまりにも衝撃的だったから。

「勘違いしてしまうではないか……。コウちゃんは私に別れを告げなかったから……。関係は続いていると……勘違いしてしまうではないかぁ……」

　棘を纏まとって生きていた枚方さんが、掠れた涙声を必死に絞り出している。

　俺は許嫁としての別れを告げずに、親の車で故郷を離れていく枚方さんを見送った。

　犯していたのは最悪の過ち。小学生の許嫁関係が、高校生の今も継続するわけがないと常識の枠に当てはめて──純粋な枚方さんの気持ちを無視して。

　枚方さんに対する当てつけのように、様々な女性へ尽くしてしまっていた。

「私は幼少の頃から男勝りな言動だったのでな、同学年の男連中にからかわれていたのだ。虚勢を張って平然を装ってはいたが……内心は辛かった」

　憶おぼえている。小学二年生だった枚方さんが「お前は女じゃない」「スカートなんて穿くな」と茶化されていたのを。今思えば、男子連中が枚方さんへ抱いていた好意の裏返し。

　肉体的に強いとはいえ、心まで強いわけではない。むしろ、反比例した心の弱点を悟られないために、虚勢を張っていたのだろう。今の彼女と……まったく変わらない。

「特に、鉛筆を風呂敷に巻いていたら酷くからかわれてな。他人の前で悔し涙を流したのは、あの時が初めてだった。そんなとき……貴様が筆箱を買ってくれたのだ」

　俺は小遣いを溜ためて、彼女の誕生日にキャラものの筆箱をプレゼントした。反応は素っ気なかったが、次の日にさっそく学校で使っていてくれたのには心が弾んだ。

　それが面白くなかったのか、男子連中は枚方さんの筆箱を取り上げた。ついに彼女を泣かせた連中を許すことができず、俺の中で密ひそかに滾たぎっていた憤怒が爆発。

　俺の許嫁を泣かせてんじゃねぇ！

　ブチ切れた俺は、男子連中と壮絶な殴り合いへ発展し、ボコボコにされながらも筆箱を奪い返した。枚方さんが大粒の涙を流しながら抱き着いてきて、気恥ずかしかったのを鮮明に憶えている。

「枚方さんは、あの筆箱を今も使ってくれているよね」

「手放せるわけがなかろう。許嫁の意味すら理解していなかった私が、コウちゃんに惹ひかれた想い出だったのだから」

　もう八年も前の出来事なのに……枚方さんは昨日のことのように語る。

　声が穏やかになったのも束つかの間ま、枚方さんの腕が小刻みに震え始めた。

「入学式の朝、猫娘がコウちゃんに路上で助けられた場面を偶然目撃してしまった。眠っていた醜い嫉妬が胸に巣食ってしまい……保健室での貴様たちを盗み見たとき、ついに自分を制御できなくなった……」

「俺を屋上へ呼び出したのは、レナトに俺たちの関係を見せつけるためだったんだね」

「コウちゃんから身を引いてくれるだけで良かったのに……まさか不登校になるなんて思わなかったのだ……」

　枚方さんは、レナトが中学時代に不登校だったことを知らない。

　レナトが想像を凌りよう駕がするダメージを負い、友達に刃を向けられた恐怖感で心が圧へし折おれるなど、思ってもみなかったのだろう。

「猫娘は……貴様を〝ヒーロー〟だと言った。私の許嫁が他人のヒーローになってしまうという不安が燻くすぶるなんて……滑稽だな」

　俺にそんなつもりなんてなかった。ただ、レナトが困っていたから見過ごせなかっただけで、誰かのヒーローになるなんておこがましい。

「愚かな己に嫌悪感を抱き、コウちゃんから離れた。被害者の会を結成すれば、理性を制御できるとも考えた。しかし、それさえも……ただの独占欲だったのだな……」

　枚方さんの頰ほおを伝って、床に吸い込まれたのは青白く光る雫。

「私は……コウちゃんに贔屓される猫娘が許せない。私以外の女性に優しくするコウちゃんが許せない。私以外の身体を弄ぶコウちゃんが許せない」

　嫉妬と自責が入り混じった涙が、止めどなく滴り落ちる。

「未だにコウちゃんが好きで、狡ずるくて愚かな私が……許せない」

　無意識の行動だった。俺は枚方さんの細い身体を、背後から抱き寄せていた。

「やめろっ……。温もりを遠ざけていたのに……思い出してしまったら私は……」

「ごめん、ヒラカターン。ずっと独りで苦しませて……本当にごめん」

　瞳から氾はん濫らんする涙を、人差し指で掬すくう。掬っても、また掬っても、瓦解した涙腺は修復できず、洪水状態に陥っていた。

　懐かしい匂い。胴着と汗の匂いを嫌って、当時の枚方さんはあまり嗅がせてくれなかったけど。煌きらめく黒髪からは、ほんのりシャンプーの香りがした。

「早く離れないと……斬るぞ……。ううっ……うぐっ……。今の私は強い……。貴様に泣き虫と言われないよう、強くなったのだっ……」

「ヒラカターンは、いつだって弱い女の子だよ。だって、俺の前では泣いてるじゃん」

　枚方柚月はＳＡＤＳサツズな東雲甲こうを作り上げた元凶であり、東雲甲は嫉妬深い枚方柚月を作り上げた元凶。依存していたんだ、俺たちは。恋ではなく、根深い依存が招いた確執。

　お互いに不器用で頑固だったから、気付くのに時間を浪費してしまったけど、離れながらも依存していた関係は……今日で最後にしなくてはいけない。
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「キミを異性として好きだとは思っていない。それが現時点での気持ちで、俺の答えだよ」

「そうか……。貴様の口から答えが聞けて……本当に良かった」

　俺からの答えを受け入れた瞬間に響いたのは、涙声に入り混じった嗚咽。

「良かったのに……どうして涙が止まらないのだぁ……」

　枚方さんを縛り付けていた数年間の呪縛は、悲ひ愴そうな涙となって解き放たれた。今日まで察してあげられなかった俺の罪に、重く加算される形となって。

「好きな人ができたら、自分から告白するって約束する。その人のためだけに尽くす特別な紳士になりたい」

　だから俺は──中途半端であることを捨てようと決めたんだ。半端な優しさで傷つけないように、たった一人の女性と添い遂げよう、と。

　枚方さんに与えてしまった底知れぬ不安を……今度は繰り返さないために。

「約束……だぞ。私はコウちゃんが決断するときまで、ずっと見守ると約束する」

　どんなに剣で威嚇しようとも、研ぎ澄まされた瞳を取り繕っても、強い言葉で牽けん制せいしても、枚方さんは年頃の女の子なんだ。弱くて脆もろい……普通の女の子。

「許せないくせに……許されようとしていた。罪滅ぼしという都合のいい言葉を言い聞かせて。ごめん……なさい。本当に……ごめんなさい」

　枚方さんの謝罪を遮るように、抱き締めていた両手へ力を込めた。

「その言葉はレナトに直接言ってあげてほしいな。キミたちはまた、やり直せる」

「やり直せるだろうか。私とねこ……いや、レナトは」

「もちろん」

　そして俺は、笑顔でこう言うんだ。

「だって、仲直りできるのが〝友達〟なんだからさ」

「ははっ……そういうものか。友人というものは」

　泣きながら、笑う。お天気雨と同じ彼女の表情は、これからの人生が晴れ渡った青空へ繫つながっていくことを示しているのかもしれない。

　枚方さんとレナトが紡ぐ友情の証──俺はそう信じているんだ。




「──で、東雲甲はいつまで私に抱き着いているのだ？　不ふ埒らち者ものは嫌いだと言っている」

　木刀を肩へ担ぐように、背後へ切っ先を突きつける枚方さん。おののいた俺が背後から離れると、彼女はクルリと反転。二人は正面から向かい合う体勢となった。

「私を愛していない貴様とは許嫁など成立しない。今日から赤の他人だ」

「えぇ……せめて顔見知り程度には留めてくれると嬉うれしいんだけど」

　俺の苦笑いを「ゴホンっ」というワザとらしい咳せき払ばらいで一蹴した枚方さんは、

「正々堂々と勝負し、東雲甲が枚方柚月に〝恋〟をしたとき、私は貴様を〝コウちゃん〟と呼んでやろう。そして〝ヒラカターン〟と呼ぶ権利をくれてやる」

　自らの胸に手を置いて、瞳に強固な意志を宿す。

　その未来が訪れるかは、俺も彼女も分からないけれど。

　赤の他人になった今、許嫁より距離が縮まった気がするのはなぜだろう。

　とても晴れやかで、心が躍るんだ。

　穏やかに微笑む枚方さんは──どう思っているのかな。




「な、殴り込みじゃぁああああああああああああああああああああぁぁぁ…………………………ぁああああぁっ……はぁぁああ……っぁあぁ……………………げほっ……ぐふっ」




　剣術道場の空気を極微かに振動させたのは、雄お叫たけびとは言い難い掠れ声。

　息が続かなくなって声が途切れたり、喉が辛くなって咳せき込こんだと予想できるノイズのオマケ付き。

　死ぬ気で逃げたのか、すでに何者かの姿はなかったが、道場の門前には猫のぬいぐるみがポツンと放置してある。首輪の部分に添えられていたのは、折り畳まれた手紙だった。

　枚方さんが手紙を開くと、

「……ふっ、おもしろい」

　不敵な眼光を隠さず、俺に向けて手紙を投げ渡す。

　思わず、俺もクスっと吹き出してしまう内容が、下手くそな文字で綴つづられていた。







　　　　　　　　　　　果たし状





始業式の日　校門で待っていろにゃ

正義の猫パンチで　決着をつけるのにゃ

震えて眠るがいいにゃ







ねこねこ☆しゅべぇげりん　
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　始業式の朝。もう九月だというのに、焦げ付くように暑い太陽。東京の残暑恐るべし。クーラーの部屋に慣れたせいで、外に出るのが余計に辛い。

　今日で俺とレナトの同どう棲せいは終了し、ＳＡＤＳサツズトレーニングから卒業を迎えた。

　行き交う人間とコンクリートで構築された都会の通学路は、夏休みを挟んでも大きな変化はない。一つだけ変わったことがあるとすれば、

「か、身体が重いぃ……。あ、雨なんか……雨なんか降りやがってぇ……」

「めっちゃ晴れているよ」

　制服に猫耳フードパーカーを羽織った少女の存在。不安げな瞳で、自らの手に『人』という文字を書いて飲み込むという、古典的な緊張緩和のおまじないを実践していた。

「ご、学校ゴールまであと４５０ヤードぉ……げ、現在の風速６ノット横風ぇ……」

　レナトが歩きながらブツブツと呟つぶやいています。俺は無視できないです。

「学校まではまだ４５０ヤード以上あるし、風は無風ですが」

「ふ、ふにゃああああああ……！　せ、精神統一中に話しかけないでくださいぃ……！」

　猫みたいに可愛らしく威嚇されてしまった。どうやらレナト流の精神統一だったようだ。

　いつもの発作だと思って完全にバカにしていました。ごめんなさい。

「……ちょ、ちょっと、登校のイメージトレーニングをするので……こ、コウさんは、校門で待ち構えているであろう某風紀委員になりきってください……」

　なんか茶番に付き合わされることに。某風紀委員は一人しか連想できないんですが。

「おい、その奇妙な頭巾付きの服を脱げ。校則違反者を学校へ入れるわけにはいかん」

「……こ、この特攻服パーカーはポリシーじゃあ……!!　ぼ、ぼっちエリートの看板を背負ってんねん……!!　お前に分かるんか、この気持ちぃ……!!」

「うっわ、めんどくせ」

「ぼ、某風紀委員はそんなこと言いませんよぉ……！　真面目にやってくださいぃ……！」

　さてはきらきらさんのアドバイスあたりを真に受けて、間違った知識を得たな……。

　そんな茶番に付き合っているうちに、レナトの緊張は解ほぐれてきたようだ。

「もう少しで学校に着くけど、心の準備は大丈夫？」

「ふ、不安で心配でドキドキでハラハラですけど……逃げません。ぜ、絶対に負けられない戦いがあるんです」

　オドオドした雰囲気や、常にどもっていた会話は大幅に改善されている。

　あとは絶対に負けられない戦いとやらに勝利するだけだ。

「ぶ、ぶちかましてやりますよぉ……!!」

「その意気だ！　がんばろう！」

　目が眩むような輝きを放つ太陽へ、レナトは高々と拳を掲げる。

「あ、ひゃぁああああああああああああああっ……ふえぇええ……助けてぇ……」

　散歩中の柴犬に吠ほえられて、俺の陰に隠れるレナト。

　漲った自信は瞬く間に消し飛んでしまった。勝利…………できるのかなぁ。




　上井草高校の正門前では、風紀委員や生徒会による身み嗜だしなみ検査が実施されていた。

　続々と登校している生徒の中には、真っ黒に日焼けしていたり、髪を派手に染めている人もチラホラと見受けられる。女子はスカート丈の短さでも捕まっているようだ。

　夏休みボケやデビュー丸出しの輩には、生活指導の先生による熱心な教育が待っていることだろう。

　人間の激流を堰せき止とめんとばかりに仁王立ちしているのは、風紀委員の枚ひら方かた柚月ゆづき。木刀の柄つか……いや、柄の頂である頭かしらを両手で押さえつけ、切っ先を地面に突き立てている。

　まるで、手て練だれの武士が宿敵を待ち構えているかのような貫かん禄ろくは、誰もが寒気と恐怖を禁じ得ない修羅の道を創造していた。

　対峙する両者。俺は数メートルほど離れた位置から、なりゆきを見守ることに。

「はぁ……はぁ……」

　登校しただけで息を切らしているレナトだが、決して退ひかない。枚方さんの重圧を撥はね除のけようと足搔き、大地を踏みしめた。

「ここに来るまで……何度も逃げようと思いました。泣きたくなりました。犬にも吠えられました。でも、逃げるわけにはいきません……!!」

「私を倒して学校内に入らなければ、お前は登校したことにはならない。奇妙な頭巾で素顔を隠す校則違反者を通すわけにはいかんな」

　険しい表情を前面に押し出した枚方さんが、あえてレナトの奮起を煽あおる。そして、静かに瞳を閉じた。ビンタ……いや、殴打以上の罰を覚悟しているのだろう。

　圧倒的ラスボス感を解き放った相手に前進しながら、レナトはフードに両手をかけて──




「わたしと　友達になってください」




　フードを脱ぎ去り、素顔での笑デイ顔・ス日マイ和リングを披露した。

　どんな女性でも怒りを鎮めてくれる爽やかな笑顔を、レナトはマスターしていたのだ。

　新雪にも負けない純白の肌は、触れたら崩れてしまいそうな美しい儚はかなさ。

　強制的に閉じ込められていたおさげ髪が気持ち良さそうに靡なびき、太陽光を反射した艶が毛先へと煌めく。

　弱々しく下がった目尻と幼い顔立ちは春先と変わっておらず、マスコット風味な愛らしさを兼ね揃えている外国人の少女が見せた、精一杯の微笑み。

「私はお前に……レナトに殴られても仕方ないことをした。絶縁でも報復でも受け入れようと覚悟していたのだ。それなのに……お前は私と友達になってくれるのか……？」

　予想外の攻撃で動揺したのか、枚方さんの手から木刀が力無く抜け落ちた。

「クラスでぼっち確定だったら……たぶん学校に来ることはできませんでした。でも、枚方さんが待っていてくれるから……頑張って来ることができたんです」

「しかし、私はお前に……!!」

　自責に駆られる枚方さんの唇を、自分の人差し指で塞ぐレナト。

「枚方さんと絶交したら……体育で誰と柔軟体操すればいいんですか……。調理実習で誰と組めばいいんですか……」

「違う……。私は柔軟体操でお前の身体を歪ゆがませてやろうと画策していたし、調理中に包丁で軽く威嚇してやろうという欲望も心に巣食っていた……」

「しゅ、修学旅行の班決めで、私はぼっち確定です……。枚方さんがいないと……学校に行くのが辛くなってしまいます……。ワタシは……枚方さんに声をかけられたことが嬉うれしかったんです……」

　両膝から崩れ落ちた枚方さんへ寄り添ったのは、たった今できたばかりの〝友達〟。

　誤解や擦れ違いはあったけれど、最初からやり直せる。

「わ、ワタシの初めてのお友達になってくれたお礼に……許しちゃいます……」

「本当に……ごめんなさい。ごめんなさい……うええぇええええええん……」

　人目も憚はばからず、大泣きする枚方さん。

　他人の前では常に凛り々りしかった鉄仮面が、幼い子供のように泣き喚く。強くなったレナトの温もりに包まれて、孤独だった檻おりに光が舞い込む。

　夏休みが終わっても、レナトの時間は終わらない。これからもずっと続いていく。

　この先のレナトは楽しいことより、辛くて苦しいことのほうが多いかもしれない。

　それでも、友達がいれば逆境だって分かち合える。この二人なら、きっと大丈夫。

　もう、俺が心配する必要はないのだ。

　通学ラッシュの校門前で、いつまでも抱き合う奇妙な二人。大勢の生徒から疑問符の視線が降り注ぐものの、俺だけは胸を撫で下ろしていた。

「良かったねぇ。レナちゃんも枚方さんも仲直りできて」

「ああ、そうだね」

　──訂正。いつの間にか俺の隣で見守っていた七なな海みさんも、かな。




　　　　　　　　※




　夏休みが終わってから……ということは、ワタシが再び高校へ通い始めてから数日後。

　九月の中旬に行われる『上井草高校祭』に向けて、各クラスが模擬店や出し物の準備に追われ始めていた。あっ、これは学園アニメやエロゲでよくある光景だぁ～。

　ぼっちエリートなので、その程度の粗末な知識しか持ち合わせていない。現実の文化祭なるものに遭遇するのは、もちろん生まれて初めてなわけで。

「……お、オムライス……三百円……。スマイル……無料……」

　放課後の教室で寂しく何をしているかと言うと、喫茶店のメニューを机で手書きしている。クラス委員長の女の子が、ワタシに仕事を分け与えてくれたのだ。

「レナトさん、体調は大丈夫？　長期間休んでいたんだし、無理はしなくていいからね」

「あ、ありがとうございます……」

　や　さ　し　い　世　界。

　定期的に心配してくれるので、今すぐ号泣できる自信がある。

　ワタシが休んでいる間に喫茶店をやることが決まったらしく、放課後は料理の試作や簡単な準備を進めることが多い。

「ちょっと男子ぃ～」

　うおぉおおおお……!!　サボっている男子に呆れた女子の苦言キターーーーーっ!!

　都市伝説だと思っていた「ちょっと男子ぃ～」が生で聞けた感動は無限大。

　地球に生まれて良かったぁーーーーーーーーっ!!

「おい、男ども。学校行事を真面目にやらないなら……地上から叩き出すぞ」

　女子が連れてきた切り札、枚方さんで形勢が逆転。不真面目な男子が青ざめた顔で看板作りを開始していた。枚方さんは女子にもモテるんだろうなぁ……。

「普通の喫茶店とかテンションあがんねーよ。女子がメイドになるとかさ～」

「はあ？　メイド喫茶は他のクラスもやるからネタが被かぶっちゃいますけどー。それに、今から人数分の衣装を用意する時間なんてあると思う？」

　五分も経たないうちに、些細な口論へと発展する男子と女子。仲裁の神だと勝手に任命した枚方さんは、試作用の材料買い出しで不在という不運なタイミングで。

　ここでガツンとワタシが仲裁を……仲裁を……人気者になれる一言をぉ……。

「コスプレ……いっぱい持ってましゅ……！」

　空気が静まり返って、視線という矢が大量に飛んできた気がした。なぜか、挙手しながら発言したぼっちエリートを笑わないで。怒らないで。見捨てないで。

　しかも嚙んでるし。ましゅ……ましゅ……。辛いです……。日本語ムズカシイデス。

「それじゃあ、レナトさんの案を採用してコスプレ喫茶にしちゃおうか」

「お、女子がコスプレしてくれるならやる気でるわ～！」

　──奇跡って起きるんです。深く息を吐きながら、笑った膝を手で押さえて、意気投合したクラスを瞳に焼き付けた。

　こんな経験は今までなくて、ワタシの言葉を聞いてくれたという事実が嬉しくて、自然に顔がほころんでしまっている。たぶん……だらしなく、幸せそうに。

　コウさんが弱い部分を補ってくれたから。情けない自分を変えてくれたから。

　心が折れそうなとき、一歩を踏み出す勇気が持てるようになった。

「コスプレ未経験者がほとんどだから、どんな雰囲気になるか試してみたいよね」

「あ……お兄ちゃんに頼めば、衣装をすぐに持ってきてくれると思うので……」

　ワタシはすぐにお兄ちゃんへ電話して、新品のコスプレ衣装を女子の人数分ほど用意してもらった。女子が着替えるので、男子は教室から一時的に締め出されてしまう。

　コスプレ試着の先陣を切るのは、経験者が望ましいということで──

「……おい、これはなにかの間違いだろう？」

「……い、いえ……それで……合っているはずですが……」

「何故、このような露出が多い仮装をせねばならんのだっーーーーーーーーーーーっ!!」

　わなわなと肩を揺らして、茹で上がったように赤面する枚方さん。

　忍びを意識した紫基調の衣装は、大胆に肩を露出したホルターネック。腰には太い帯が巻かれて、股間は布が一枚ぶら下がっているだけ。

　それがエロいスリットと化し、太ももに魅惑の輝きを与えて、黒ニーソとの絶対領域が凄まじいエロエロ化学反応を生み出すのです。

「かわいいぃ～！　枚方さんって身長高いから映えるよね！」

「怖い印象だったから話しかけづらかったけど、枚方さんってコスプレとか好きなんだ！」

「そ、そんなことはない……！　以前、強引にやらされて……こちらを見るなぁ……」

　予想通り女子からの絶賛。このエロさは男子にとって夜のネタにグーですわ。

　どさくさに紛れて、夏コミのときよりエロい忍者装束にしちゃったもんねぇ。

「……あ、これ……リボンです……。そのキャラはポニテなので、髪は後ろで縛って……」

「かたじけない。先程から肩に髪が触れてもどかしく……ではなくてだなっ！」

　リボン片手に髪をたくし上げながらノリツッコミ!?

「このようなけしからん恰かつ好こうをするなど、私は聞かされていない！」

「……もう少し胸があれば、最高の閃せん忍にんコスでしたねぇ……。敵に捕まって……く、殺せからの～エッチな尋問を受けたり……快楽落ちしそうなクオリティです……。枚方さんの素材が……この化学反応を生み出したのです……」

「賞賛か貶おとしめか分からん意味不明なところが、あの撮影男と類似しているな……」

　ぐへへ、うっかりガチ勢スイッチが入ってしまいました……って、やめてぇ！　クズお兄ちゃんと同類だけはイヤぁ!!　中身は変態オヤジだね、と言われたほうが遥はるかにマシ！

「せ、せめて黒の長靴下を穿はかせてはもらえないか？　妙に風通しがよい股下が心地悪いのだが……」

「……黒ストのキャラじゃないので……ダメ……っ！　です……っ！　み、見せパンは渡したはず……ですが」

　ピラっと捲まくりたい性的出来心を我慢できず、股間を隠す布へ手を伸ばす。

「こ、こらっ！　捲るなっ！　穿はいているに決まっているだろうっ!?」

　逃げ回る枚方さんを追い回すワタシ……なんだか凄く友達っぽい！　友達だけどね！

　その後、女子の着替えを覗こうと試みていた男子たちが、エロ忍者さんの手によって駆逐されたことは言うまでもない。

　第三者の目線でほのぼのと傍観していると、背後には任務を終えたエロ忍者さんが怒りマークを引っ提げて仁王立ちしていた。

「私にここまでさせたのだから、レナトはもっと過激な仮装をするのだなあ……？」




　ひ、ひぇえぇえええええええええええええええええええええぇえぇええええええ!?




　ワタシは今、とっても幸せなぼっちエリートです。
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「あらためて、枚ひら方かた氏を招いた夏コミ打ち上げの乾杯ネーっ！」

　森もり野のが発した乾杯の音頭を合図に、全員が高々と掲げたグラス同士が軽く接触。打ち上げの開始を告げる乾いた音を、ファミレスの店内へ響かせた。

　先日の打ち上げは枚方さんが不参加で、なおかつ俺やレナトが途中退席というグダグダのまま終わったため、やり直しを兼ねてというわけだ。

　現在時刻は土曜日の夜七時過ぎということもあり、森野サークルの社会人も数多く参加している。何名かのグループごとに分かれて、テーブルを賑にぎやかに囲んだ。

「鮭さけおむすびを所望する」

「申し訳ございません。当店にはそのようなメニューはございません」

「なん……だと？」

　ウェイトレスに注文を断られ、驚きよう愕がくを禁じ得ない枚方さん。

　本日がファミレスデビューなので「ファミレスは制服だと入場できない憲法ガー」などと、俺や森野が冗談を吹き込んだところ、枚方さんは渋々ながら私服で降臨。

　性根が純粋であるがゆえに、男たちの悪巧みを鵜う吞のみにしたのだ。

「東雲しののめ氏、あれは何時代のお嬢様でアルか？」

「大正時代……くらいだろうな。俺は子供の頃から見慣れているけど」

　森野や他のサークル連中が驚くのも無理はない。

「な、なんだ貴様ら！　洋服など持っていないのだから仕方ないだろう！」

　顔を真っ赤にして怒る枚方さんの服装が、色鮮やかな袴はかまにブーツで番傘持参という組み合わせだったからだ。大正浪ロ漫マンの雰囲気を纏まとう和風美少女。枚方さんに見み惚とれてしまう男連中が続出する中で、俺はドヤ顔を禁じ得ない。枚方さんは……俺が育てたんだぜ。

　七なな海みさんが簡単なファミレス作法を教えると、注目を浴びた枚方さんは逃げるようにドリンクバーのほうへ。

「ど、どど、どりんくばーが、ぼたんで、こ、こっぷが、だばーっと！」

　だが戻ってきた途端、カタコトの単語や擬音で意味不明な陳述を繰り返す。

　機械のドリンクサーバーに、相当な苦戦をしているみたいだ。

　枚方さんのお茶は、七海さんや俺が汲くんでくることになり、枚方柚月ゆづきドリンクバー使えない問題は呆あつ気けなく解決したのだった。




　打ち上げ開始から三十分ほど経過し、雑談に花を咲かせる各々。運ばれてくる料理に舌鼓を打ちながら、高校生組のテーブルも賑やかに盛り上がっていた。

「──で、枚方さんの膝上にレナトが座っているのはなぜ？」

　俺は疑問を投げかけてみるが、レナトを膝上に座らせていた枚方さんは、

「レナトの友人なのだから、至極当然だろう」

　堂々と胸を張り、顔色一つ変えない。

「いくら仲のいい友達でも、そんなに密着して座ったりしないよぉ」

「……な、七海さんもそう思いますよね……。わ、ワタシも違和感はあったんですけど、枚方さんが、ふにゃぁああああああああああああぁぁん……!?」

　レナトの言葉を遮ったのは、背後から両手で抱き着いた枚方さん。まるで、抱き枕感覚でレナトの柔肌の感触を確かめている。

「ひ、枚方さぁあああん……。だ、ダメ……ですよぉ……。ふぇえええぇ……」

　あれからレナトは一度もフードをかぶっていないので、恥じらいながら顔を赤らめている素顔の新鮮味がえげつない。

　情けなく垂れ下がる眉や、助けを哀願する子犬のような瞳……これは男殺しの凶器に認定するべきでしょ。すでにファントム・ほるもんさんは床で死体化しているし。

「幼少期に刻まれた東雲甲こうという性的欲求を、すぐに断ち切るのは難しい。父とう様さまに相談したところ、禁煙を志したときに飴や干しイカを嚙んで欲求を紛らわしたと言う」

「それで？」

「欲求を紛らわせるために、レナト・モリノビッチを愛めでることにしたのだ」

　なるほどね。……じゃなくて、おかしいおかしい。キリッとした怜れい悧りな顔立ちで説得力を増幅させてくるので、納得の相あい槌づちを打ってしまいそうになる。

「……わ、ワタシはノンケですしぃ……飴やスルメじゃありませんよぉ……」

「心配するな。限りなく愛情に近い友情だ。恨むなら過去の東雲甲を恨んでくれ」

　ふえぇえええ……というレナトの脆ぜい弱じやくな悲鳴は、ファミレスの雑音に搔かき消けされた。

　ようやく解放されたスルメ……じゃなくてレナトは、枚方さんの隣へ腰かける。

「気になってたんだけどさ、幼少期の枚方さんはコウくんにどんなことをされていたの？　付き合っていたとはいっても、小学生だったんだよねぇ？　高校生になっても強い依存性が発生するなんて、よほどのことじゃないと──」

「……やはり、それは説明せねばなるまいな」

　七海さんの何気ない質問に、頰ほおを染めた枚方さんが口を開こうとする。

　この話題は（俺への評判的な意味で）まずいですよ！

　そんな赤裸々な想い出まで、バカ正直に話されたらたまったもんじゃないですよ！

「あ、あー!!　そういえば、副担任の向むかい山やま先生が友達の車と事故を起こして、保険会社に車両の保険金目当てだと怪しまれた話を──」

「コウくん、ちょっと黙ってよっか」

　よほど興味津々なのか、七海さんの目と声色が真剣だ……。

「未発達だった私の全身を、右手が光速振動する妙技で容赦なく蹂じゆう躙りんしたのだ。性的な知識や経験など皆無だった私は翻弄されて……未知の感覚に脳が侵された。私は東雲甲で男を知り、東雲甲は私で女を知った」

　あっ、これ第三者へ言っちゃダメなやつだ。絶対そうだ。

「水泳の授業中に水中で触られたり、演劇発表会の衣装に着替えた瞬間には……!!」

「枚方さん!!　だめだめだめだめ!!　それ以上は本当にシャレにならないから!!」

　卑猥な暴露大会を強制終了させようと目もく論ろむも、

「うおっ!?」

　背後から強きよう靭じんな腕力で押さえつけられた。森野やサークルメンバーが、おもしろそうな匂いを嗅ぎつけてきたのだ。

「ぐふふ、話を聞くだけでも妄想が捗はかどるネ。ＪＳだった枚方氏のエッチな体験談アルぅ」

　ゲス顔の森野を叱ってくれるはずの七海さん！……七海さん、こちらをガン無視！

　耳まで真っ赤にしながらも、枚方さんの話に齧りついて聞き洩もらさない。

「わたしはエッチな未遂で終わったからなぁ～」

「……わ、ワタシは……いろいろやられたことがあります……」

「えっ!?　レナちゃんに先を越されるなんてぇ……。わたしだけ、手を付けられていないオードブルの料理みたいな冷遇感があるよぉ……」

　七海さんがテーブルに突っ伏して悔しがった。ヤバい、この脱線気味なハイテンションは俺へ不利にしか働かないじゃないか。黙って酒とか飲んでないよね？　未成年だよね？

　打ち上げのノリ恐るべし……というより、生真面目な枚方さんの性格を侮っていた。

　まさか、聞かれたこと全てに噓うそ偽いつわりない回答をするなんて。

「だが、今現在は赤の他人だ。安易に身体を許したりはしないし、接せつ吻ぷんも不可だぞ。もっとも、強引に責められたのなら抵抗できる自信はないが……ん、んむむ……！」

「やめよう。ねぇ、枚方さん。その話はもうやめよう。キミが真面目で良い子なのはよく分かっているから、高校生のテーブルに相応ふさわしい話題を所望します」

　森野たちを振ふり解ほどいた俺は焦りが抑えきれず、半ば強引に枚方さんの口を手で塞ぐ。枚方さんの真正面から、壁ドンのような近距離で赤裸々ボイスを封じた。

　塞いでいた手を放すと、普段は険しい枚方さんの瞳が女性らしくおっとりと緩む。

「だ、ダメだ……。貴様が私を求めてきても……赤の他人に身体は許さないぞ。私は清純を理念とし、貞操を重んじる女だ。許いい嫁なずけでないと不可侵なのだぞ！」

「悪いのはキミでしょ。そろそろ黙らないと、今度は俺の唇で塞いじゃうよ？」

　場を和ませる冗談のつもりだったのだが、

「嫌なのに、赤の他人となった男なのに……過去に接吻した記憶が熱い血潮となって、私の身体を勝手に動かしてしまう……」

　瞳を閉じて、俺の首元へ両腕を回してくる枚方さん。

　体質改善を志す彼女のためにも、ここでキスするわけにはいかない！

　咄とつ嗟さに首を引っ込めて回避した俺は、解毒剤となる人物を身代わりとして投入。瞳を閉じていた枚方さんは気付かず、身代わりの人物と口づけを交わした。

「ん、ふむっ!?　ふむ、んんっ……んむぅんん……」

　瞳孔を散大させながら呻うめき声ごえをあげているのはレナト。ここで欲求を解消できるスルメを投入することで、枚方さんに理性を取り戻してほしいと願ったわけだ。

　長いキスタイムが終わり、両者の端麗な唇が分かたれた。ゆっくりと両目を開けた枚方さんが、口元を指先でなぞる。

「五年前より……遠慮がちな優しいキスになったのだな。ご、強引に奪われたのだから、今のは無効だぞ？　私は赤の他人と接吻などしないからな」

「そうだね。赤の他人とはキスしてないから、今のは無効だよ」

　言い訳しながら取り繕う枚方さんに事実（噓は言っていない）を言って、無事に修羅場を切り抜けることに成功。枚方さんは意外にポンコツという新発見をしてしまう。

「……は、はわわわぁ……。わ、ワタシ……ふぁ、ファーストキスぅ……女の子とぉ……」

　放心状態のレナトから噴出する湯気で、お湯が沸かせそうだ。

「もう、コウくん。あまりレナちゃんを困らせちゃダメだよぉ」

　レナトを懐へ抱きながら説教してくる七海さんは、ママの貫かん禄ろくすら漂う。完全に俺が悪者扱いだ。ひどい。我が子レナトの育て方で喧けん嘩かする夫婦か。

「始業式から何日か経たったけど、クラスにはもう馴な染じめた？」

「はい……。おかげさまで……すごく楽しいです……。えへへ……」

　不意に出たレナトの可愛らしすぎる笑顔によって、胸の高鳴りが制限を振り切った。

　すぐに正常値まで収まったけど、自分では未知の感覚なので戸惑う。

　女王蜂や枚方さんといった個性豊かな強者たちを、次々と籠ろう絡らくするレナトって……実は天然ジゴロの才能があったり？

　ダメダメな言動や弱点が多すぎて、逆に放っておけない魔力があるのは事実。

　女の子を口説くトレーニングは施していないのに、このスケコマシ具合ですよ。無意識だから余計に罪深いスケコマシ猫ですよ、けしからんね。




　男だって例外じゃない。次にレナト色に染められてしまうのは、もしかして──













　あとがき




　まず──拙著に興味を抱いてくださった読者の皆様に感謝を申し上げます。

　そして、はじめまして。あまさきみりとです。

　大晦日にあとがきを書いているなど、去年の今頃は想像すらしていませんでした。

『俺色に染めるぼっちエリートのしつけ方』は、第二十一回スニーカー大賞【秋】の選考に応募した作品ですが、当然ながら出版用に改稿する必要がありました。

　枚ひら方かたさんは改稿によって追加されたキャラですが、見事に幼おさな馴な染じみの許いい嫁なずけポジションという大出世を果たしております。七なな海みさんも同様、応募時には影も形もありませんでしたが、甲こうくんの相方ポジションという大役に任命されました。

　その代わり、エッチな要素はさほど変わりなく。編集さんのマニアックな好みがきっちり反映される形となりました。編集さんに「これは、やりすぎ」と冷静に言われてカットしたシーンは、たぶんお蔵入りでしょう。つらいです。

　ちなみに、一番好きになったキャラクターは誰だったでしょうか？　読者様自身が主人公になったつもりで、ヒロインに恋をしていただけたら作者冥利に尽きます。

　作者の一番好きなヒロインは……いや、内緒にしておきます。読んで察してください。




　では、最後に謝辞を。

　このたびは特別賞に選んでいただき、本当にありがとうございました。

　これも各選考に携わってくださったスニーカー文庫編集部の皆様や、関係者様各位のおかげです。この場をお借りしまして感謝の意を申し上げると共に、今後も末永くお付き合いいただけると幸いです。

　不慣れな刊行作業において、担当編集さんには日々ご迷惑をおかけしております。期待に応えていけるよう、これからも精進していきます。

　イラストを担当してくださった、ぱん先生。担当さんに紹介されたときから、ぱん先生のかわいいイラストでキャラが誕生するのを楽しみに、待ち遠しく思っておりました。

　刊行に尽力してくださった関係者の皆様、受賞や刊行を喜んでくれた知人や友人たち、拙著を購入してくださった読者の皆様に心から感謝いたします。

　それでは、またお会いできることを期待して。あまさきみりとでした。

















本作は第21回スニーカー大賞特別賞受賞作「ＳＡＤＳガ好ムハ籠リ猫」を改題・改稿したものです。
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